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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ね、ねえ、ドクロちゃん……？」

　木曜日の二時間目、終了直後な休み時間。

「ほぉら桜さくらくんこれ、〝これ〟だよ？」

　二年Ａ組の教室、窓まど際ぎわを背に大きな瞳ひとみをキランキランさせつつ歩み寄ってくる天使の仕草に、僕は思わず〈ごくっ〉と唾つばを飲んでしまいます。

「もうぐずぐずしないの、はぁやぁくーっ、これを引けばいいんだからぁっ」

　微笑ほほえむ彼女の小さなニギリ拳コブシからは〈ぴょこんぴょこん〉と二本のこより。

「で、でも、なんかその〝こよクジ〟、片方だけすっごく飛び出てない？　なんていうか、とってもアヤしい気がして、おいそれと引くには少しばかり抵抗があるよ……？」

　それは中学二年生の草くさ壁かべ桜にとってちょっとした──いや、もしかしたら将来を大きく左右するかもしれない岐路キロなのでして。

　──現在、

　授業が終わって騒さわがしい教室。先生はとっくにいなくなっているけれど、未いまだ黒板には、さっきまで行われていた『自然科学』の内容を示す地球や太陽、様々な惑星、すなわち〝宇宙〟についての記述が残されていて消される気配はまるで無し。そして今回、その黒板に書かれた白いチョークの文字列の中から僕がピックアップしていきたいのが、【班別に星の観測をしてみましょう】の部分。「観測班は休み時間に決めておきなさい」という科学担当の諸もろ岡おか先生からの指示に従い、僕達たちは今、次の土曜日に行われる【星の観測授業】グループ決めの、厳正なるクジビキ最終段階にいるのです。

　さて、

　今回の班作成は、学校にある天体望遠鏡の台数の都合上、男子三人、女子三人のグループを最初につくり、それをくっつけ合わせて計六人ずつの班にしていく方法。僕が班長を務める〝男子三班〟は、既すでに親友の宮みや本もとともう一人、西にし田だという男子なのになぜか妙に艶つやっぽいクラスメイトで構成されていました。

　となれば残る最重要問題は、僕達男子班に組み合わせられる女子の三人組。

　そもそも『星』とは昼間には見えないモノです。よって当【星の観測授業】が行われるのはもちろん日の沈んだ夜。正確に言えば週末のサタデー、ｐｍ７：00からの星観測スターウオツチング──

　想像してみてください。

　場所は校舎の屋上、満天の星を仰ぐ夜ナイトにて。いつもは日中、教室でしか出で逢あわないクラスメイト達たちとの集つどい。

　もしもそこで、片かた想おもいしている女の子と一いつ緒しよの観測班だったとしたら？

「もう星だけなんかじゃない。明るいうちは隠れていた、あの娘こが僕に抱く本当の想いも、東の地平線から徐々に姿を現しちゃうに違いないよーッ!!　する！　観測する!!　僕の望遠鏡はキミのハートというキラメキ・ラブ惑星プラネツトにロックオォンッ!!」

　えっと、これは僕が突然教室の中で大きな声を出したんじゃなくて、心の中の叫びです。びっくりした？　ごめんなさいね！　ですからもう、同じ一つのスコープをかわりばんこに覗のぞく僕と、僕が片想いしてる静しず希きちゃんの心も（言っちゃった！　僕の好きなヒトが、幼なじみで同級生の静希ちゃんて、言っちゃったよぅ！）いつしか一つになるかもしれない夜。今週末が迫って高鳴る＆一いち途ずな僕の心中、お察し下さいっ。つまり今、目の前で天使の少女が握る二本のクジの内どちらかがストライク──静希ちゃん、一いち条じようさん、穂ほ坂さかさんの三人がいる〝女子第一班〟なのです!!　よぉぉし引くぞぉ！　絶対そっちを、引ぃくぅぞぉォオッ!!

「って、いいかげん両手を〈わきわき〉させてないで早く引けよ桜さくら！　みんな待ってんだぞ」

「おちついて宮みや本もと！　僕に、すべてを任せて……」

　背後より声をかけてくる同じ班の宮本を、僕は静かに嗜たしなメます。ここで焦あせっちゃいけないのがキミにはわからないのですか。なのでひとまず、僕は心を落ち着けるため深呼吸と共に気になるあの娘へと視線をそっと向けるのです。

「（あぁ、静希ちゃん……！）」

　その涼やかな面おも立だちの中に、凜りんと鳴るかのような微笑ほほえみ。彼女もどうやら僕の運命、ひいては彼女自身の運命をも決めてしまうかもしれないこのクジ引きに心奪われてしまっている様子。ずっとコチラを見つめてくれているのです。

　やるっきゃ、ないです。

　これをミゴトに引くコトさえ出来れば、僕の願いは星まで届くというスンポウ。だがしかし、たった一つ、僕の気持ちを必要以上にハラハラゾワゾワさせるコト、ありき。

「ぜーったいに桜くんと一緒に、なるんだから……！」

　僕に向かってさらに〈ぐいっ〉、突き付けられる少女のコブシ。クジを握る天使の気迫たるや、ナミナミならぬモノがあるのです。

　皆さんももうお解わかりだと思うのですが、この二本のクジの片方は〝女子第二班〟、ドクロちゃんを含んだ、南みなみさん、田た辺なべさんというメンバーなのです。もし、こちらのクジを引いてしまったら、その夜は僕ぼく星ぼしが輝かがやかないばかりか、一等星や星座とかを優ゆう雅がに見てる場合じゃ無い気がするのです。

　これぞまさに、人生の分かれ道。

　そして状況は冒頭における僕の葛かつ藤とうへと繫つながるのです。

　そう。目の前にある、天使の少女が差し出してくる長さの違うクジは、この期ごに及んで明らかに僕の判断を危うくさせる陽動作戦！

「うぅぅううう……んんッ!!」

　額には汗、喉のどからは低い呻うめきが、漏もれ出てしまいます。

　いたってフツーに考えるのならばこの場合、彼女はきっと思わず引きたくなってしまう〝長く飛び出たクジ〟の方を〝女子第二班・ドクロちゃんのグループ〟に設定しているハズです。

　ならば、短い方を引けば、僕は静しず希きちゃんと一いつ緒しよの班ということに──

「よぉし、決めた！」

　その時です。『ちょっと待って!!』〈ぴくっ〉と僕の手が、もう一人の僕の意志で止まった!?『これは、そう思わせて逆を行くパターンなんじゃないのかな？　つまり、このような僕の心理を逆手に取った罠わななのでは？』なんだって!?　じゃ、じゃあ、

「やっぱりこっちの長い方を──」

『待った！　そう思わせておいて、やっぱり短い方が静希ちゃんのグループで……いやいや、ドクロちゃんが、こんなに複雑で難しいコトを考えるハズがない！　もしかして、クジの長い短いは、天然なのでは!?』あるいはそう思わせるためのトリックだという可能性も！　『な、なんてコトだ！』このクジ引き、見た目よりずっと難しいッ！　これは想像を超える、壮絶な心理戦なのです!!　ど、どうしよう！　どっちが静希ちゃんの班？　もうわかんないわかんない！　もう引けない！　『じゃあ、思い切って二本いっぺんに引っ張って──』

「いい加減に、早くしろぉぉぉぉ!!〈ぎゅぅぷぬぷぬぷぬぷぬ〉」

「ひぃごおおッ!!　おふぇんごめんおふぇんごめんオフホひゃんドクロちやんはっへ待つてはっへ待つてほふほ僕のふひほ口のなはふぃ中にしょもそのふぁふぁままくひほくじをほったもつたコブシヲコブシをふっふぉんへ突つこんでほないでぇこないでえーッ!!　ひほうほ気道をふはいへるよほ塞いでるよおぉ！」

　業ごうを煮やした天使の少女の振るまいに涙ぽろぽろ。僕の喉奥から細い腕を引き抜いた彼女は、改めてクジを突き出してきます。オーバーヒート気味に覚悟を決める僕。そう、いくらコチラを混乱させようと、確率は常に、二分の一なのですから。

「行くぞ！　僕はこっちのクジにする!!　そりゃあああ!!」

　最初のひらめきに僕は賭かける!!　意を決し、短い方のクジを〈ぐいっ〉と引っ張れば、

「ええっと、ええっと……？　ッ!?　ッ!?!?　こ、ここここ、これって……！」

「やったー！　桜さくらくん、ボクと一緒の班だねっ！　よかったね桜くんっ!!」

「なんで!?　どうしてこっちが二班なの!?　そ、そんなまさか、長い方が正解だったの？　ちょ、ちょっと待ってドクロちゃん。そっちのクジも見せて！　僕に確かめさせてぇ!!」

「ねえ桜くん聞いてる？　一緒に、いっぱーいお月様を見ようねっ!?　ボク、お月様ってだぁいすき！　知ってた？　あそこにはね、たーっくさんウサギさんがいて、『その焚たき火を、越えてこい』って言うおじいさんの言葉に自己犠ぎ牲せい！　身を焼いたウサギさんは自分を食べてもらいながら──」

「ちがうよちがうよ!!　なにその怖い話！　なにが違うのかわかんないけど絶対色々違う！　お月様にはウサギさんも餓が死し寸前のおじいさんもいないし、ウサギさんに見えるあの部分はロールシャッハテストみたいなものなの！　っていうか、なんでもう一方のクジはキミのコブシの中で炭化しているの……？」

　もはや〈ぐらり〉とヨロメいてしまいます。ぁあ、今度の土曜日、どうなるコトやら。

「よし、じゃあ決まりだな？　よろしくなドクロちゃん（やれやれといった風ふ情ぜいの宮みや本もと）」

「うん！　星のかんそく、とーっても楽しみっ！（にっこにこのドクロちゃん）」

「ぼく、お弁当つくって行って、いい……？（頰ほおを赤らめた西にし田だ）」

「桜さくらくん、顔色が良くないみたいだけど、どうかしたの……？（おずおずと静しず希きちゃん）」

「ほら、元気だしなよ桜くん、大だい丈じよう夫ぶだって。なんだかんだで楽しいよきっと（田た辺なべさん）」

「あ、うん、ごめん。そうだよね、クヨクヨしてちゃ、だめだよね……（僕）」

「来なかったら、望遠鏡を使って屋上からみんなで桜くんの部屋の中の動きを観測するから（南みなみさん）」

「い、行くよ!?　絶対参加するよ!?」

　そして、クラスメイト達たちの意気込みに翻ほん弄ろうされぎみな僕の手を取るのはドクロちゃん。

「さぁ桜くん？　だったらさっそく予行練習しなくちゃ！　星はいっぱいあるんだからね？　えっとー、こっちが南の空だから、あ、あれが〝カシオペヤ座〟！　見て見て？　あっちには〝かみのけ座〟もっ！」

「無理だよドクロちゃん僕には見えないよ！　そりゃキミは天使で視力がいいから、午前中でも空に星が瞬またたいているのが見えてるかもしれないけど、星座の早見盤を使っても僕にはひぃぃいいッ!?　いぃぃ痛いぃッ!?　ちょっとドクロちゃん!?　僕の首ネッコを押さえたら、そこら辺には結構重要な神経がいっぱい走ってるゆえ、そんなに圧迫しちゃだめぇぇッ！　見えてる！　おそらく視神経的な部位が強く刺激されて妙なモノが網もう膜まくにダイレクトに映ってる！　星っぽいモノ、昼だけど僕にも見えた……！」

　僕の言動に満足したの？　少女の手から解放されて、なんとか窓辺にすがりつきます。

「あぁ……」

　貴重な休み時間がこうして刻一刻と終わって行くのです。時間はあとどのくらい残っているのでしょう。と、眺める空には今もなお──

「ぅー、目がチカチカする。まだ体育館の上の方に星っぽいのが光って──」

「危ない桜くんっ!!」

「へぇッ!?」

　時刻、午前十時四十六分〇四秒。

「ほぶぅッ!!」

　見上げる空に浮かぶ光点、その煌きらめきが増したと感じた直後でした。左横腹へと刺し込まれるように走った衝しよう撃げき＝イコール天使が僕を突き飛ばしたのはほぼ同時で。

「なぁ……ッ!?」

　その半はん瞬しゆん後ご、〈ずどぎギんッ!!〉と、僕の当惑を叩たたき潰つぶすように強烈な貫通音が響ひびき渡ります。

「ドクロ……ちゃん？」

　教室の床に押し倒された僕の頭上で〈ィんィん〉と共鳴するのは、両断された机の真ん中にぶっ刺さる二本の黒い棒。三十センチモノサシよりもなお長い、鉛筆のようなスティック状物体。

「キミは、なにをしたの？」

　理解はイッコウに追いつきませんが、見たままを言えば、あわや僕は、いとも簡単に教室の机一つをマップタツにする威力を持った、空より飛来した二本の棒にぷすぷすされるトコロを、

「ボ、ボクはなにもしてないよ!?　ただ、空から来たモノから桜さくらくんを助けようと……！」

「でも僕、さっきの地点でボぅッと直立してた方が安全じゃなかった!?　だってほら、今の僕はキミに押し出された先のこの地点でこんなにギリギリセーフじゃん！　今度はナニ？　キミは僕を衛星軌道上から狙そ撃げきしたのッ!?」

「ちがうもん！　ボクは、はっ！　あ、あぶなぁいいっ！」

　そしてまたもや、

「ひぃぅぅッ!!」

　目撃するは無数の光点。体育館上の青空に数百ものぴかぴかする針穴が開いたかのように見えた刹せつ那な、立ち上がろうとしていた僕は再び〈どかっ〉と、天使の少女によりさっきと同じ地点に押し倒され、

「なぁッ……ッ」

　間をおかず僕の周囲を震ふるわせるは、アスファルトを掘くつ削さくする重機もかくやという連続した空気の振動、破砕音おん響きよう！

「おい桜、生きてるか！（宮みや本もと）」「な、なんなんだ……？（佐さ々さ木き）」「ね、先生呼んできた方が、いい？（穂ほ坂さかさん）」

　あまりのデキゴトに、さすがのクラスメイト達たちも息を吞のんでいます。

「あ、ぁ……」

　そして静寂の中、舞い上がった埃ほこりが晴れれば、

「ぼ、僕、生きてるの……？」

　僕は床に発生した鋭利な針山に囲まれており、それはあたかも黒い棒の草原に寝そべっているが如ごとくなのです。

「あー、教室めちゃめちゃ（田た辺なべさん）」

「次、なんの授業？（安全な教卓の上に座っている南みなみさん）」

「た、確か、数学だったと思うけど、それよりもみんな、平気？　誰だれも怪け我がしてない……？（南みなみさんの隣となり、教卓の上で正座している静しず希きちゃん）」

　今や二年Ａ組どころか騒さわぎを聞きつけた他ほかのクラスの生徒までもが、この混乱の地に集まりつつあり、

「ちょ、ちょっとドクロちゃん、いったいコレはナニ──」

　再び僕を守ってくれたらしき天使の少女へと視線を向ければ、なぜかドクロちゃんはコチラをまたぐように立っていて、

「ッ!?」

　目の前に、ブルーとホワイトで構成されし、ミゴトなまでの〝しましま模様〟。

「きゃっ！　桜さくらくんッ!?」

「ちがうよ！　僕見てない！　ドクロちゃんのスカートの中のしましまのなんか僕はぜんぜん記き憶おくに残して──」

　スカート押さえてバット片手に切ない表情。天使の背後が〈ゆらぁ〉と闘とう気きで歪ゆがむ、その瞬しゆん間かん、

〈かたたん〉と、




「だから意味無いコトはやらない方がいいのって、ダチュの字は言ったの」




　鳴るのは教室後方の窓まど際ぎわ。淡々とした声は、そこより響ひびいて来て。

　出現していたのは、あきらかな異質。

「まったく、やりすぎなの」

　この異変を遠巻きにしていたクラスメイト達たちも視線を窓際、小さな人影に注ぎ、そこから目を離はなすコトが出来なくなります。窓枠に腰かけ、二年Ａ組の教室を眺め回していたのは、鉛色の髪の毛をやや後方へとツインテールにした小学校五年生ほどの背丈を持つ少女で。

「あぁっ！　ダチュラちゃん！」

「ドクの字、お久しぶりなの」

　窓辺から降り立ち、駆け寄るドクロちゃんを迎える彼女を見た誰もが最初、『この女の子は肌にぴったりとしたウェットスーツのようなモノを着ているのだ』と思いました。が、同時に憶おぼえる微かすかな違和感。そして、気付いた生徒から順に愕がく然ぜんとしてしまうのです。

「ねね、どうしたの？　ダチュラちゃん、なんでここにいるのっ？」

「もちろん『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』のお仕事なの」

　表情を変えずにドクロちゃんへと返答する少女のカラダのラインが、ウェットスーツを着たかの如ごとく露あらわなのはしかたのないコトでした。目を凝こらせば解わかるのです。ダチュラちゃんと呼ばれた女の子はなんら服的な物を着用しているわけではなく、その全身を艶つややかなボディペイントで覆おおっているのだというコトに。

「そうだっ！　じゃあさダチュラちゃんっ？」

　ドクロちゃんにセリフの続きを促すように「なんなの？」とコクビを傾かしげる少女の全身、描かれたその意匠はまるでディフォルメされた樹海。彼女の肌に載せられていた油絵のように凹凸のあるインク塗装は、深緑から陽光の白へ至るグラデーションをもって、彼女の顔以外、首にも肩にも胸にも腕にも背にも腹にも腰にも脚にも爪つめの先にまで施ほどこされていました。そう、彼女はあたかも自し然ぜん霊れいに仕える祈禱師シヤーマンか、はたまた前衛芸術の中から飛び出した踊り子のような天使だったのです。二年Ａ組のみんなだってもう気付いていました。なにしろ、それは隠しようもない瑞兆しるし。鉛色したツインテールの上に浮かんでいるのは、あの金色の輪っかで。

「あのね、今ね、ボクは桜さくらくんの家に住んでるんだよ？　お仕事が終わったら帰りに寄っていって!?」

　聖ゲルニカ学園の制服を着た天使の少女は、もう一人の天使の両手を握りしめ、嬉うれしくてたまらないというように〈ぴょんぴょん〉とその場で飛び跳ねながら、尋ねます。

　すると、深緑色のボディペイント少女は、

「──と、ドクの字は言ってるの。ゼブの字はどうするの？」

　独特な呼びかけで教室前方の窓まど際ぎわへと首を向け、クラスの視線もそちらへと集中します。




「どォするもこォするもねェ」




　それはまるで、伝声管を通り抜けて来たかの如ごとく、金属的に揺れる声。

「ダチュラ、モノゴトには順序ってェもんがあんだろ」

　舌打ち混じりに悪態をついたもう一つの人影を、クラスメイト達たちが全身塗装ボデイペイント天使とは反対側、教室前方の窓辺に発見した瞬しゆん間かん、

　再び、えも言われぬ衝しよう撃げきが室内に走り抜けます。

「ゼブルちゃんっ!?」

　ドクロちゃんは再び喜色満面、「きゃはーっ！」と声を上げるのです。

「まずは仕事を終わらせる。全すべてはその後じゃねェか」

　兜ヘルムよりこぼれる濃いハチミツ色の髪を搔かき上げる少女。その成層圏の碧あおの如く鋭い眼光が、不敵に〈にたり〉と動きます。

　そこへ、

「ゼブルちゃんも来てたんだっ！」

　走って飛びつく天使の少女。

「や、やめろドクロ！　暑ッ苦しいんだよお前はよォッ！」

　その光景に静しず希きちゃんも田た辺なべさんも南みなみさんも、なにより宮みや本もとや佐さ々さ木きなど男子達が啞あ然ぜんとしてしまいます。

　なぜなら、

「はァァァなァァァれェェろォーッ！」

　しがみついてくる天使を押しのけようとするその腕部には手甲ガントレツトと肩当てアクセル。蹴けりを食らわそうとする脚部には膝当てパウレインとヒールの高い鉄靴ソルレツト。抱きつかれている胴部には鎖帷子オーベールと一体になった腰回りキユイサール。そしてうすっぺたな胸部をかろうじて隠しているのは極小の胸当てブレストプレートと、少女が身に着けていたモノは、どれも微少なパーツのみ。

　つまり、今ドクロちゃんとじゃれ合っている彼女は、僕で無くても思わず『ソレじゃあ全然、鎧よろいの意味ナイよね？　カラダをキチンと防御出来てないよね!?』と叫んでしまいたくなるほど、わずかな部位しか皮ひ膚ふを覆おおっておらず、それはまだ下着の方が身を護まもれそうと判断できてしまうような格好でして。
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「いい加減にしろォォッ!!」

　ゼブルちゃんと呼ばれる甲かつ冑ちゆう天使は、果敢に叫ぶのですが、

「ねぇねぇゼブルちゃん、今日お家に来たらさ、夜また一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ろっ？　桜さくらくんと一緒に！　いいでしょ？　やったぁ!!」

　ドクロちゃんとは会話にならず。

「ふッざけんなァ！　ちょっと離はなせよドクロ!!　オレはもう二度とオマエと風呂には入らないって誓ったんだッ！」

　そして、半甲冑コースリツトよりもなお面積の少ない、肌に張り付くように薄うすい作りをした銀の甲かつ冑ちゆうを身につけた少女の頭上に浮かぶは、見まごうコトなき天使の輪。

「とりあえずオレから離はなれろコノやろォォ!!」

　音量がさらにアップ、ステレオで響ひびく甲冑少女の〝音声〟。それは彼女の背後、そこに浮く、昆虫の羽根のように銀色に透き通る二つの浮き鞘フアンネルから響き聞こえていました。まるで肌の露ろ出しゆつが多い少女を支援する子機のように漂うその浮き鞘フアンネルは、ガラスで作られた楽器の如ごとく空気を震ふるわせ、甲冑天使の意志をコチラに伝えて来るのです。

「おいコラァ！　ダチュラもなんか言えよ!!」

　しかし全身塗装ボデイペイントの少女は、ドクロちゃんに密着されている相方の言動を意に介した風もなく、少しだけ肩をすくめ、

「ゼブの字はＯＫみたいなの」

「やったぁーっ!!」

「言ってねェ!!」

「それよりも、さくの字なの」

　じゃれ合う二人、教室の前方へと近づくボディペイント天使。

「お、おォよ！　まさかさっきやったオレの威い嚇かく射しや撃げきでくたばって──」

　甲冑の少女はダチュラちゃんに答え、なんとかドクロちゃんを引きはがし、若じやつ干かんのイラダチまぎれに手甲ガントレツトで針山をユビ指せば、

「……は？」

　そこに散らばっていたのは草くさ壁かべ桜さくらの肉塊と白い骨のカケラ達たちばかりなり。

「もう、だめになってるの」

「ッ!?　ま、まさか！　そんな、でもこれ、バラバラ過ぎねェか!?」

　さて、もう説明はいらないかな。天使の少女の下着をモロに直下から覗のぞいてしまった僕コト草壁桜は、二トンの鉄くろがね『エスカリボルグ』でとっくに粉砕、飛び散って原形を留とどめていなかったっていうわけなのさ。

「はっ！　いっけなぁい！」

　さあ、こうなったらドクロちゃんの出番なのです。たちまち少女は魔ま法ほうのバットを〈くるんくるん〉。ここから先は、魔法の時間なのですから。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　そのイロドリは光と空気と流れ星シユーテインスター。銀河のように渦巻いて、破片と破片が徐々に衝しよう突とつ、統合し、ぐつぐつと煮えたぎりながら人ひと塊かたまりに。やがて十四歳、中学二年生の少年として意識を取り戻した僕は、

「ひどいよドクロちゃん！　意味ナイじゃん！　キミが僕を攻こう撃げきして亡なき者にしたら、ぜんぜん意味ナイじゃーんッ！　なにがあったのか知らないけど、こうなってしまった場合は早め早めに治してよ!!」

　ドクロちゃんに対して、強い遺い憾かんの意を表明した次第。

「ゴメン桜さくらくんっ！　だって、だってボク……！　桜くんが危ないって、思って……!!　なのに桜くんはドサクサにまぎれて、ボクのを──」

「ちがうちがう全部事故！　ドサクサになんてまぎれてないよ!!　ま、まあほら、今回はキミが僕を助けてくれようとして起こった事故だったんだから、おあいこおあいこ！」

「クサカベサクラ」

　背後より、金属的なくぐもりを持った少女の声。

「はい？」

　振り向いて見れば、そこには尋常じゃないイデタチ、金色の輪っかを頭上に戴いただく二人の少女がいて、

「騒さわぐなよォ？」

「な、なぁッ!?」と狼ろう狽ばい、後ずさろうとする僕へと一いつ瞬しゆんで間合いを詰めたのは、頭部を銀の兜ヘルムで覆おおった碧あおい瞳ひとみの少女。

「ッ!?」

　そして、いつのまにか彼女の腰元へ移動していた浮き鞘フアンネルより〈しゅらん〉と引き抜いたのは、

「それって、僕に向かって飛んできた!?」

　僕ぼく達たちが日常的に使うモノよりはるかに長い、

「お、お箸!?　って、えええッ!?」

　やおら華か麗れいな箸はしさばき。僕は彼女に〈がっ〉と胸と背中を挟まれて、つまみ上げられてしまうのです!?

「ちょ、ちょっと、これは……!!」

　教室の中で高くなる視界、そこへ駆け寄ってくる制服の天使ドクロちゃん！

「早く逃げて桜くん！　それはただのお箸なんかじゃなくて、ゼブルちゃんの持つ魔ま法ほうのアイテム『秘ひ剣けん菜さい箸ばし　ヴァラスキュルブ』！」

「だめだよ逃げられないよドクロちゃん！　た、助けてー！」

　僕は必死にジタバタするのですが、

「聞いて桜くん！　そのスティックでつまんだものは全すべて──」

「──この《もう一つの唇裂アドグラント》で喰くうコトにより、異次元に葬ほうむり去るコトができるッ」

「え、ええええッ!?」

　ドクロちゃんのセリフを奪ったのは、僕をまるでアスパラベーコンの如ごとくお箸で摘つまんでいる甲かつ冑ちゆう天使！　そして僕は、目の前で見てしまうのです。

〈みしっ〉と音を立てる、彼女の背後。

　真一文字に裂ける空間。

　天使の輪っかよりさらにさらに上方、出現したその亀き裂れつが〈ぐわぁばぁっ〉と上下に開けば、そこにあったのは白い歯とピンク色の舌。それはあたかも巨大な人間の口こう腔こうで。

「ま、まってぇぇ！　ちょ、それはだめです！　僕を食べないでくださいぃっ!!」

　なおかつ、その喉のど奥おくは、ぐにゃぐにゃと異次元的にきらめく極ごく彩さい色しき……ッ!?

「いやぁぁぁッ！　僕なんて全然おいしくないですよ!?　ちょ、そ、それよりッ！　あ、あなた達たちはいったいなんなんですか!?」

「自己紹介が遅れたなァ。オレはゼブル。こっちはダチュラ」

「よろしくなの」

　空間に浮かぶヒトの口、《もう一つの唇裂アドグラント》の直前、黒いお箸はしにつまみ上げられたままの僕はじたばたじたばた、コチラを見上げている下着みたいな甲冑の金髪天使と、全身に樹海のような塗装を施ほどこした鉛色のツインテール天使に向かって、必死の抵抗を敢行するのです。

「初めまして！　僕は草くさ壁かべ桜さくら、十四歳です！　今後ともよろしくお願いします！」
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　いつもの六畳間、畳の上。

　制服姿なドクロちゃんは、自分の小皿をコチラに差し向けて、

「ぅうーん……」

「？　どうしたの？　ドクロちゃん」

「ねぇ桜くん、そっちのヨウカンのほうが約〇・九二ミリ厚いと思わない……？」

「ドクロちゃん、あなたはさっきも同じようなコトを言って、僕のヨウカンと取り替えたばっかりじゃなかったっけ？　『隣となりの芝は青く見える』っていうけど、キミは天使なのに本当に欲が深──わ！　待って、了解！　わかったから爪つま楊よう枝じをこっちに向けないで!?　じゃあほら、僕のヨウカンも全面的にあげるから!!　これならいいよね？　もう文句ないよね!?」

「さくの字、ちょっと聞いてなの」

　そして、お茶の入った湯飲みを傍かたわらに置き、コチラに声を掛けてくる鉛色のツインテール＆ボディペイント天使は、窓の縁ふちに座ったダチュラちゃん。

「これは熱くて飲めないの。ダチュの字はファンタ・グレープ味がいいの」

「ファ、ファンタのグレープ!?　ヨウカンにファンタ・グレープは、どうかと思うんだけど……、え？　『じゃあ、さくの字がこのお茶を冷ますの』？　って、どうやって？　『ふーふーするの』!?　本当に!?　も、もう、しょうがないなぁ。じゃあ貸して？　ふー、ふー、ふー、ふー、ふー、ふー……」

「なァ、クサカベサクラ……」

「ふー、ふー、ふー、んっ？　あ、あぁッ！」

　見ればハチミツ色の髪をこぼす兜ヘルム、肌も露あらわな銀ぎん甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった天使は、

「この『交換日記』のような、けれどずっと筆跡が同じカンジのノートなんだけどよォ……」

　僕が着火装置付きの隠し引き出しスペースに入れておいたハズの『一人交換日記ノート』に目を通しているのです。

「ちょ、ちょっとゼブルちゃんッ!?　か、勝手に人のプライバシーを覗のぞかないで!?　返して！　返してよぉ!!」

「うっせェ読ませろォ！」

　しかもゼブルちゃんは腕を伸ばす僕を〈するり〉とかわし、ノートをお箸はしでつまんで、僕の手の届かない位置まで持ち上げてしまうものですから……ッ!!

「だめだよ！　恥ずかしいよ!!」

　コチラがぴょんぴょんジャンプすれば、

「続きが気になんだよ！　な!?　ここだけでいいから！　『急に降ってきちゃったから、どこかで雨宿りしよっか』と僕に言われた彼女はどんな返事をするんだ？」

　ゼブルちゃんは両腕を高く掲げ、さらにお箸二刀流でノートの左右をつまんで開いて、中身を読み上げます！

「声に出して読まないで！　声に出して読まないでぇー！」

　よって僕は甲冑天使の周りをぐるぐるしながら飛び跳ねる結果に。嗚あ呼あ、どうして天使エンジエルってこうもそろいもそろって『個性』が激しいのでしょうか……!!

　──あれから、

　二年Ａ組での騒さわぎを聞きつけやって来たクラスの担任、山やま崎ざき先生は、教室の現状＆僕とドクロちゃん、そして新たに現れた二人の天使を確認するやイナや『こ、これはいかん、今日は早退しなさい。お母さんには電話しておくから』と、『僕はまだ学校にいられます……！　みんなと一いつ緒しよにいたいんです！』そう訴える僕をシリゾケル展開。そりゃ、教室もめちゃめちゃになっちゃったし、ゼブルちゃんとダチュラちゃんは僕に用件があるみたいだけれど、これはあんまりなのです酷ひどいのです！

　今や、僕は身に憶おぼえがないのに周囲から問題児扱いされてしまったような気分のまま自分の六畳間にて、やり場のないこの想おもい。

　せめて、ここにザクロちゃんさえいてくれれば僕のココロとカラダの負担は軽減され、まだなんとかなったと思うのですが、いつも頼たよりになるあの妹天使はどうやら商店街までお使い中のご様子。このままではドクロちゃんで常にいっぱいいっぱいな僕の『天エンジ使エル・許キヤパ容量シテイ』は早晩、臨界点を突破し、桜さくら汁じる的てきなモノを様々なカラー展開で肉体のどこよりか噴き上げ、畳の上に倒れてしまいかねません。それもこれも全すべては目の前にいる、平へい穏おんな日常に突然現れた奇妙で奇き天て烈れつな天使達たちのせいだと、僕は思うわけで……！

「じゃあこの裏表紙の『鎖さ骨こつにためた、そのお湯を』っつーポエムのオチだけ読ませろ!!」

「ポエムなんだからオチはないよぉ!!　いいからもう返してぇー!!　それ以上は本当にだめぇ!!」

　僕は夢中で思いっきり跳ちよう躍やく！　ゼブルちゃんから『一人交換日記ノート』を取り返そうと腕を果敢に伸ばし、

「ちょ、な、なにすんだァっ!?」

「うわぁっ!?」

　もつれる足元。僕とゼブルちゃんはバランスを崩し、重なり合うように畳へと、ヨルスベもなくモロに倒れ込んでしまいッ！

「ぐゥうッ!?」

　二階は勿もち論ろん、一軒家全体を〈ずずん〉と揺らしてしまうのです。

「いったたた……ご、ごめん、ゼブルちゃん大だい丈じよう夫ぶ!?」

　僕は慌てて起きあがります。が、

「どこに、手ェついてんだ……」

〈ぎろり〉と、仰あお向むけに寝そべったままコチラを見上げる、蒼そう天てん色いろの瞳ひとみ。

「え？」

　見れば、上半身を起こすために畳に伸ばしたハズの僕の右手は、

「あ」

　ゼブルちゃんの、甲かつ冑ちゆうに半分くらい包まれた左胸の上にあって。

「ち、ち、違うんだゼブルちゃん！　だって、全然、き、気付かなかったから──」

　刹せつ那な、天使のカラダからは〈ずぬるぅ〉と立ち昇る、触るコトができそうなほど濃い、

「──気付かな、かった？」

　まるで透明ゼリーのような、殺気。

「ゼ、ゼブルちゃん……？」

「気付かないほど、オレの胸には、なにも無かった……!?」

　甲冑天使の背後に舞う銀の鞘さや。〈しゅらん〉とそこから彼女が抜き放ち構えるお箸はしは『秘ひ剣けん菜さい箸ばし　ヴァラスキュルブ』。

「ちょ、ちょっと、ゼブルちゃんッ!?　た、たしかにキミの胸は他ほかの天使に比べれば、いくらか平べったいかもしれないけれども、べつに、なんにもないワケじゃ──」

「黙だまれェェーッ！」

　僕の説得も虚むなしく、顔を真っ赤にするゼブルちゃんの背後、またもや空間を真横に裂いて現れるのは巨大で不気味なヒトの口!?

「待って!?　待ってよゼブルちゃんッ！　なんで!?　いったいなにが!?　わ、ちょッ！　痛いです！　やだやだ！　お箸はしでつまみ上げないでぇッ!!」

「やめてゼブルちゃん！　桜さくらくんを食べちゃだめぇっ!!」

　しかし僕がいくらもがいても、天使の少女がどれだけ抗議しても、甲かつ冑ちゆう少女の箸使いは止まらず、ついには、

〈ぽいっ〉

「「あぁああ──ッ!?」」

　甲冑少女の頭上、巨大な口中に弧を描いて放り込まれてしまうのです。

「さ、桜くんッ!!」

　しかも、

「ぎゃああああっ!!　あぁッ！　ぁぁああっ!!　ああああああッ!!　あっ！　あっ！」

　大きなピンク色の舌の上で〈ころころ〉とテイスティングされる僕。

　さらには、

「ちょッ!!　だめ！　だめぇ──！　はっ！　こ、今度は〈ぎゅむっぎゅむっ〉て、奥歯で甘あま嚙がみされてるぅぅぅ!!　ひーぃやああぁぁぁ──…………」

　そして、

「だめだめだめー！　舌で喉のど奥おくに送り込まれてる！　送り込まれてるぅぅぅぅ……ーっ!!」

〈ごくりッ〉

　僕の声は、巨大な口の喉の奥へとフェードアウトしてしまい、

「さ、桜くんが、桜くんが飲み込まれちゃった……」

　そして茫ぼう然ぜんとしてしまっていたドクロちゃんが、ふらふらとおぼつかない足取りで《もう一つの唇裂アドグラント》を見上げれば。

「し、しまった、思わず喰くっちまった！」

「どうするのゼブの字。さくの字は、もうこの世界には帰って来れないの」

「そんなぁっ！　ねえゼブルちゃん、桜くんを返して!!」

「そ、そうは言っても、オレの《もう一つの唇裂アドグラント》は飲み込んだモノを異界送りにしちまうアイテムで──」

　すがりついてきた天使の少女にゼブルちゃんがたじろいだ、その時です。

「うわぁ──ッ!!」

〈どちゃり〉と、

「こ、ここはドコ!?　どこの異次元!?」

　ドクロちゃんの目の前、天てん井じようから落下して来て畳に尻しり餅もちをついたのは、唾だ液えきマミレの僕なのです。

「なんだかここ、僕の部屋にとても良く似た次元なんですけど……!!」

「さ、桜さくらくんっ!?　どうしよう、桜くんが生まれたてで羊よう水すいまみれの子こ鹿じかみたいに涎よだれでべたべた、足はガクガク……！」

「──って、ドクロちゃん!?」

　見ればゼブルちゃんもあっけに取られたように、持っていたお箸はしを力なく浮き鞘フアンネルへと戻し、

「オマエ、激烈に運がいいな……」

「というコトは、僕は元の場所に戻ってきたのッ!?　本当に!?」

　もう、なにをどうしたらいいのかわかりません。ここは本当は異次元パラレルワールドで、僕は中学二年生にして静しず希きちゃんとお付き合いしているのでしょうか。

「とにかく、さくの字は助かってなによりなの。ダチュの字達たちはあなたに害を加えるつもりは一切ないの」

「え……？」

　そして、ぬるくなったお茶をちびちびと飲んでいる全身塗装ボデイペイントのダチュラちゃんへと、僕は思わず尋ねます。

「というか、ゼブルちゃんとダチュラちゃんて、僕を抹まつ殺さつしに来たんじゃ、ないの……？」

「やるんだったら、最初にやってるの」

　片かた膝ひざを抱えて窓辺に座るダチュラちゃんは、なんの感かん慨がいもなさそうにそう言うのですが、

「うっせェダチュラ、余計なコト言ってんな」

　いつの間にか僕の机の椅い子すにカラダを預けたゼブルちゃんはなんだかバツ悪そうに脚を組み、頰ほお杖づえをついて顔を逸そらすのです。そんな甲かつ冑ちゆう天使の態度に、ボディペイントの天使は表情を変えずに肩をすくめて、

「確かにダチュの字達は『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の命を受けてここに来たの。でもそれはさくの字抹殺の方では無いの。『ルルティエ』には現在、最優先で解決しなければならない事案が他ほかにあるの」

「オレ達は、その決議を伝えに来た」

「え、でも僕『ヴァラスキュルブ』で穴だらけにされそうになったり、さっきもゼブルちゃんの《もう一つの唇裂アドグラント》で異次元送りにされそうに──あ、いえ、なんでもないんです……」

　僕はもうコチラに向けられる天使二人のシットリとした視線を前に、彼女達とコミュニケーションするならナニゴトも気の持ち様なのだと思い直し、しかたなくいずまいを正して天使の次の言葉を待つのです。

　が、

「？　なにをさくの字はあらたまってるの？　あなたにじゃないの」

「え？　でも、だって『ルルティエ』の議決なんでしょ……？」

「さくの字は自意識が過か剰じようなの」

「オマエにじゃねェ、そっちにだ」

　ツインテールの天使と、椅い子すにふんぞり返ってる甲かつ冑ちゆう天使の瞳ひとみは、僕の隣となりの、ワインレッドな制服姿の天使へ向けられていて。

「ボク、に？」

「ドクロちゃん、に？」

　意表を突かれ、二人は思わず同時に口に出してしまいました。

「えっと……『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』がドクロちゃんに、ナニを伝えに来たの？」

　僕が尋ねれば、手甲ガントレツトを握りしめるように軋きしませた甲冑天使は、ドクロちゃんへと告げるのです。




「『パンドラの言葉』は、〝ドクロリル・ジャスティリア〟へ継承される事が正式に決定した」




「「ドクロリル・ジャスティリア？」」

　僕と天使の少女は、またもや一いつ緒しよにコクビを傾かしげてしまうのです。が、

「オマエのコトだろ」

「あうっ？」

　ドクロちゃんは〈ぺちっ〉と、ゼブルちゃんにオデコを叩たたかれます。がしかし、焦あせるのは僕。

「え？　ちょっと待って？　あなたの名前は〝三み塚つか井いドクロ〟じゃなかったっけ!?」

　すると、天使の少女は照れたように頭を搔かいて、

「あれは日本名」

「日本名!?」

「ッていうかドクロ、その調子だと、まさか本名と一緒に自分の役割まで忘れちまってんじゃねェだろーな」

「お、憶おぼえてるもん」

　ゼブルちゃんとドクロちゃんのやり取りは続きます。

「よォーし、んじゃあ言ってみろ」

「えっとねー」

「待て!!　やっぱ言わなくていい！」

「えー、なんでー？」

「だってオマエ絶対変なコト言うだろ。わかってんだオレには！」

「そんなコトないもん！　解わかってるもん、ボクの〝やくわり〟でしょ!?」

「お、おう、じゃあ言ってみろ」

「えっとー、砂浜で目を隠してー、こうやって重い棒を持ってから、徐々に海へと──」

「ちッげェよ!!　そりゃ〝スすイいカか割わりり〟だろ!?　というかスイカ割りのやり方も間違ってる！　目隠しして重い棒を持って徐々に海へって、入じゆ水すい自じ殺さつか！　オレが言ったのは〝役やく割わり〟だ!!〝わり〟しかあってねェ！　本当にオマエそれでも『ジャスティリア家』の家督継承権第一位なのか!?　なに照れてんだ褒ほめてねェんだよォォ!!」

「あ、あの──」

　二人のやり取りの中、そこでおずおずと挙手する僕。なんだか全体的におめでたそうな雰ふん囲い気きなのは解るのですが、このままでは話についていけないのです。しかし、銀色兜かぶとの上から頭を抱えたゼブルちゃんは、そんな少年には気付かぬまま、

「ったくよォ、もとはと言えばドクロ、オマエが発ほつ端たんなんだぞ!?」

「ボクの？」

「おゥよ、オマエがそこのそれを──」

〈びしり〉と、ゼブルちゃんは手甲ガントレツトに包まれたユビで僕を指し示し、

「いつまでもいいようにッつーか、手助けして生き残らせてるもんだから、『パンドラの言葉』の予言はハズレまくりってコトになってんだよ」

「今や『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』において、現行している『パンドラの言葉』の信用はガッタガタなの」

　淀よどみなく言葉を繫つなぐのは、鉛色のツインテールを揺らすボディペインティングの天使。僕はもはや、そのやり取りを〈ぽっかーん〉と聞いているコトしかできません。

「よってだ、『ジャスティリア家』の令れい嬢じようたる〝ドクロリル・ジャスティリア〟には『天上界』へと帰還していただくコトが決まったんだよ。これぞまさしく因果応報ッつーワケだ。おら、わかったら帰り支じ度たくしろ」

「ひう……っ！」

　椅い子すから立ち上がるゼブルちゃんに、突然おしりをひっぱたかれた天使の少女は、

「────……──」

　そのまま、呆ほうけたような沈ちん黙もくを続けていて。

「ド、ドクロちゃん、それって──」

　彼女は僕の呼びかけに〈ぴくっ〉とこちらを振り向き、それからすぐに、

「も、もぉーっ！　ゼブルちゃんのえっち！」

　思い出したように、甲かつ冑ちゆう少女のおしりを〈ぺちっ〉と叩たたき返すのです。

「な……！　いってェなこのヤロウ！　遊んでんじゃねぇんだぞ!?」

「よーし、しょうぶだ！」

「やめろ！　オレの『ヴァラスキュルブ』を浮き鞘フアンネルから勝手に抜くなァ!!　だいたいオマエはいつもなんかムカツクんだよォ！　なめんなコラァッ!!」

　そして、狭いこの部屋で始まってしまう天使同士のとっくみあい!?

「や、やめなよ二人共ッ!!　ほら、君達たちは平和の象徴である天使なんだから、お互い仲良くしなヒィッ!?」

　瞬しゆん間かん、眼前でドクロちゃんの握る『ヴァラスキュルブ』ｖｓゼブルちゃんが構える『ヴァラスキュルブ』が絡からみ合い、鍔つば迫ぜりの如ごとく〈ぎきんっ！〉と青白い火花を上げッ!?

「──さくの字は、危ないの」

「あ、ありがとう、ダチュラちゃん……」

　とっさに、もう一人の天使に引き寄せてもらえなかったら、僕はおそらくお箸はしから床に滑り落ちた肉豆腐のようになっていたと思うのです。

「二人があぁなると、長いの」

　一方こちらには天使二人の争いを余よ所そに、畳に体育座りするツインテールの少女。

「あ、あの、ダチュラちゃん……？」

「なんなの？」

　僕は鮮やかな深緑のボディペイント天使に向き直り、切り出します。気になるコトがあるのです。

「ドクロちゃんが、『天上界』へ帰還、って……」

　僕の質問へ、彼女は手にしていた冷めたお茶をすすり、

「さくの字は、ドクの字が『ジャスティリア家』の血統にあるコトは、知ってるの？」

　ダチュラちゃんの独特な言葉使いにまだ慣れていない僕は、理解に一いつ瞬しゆんタイムラグが発生しますが。

「前に、バベルさんから聞いたコトが、あったような……」

　そう、確かドクロちゃんはバベルちゃんに『令れい嬢じよう』とかなんとか言われていた気がするのです。僕の言葉に、彼女は続けます。

「『ジャスティリア家』は、いわば治外法権なの」

「治外、法権……？」

「『ジャスティリア』に意見できるのは、バベル議長くらいのものなの。だからドクの字は任務としてこんなトコロにいられるの。それは『ルルティエ』の職務規律を超越した特権なの」

　言葉を紡つむぐダチュラちゃんは終始囁ささやくようで、感情が、読み取れなくて。

「特権的な力を与えられた血族、『ジャスティリア家』。でも、彼女達にはその代わり、逃のがれられないサダメがあるの」

　彼女は、どこか遠くを見るような瞳ひとみで続けるのです。

「『ジャスティリア家』の者は、代々『パンドラの言葉』の《核コア》として生きる〝宿命〟を帯びているの。ドクの字は、その家督継承権第一位の存在。つまり──」

「つまり……？」

　ツインテールの天使は、まるで僕を試すように言葉を切り、そして、

「──今回の決議により、ドクの字は『パンドラの言葉』の中に、その機構の中枢として組み込まれることになったの。それによってドクの字は今後一切、表に出ることができなくなるの」

　二人のとっくみあいは依然、続いていました。視線を落としたダチュラちゃんは、湯飲みを手に取り、僕を見上げます。

「さくの字、お茶をもう一杯いただきたいの」




　　　　★




　一階のキッチンで、

　天使達たちと自分の緑茶を注ぎ直す僕は一人、半ば思考停止ぎみになりながらも必死に状況を理解しようとしていました。

　今もまだ、二階の部屋でゼブルちゃんととっくみあいをしているであろう『ジャスティリア家』の家督継承権第一位であるドクロちゃん。彼女は次の『パンドラの言葉』にならなくてはいけないというのです。そのために『天上界』、つまりは『未来の世界』へと帰還する──

「……だめだよ、やっぱりそんなの、絶対に」

　苦しくなる胸に、僕は溜ため息でどうにか風穴を開けます。

「ゼブルちゃん達に、キチンと言わないと……」

　部屋へ戻ろうと意を決し、思わず口からこぼれ出た僕の大きすぎる呟つぶやきに、

　その時、

「なにをなの？」

　突然、虚こ空くうからの声。

「ふぇええッ!?」と、後ずさるように僕以外無人のキッチン室内を見回せば、テーブルに並べられた四つの湯飲み。その一つが宙にゆっくりと浮かびあがり、

「うわぁああああっっ!!　な、なになになに!?　どういう……コト!?」

　僕の対面で静止、緑茶を揺らすように斜めに傾いて!?

「……これじゃ熱いの。さくの字はお茶の入れ方が上手じゃないの」

「ッ!?」

　そして──

「驚おどろかせてごめんなの」

　──空間に現れ始めるのは、湯飲みを持つ、森林迷彩の如ごときペイントが施ほどこされた腕。

　それはまるで少女のカタチが宙に塗られるようで……

「ダ、ダチュラちゃん……!?」

「なの」

　今や僕の目の前には、表情と声音が常に一定なツインテールの天使がいるのです。

「これがダチュの字の魔ま法ほうアイテム。『彩色ボディアーツ　ユミルガルド』のチカラなの」

「そ、そうなんだ……」と、僕は胸をなで下ろします。自分のカラダの透明化。ちょっとビックリしてしまいましたが、コレまでに見てきた様々な天使の奇跡に比べたら、これはまだ、僕に優しい方かと。

「ダチュラちゃんはお客さんなんだから、部屋で待っててくれたら良かったのに」

「さくの字が、どういう風に熱いお茶を入れてるのか、是ぜ非ひともこの目で見たかったの」

「わ、わかってるよ!?　今度はちゃんと、ダチュラちゃんのお茶は冷まして──」

「冗談なの」

　……い、いったいなんなのでしょう、この天使は。

「そんなコトより、さくの字は、やっぱりなにが絶対にだめなの？」

「へ……？」

「さっき、言ってたの」

「あ、あぁ……えっと、その……」

　そう、さっきの独り言を聞かれていたのです──というか、僕はダチュラちゃんに、全すべてを見聞きされていたのでしょう。両の手のひらを、ズボンの脇わきで〈ごしごし〉とこすり、切り出します。

「えっと、ダチュラちゃんとゼブルちゃんは、ドクロちゃんを、連れ戻しに来た……ん、だよ、ね？」

　僕の確認に、天使は小さく頷うなずきます。

「それって、やっぱり、どうしても行かなきゃならないの？」

　そして目の前の彼女は、表情を変えずに再び〈こくん〉。

「で、でも、ドクロちゃんが帰っちゃうなんて急なコトだし、色々準備は必要だと思うんだ」

　なんとかして、僕は樹海のようなボディペイントをしている天使の反応を引き出そうと、言葉を重ねます。

「ほら、それにドクロちゃんだって、絶対イヤだって言うに決まってるし──」

「問題は、そこなの。ダチュの字もさくの字に話があって来たの」

「へ？」

「さくの字の言うコトは、ダチュの字にもよくわかるの。確かに急なの」

　思いがけないレスポンス。ボディペイントの天使は、ゆっくりとテーブルを回り込み、コチラへと歩み寄るのです。

「二人とも、別れは辛つらいと思うの。でも、これは急を要さなくちゃいけないコトなの」

　それから、僕を見上げて、

「世界の運命が、かかっているの」

「せ、世界の、運命が……？」

「『パンドラの言葉』が正常に稼か働どうしなくなると、ダチュの字達たち天使は、さくの字達人間を護まもるコトができなくなるの」

　彼女の鉛色のツインテールの上にある金色に輝かがやく天使のわっかが、きらりとキッチンの風景、それから僕を映し、

「『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』は、この世の秩序を乱すあらゆる存在や、人の力ではどうにもならない現象を排除するコトにより、時代に平和と安定をもたらす神威の代行機関なの。その中枢たる『パンドラの言葉』が機能不全のままでは、この世界は大混乱に陥おちいるの」

「……大、混乱？」

　彼女はゆっくり僕の右手を、鮮やかにペイントされた両手で包みます。その意外な温かさに、たじろぎ、彼女を見返せば、

「確かに、ドクの字はいやがると思うの」

　ダチュラちゃんはその手を持ち上げ、胸の前できゅっと握りしめ。

「けれど、最後にはきっと解わかってくれるの」

　僕の指先を見るようにして、顎あごを引き、

「その鍵かぎはあなた、さくの字が握っているの」

〈すっ〉と僕の目を覗のぞき込む、遠くを見つめるような天使の瞳ひとみ。

「僕、が？」

「あの天使を、説得して欲しいの」

　温かな彼女の手の中で、僕の右腕が、トクトクと脈打っているのがわかります。

「え……？」

「ドクの字は、さくの字のコトが大好きなの」

　──ぐるぐると、心の中が渦巻きます。

「だから、さくの字から言ってくれれば、ドクの字はきっと、頷うなずいてくれるの」

　ダチュラちゃんは僕の手を離はなし、続けます。

「世界は常に、あらゆる〝危機〟に直面しているの。もし、ドクの字が首を縦に振らなかったら『パンドラの言葉』は復旧せず、さくの字はもちろん、あなたのお父さんもお母さんも、あの教室にいたお友達も、天使が排除しそこなった危機が引き起こす『破滅』に巻き込まれてしまうの」

　ダチュラちゃんのその言葉は、

　今まで僕の中であまりにも漠然としていた〝世界の危機〟、ひいては彼女達が護ってきたという〝秩序〟がなんであるのかを、そして、それらが保たれなくなってしまったら、なにが失われてしまうのかを、浮き上がらせ──

「ドクの字は今しか見えてないの。でもさくの字は違う。あなたはわかっているハズなの。さくの字が『破滅』に巻き込まれてしまうコト、つまり、あなたがいなくなってしまうコトが、ドクの字を一番悲しませるコトだって」

　──徐々に、僕のココロはダチュラちゃんの言葉を受け入れ始めていました。

「これは、世界の為ためで……」

「そうなの」

「ドクロちゃんを悲しませない、ため……？」

「さくの字は、よくわかってるの」

　ココロが麻ま痺ひしているのか、正常に動いているのか。

　一いつ瞬しゆんのようだった僕の躊躇ためらいの内に、心臓はどれだけ鼓動していたのでしょう。

「あの……、ダチュラちゃん」

「なんなの」

　僕は言葉を紡つむいでいて、

「本当に……、本当に、ドクロちゃんがそっちに戻れば、『パンドラの言葉』は安定して、世界に秩序が戻るん、だよね……？」

「その通りなの」

「ドクロちゃんにとっても、それが一番、良いことで……」

「ダチュの字も、ドクの字を悲しませたくないの」

　そしてダチュラちゃんは、テーブルの上にある湯飲みの乗ったトレイを持ち上げ、僕へと差し出します。

「ドクの字が世界を救うの。それがあの天使の持つ〝宿命〟。けれどこのままではだめなの。さくの字から、言って欲しいの。あなたにしかコレはできないの」

　それは想像もしていなかった、着地点。

「もう時間が無いの。ほら、お茶も飲み頃ごろなの。部屋に、行くの」




　　　　★




　ダチュラちゃんにお茶の乗ったトレイを差し出され、それを受け取ってしまった僕は、キッチンから背中を押されるようにして階段を登り始めています。

「で、でもダチュラちゃん、ドクロちゃんになんて言ったらいいか僕、よく解わからなくて──」

「頑張るの。大だい丈じよう夫ぶ、世界の運命は、あなたにかかってるの」

「待って!?　大丈夫じゃないよ!?　なんで今ここで余計に僕を緊きん張ちようさせるようなコトを言うの!?」

　あっという間に自室前。僕は深呼吸をしてよいのやら覚悟を決めるべきなのやら判断できぬまま、勢いのみで、なんだかいつも以上に重く指に掛かるふすまを、〈すらり〉と開けるのです。

「え？」

　すると、そこには、今まさに全すべての下着をカラダから落とそうとしている天使の少女が、コチラを、振り向いていて──
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「どうして!?　なんでドクロちゃん……!!」

「い、いやぁぁぁあああんっ!!」

「違うチガウッ！　違うんだドクロちゃん!!　僕はキミの裸ぶらボゥッ!?」

　乱らん杭ぐい歯ばのようなトゲトゲだらけの鋼鉄バット、天使の少女が手にする『エスカリボルグ』が僕の頭部を撫なでれば、断たれて吹き飛ぶ少年の叫び。喉のどから飛び出た音おん響きようはそのまま部屋中に飛び散り、触れたモノを赤いドット模様に染めるのです。

「ぁああっ！　桜さくらくん、桜くん!?」

　慌てたのは『エスカリボルグ』をしっかり左手で握りしめたワガママボディの持ち主、天使の少女ドクロちゃん。彼女は大慌てで、でも真剣にココロを込めて、バットをマジカルな角度で振るうのです。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　すると、トゲトゲの裏より部屋一杯に漂う光の胞子。そのキラキラが、赤くもげてる首の断面に付着したなら〈ぐんぐんぐーん〉、生え出て来るキノコライクな僕頭部。

「ごめんね桜さくらくん！　痛かった？　でも、桜くんが偶然を装よそおいノックもしないで急に部屋に入って来るから……！」

「しないよノックは!!　偶然だって装ってない！　だってドクロちゃんがそんな格好してるなんて僕は夢にも思わないから!!　いったい、いったいナニが、この部屋で進行してたの？　僕に説明して!!」

　その時です、いきり立つ僕に返答してくれたのは、

「オレとドクロ、お互いの服を交換して、仲直りすることになった……」

「ゼブルちゃん!?　で、でも、なんでそんなコトに!?」

「もうオレにも良くわかんねェんだよォ!!」

「ほら、今言うの（僕の背後でささやくダチュラちゃん）」

「このタイミングで!?」

　お茶のトレイを机の上に置いた僕が、思わず声に出してしまえば、

「？　どうしたの桜くん」

　いそいそと制服を身につけ終わった天使の少女が、僕を覗のぞき込んで来るのです。

「さくの字は、なにかドクの字に伝えたいコトが、あるらしいの」

「桜くん？」

　けれど頭の中でも心の中でも、どのように伝えて良いのかまとまってないコトを言えと言われても、どうやってスタートを掛ければいいのか、カイモク見当がつかない僕。

　なのでしかたなく、

「あー……、きょ、今日は良い天気だねー、ドクロちゃん！」

　無難に切り出してみました！

「うん！　お外でも遊びたいけど、ボク、これからみんなでこの間の、あれの続きがしたい」

「そ、そっか。まだ途中だったよね、『家いえ中じゆうクロスワードパズル』。じゃあ、あれの続きを痛たたたたッ!?」

「どうしたの桜くん！」

　急になにかにお尻しりをつねられている僕です！　部屋を見回せばダチュラちゃんの姿がいつの間にか見あたりません！　というコトは僕のおヒップをつねり上げている透明なモノは……！

「な、なんでもないよドクロちゃん!?　ちょっとお尻の具合がねっ！」

　しかたがありません。世界のため。そしてなによりドクロちゃんの、ためなのです。

「それより、あれをする前に、ドクロちゃん、そろそろ用意しなくちゃなんじゃ、ないかな」

「……なんの？」

「『なんの』って、ドクロちゃんは、ほら、ええと『天上界』に、行くんでしょ？」

「？」

「だ、だって、ドクロちゃんは『ジャスティリア家』の女の子、だよね？」

「そうだよ？」

「で、ええと、キミには『宿命』があるんだよね」

「そうなのっ！　ボクは『パンドラの言葉』になるんだよ？　ねぇね、すごい？　すごい？　桜さくらくんは、今まで知らなかったでしょー」

　天使の少女は照れているのか、なんだか妙にハイテンションなカンジなのです。

「う、うん、すごいよね！　でね？　ドクロちゃん今すぐ、その『パンドラの言葉』にならなくちゃなんだってね!!」

「ほんとうにー？」

「本当だよ？　だってほら、だんだん『パンドラの言葉』の予言が当たらなくなってきたから、新しいのに替えるコトになったんだって、言ってなかった？　そうしないと、えーと、世界が滅んじゃうんだって」

「えー？　ほんとー？（天使の少女は両手を腰に、僕を覗のぞき込むように）」

「だから本当だってば！　そうしないと、この世はめちゃめちゃになっちゃうんだって!!」

「まったまたー、そんなコトいって、桜くんは大げさなんだからっ！（僕の二の腕を叩たたくドクロちゃん）」

「痛ぁいっ！　ちょ、お、大げさになんか言ってないよ！　僕だって信じられないけど、でも、現にこうしてゼブルちゃんとダチュラちゃんが『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』から──」

　そして、僕はその時ようやく、

「ドクロちゃん……？」

　少女のカラダが、小刻みに震ふるえているコトに気付いて。

「ねえ、ドクロちゃんどうしたの？　寒いの？　それとも、どこかカラダが──」

「う、うそだよね？」

　俯うつむいたままの天使は、




「桜くんまで、ボクに、帰っちゃえなんて、言うの、うそ、だよね？」




　喉のどから絞り出すように、声を擦かすれさせるのです。

「ドクロ、ちゃん？」

「そんなのだめ……！　まだだめだもん！　ボク、行きたくないもん！　ボクは、桜くんと一いつ緒しよにいるんだよ!?　桜さくらくんが行けって言っても、行かないもん!!」

　そして、おもいっきり僕の身体からだにしがみつきッ!?

「ちょ、待ってドクロちゃん苦しいッ!!　だめだって！　行き場の無い内臓が口とかから出ちゃいます!!」

「……や、や、ぃや」

　しかし天使はなおも激しく、僕の胸に顔を押し付け、

「やだ！　や、やだよぅ！　ボク、まだ帰りたくない！　帰りたく、ないよ……!!」

「ふざけるなドクロ、おまえは世界がどうなっても構わねェのか!?　今までさんざん好き勝手しやがって。しかも忘れたとは言わせねえぞ。オマエは過去に、『パンドラの言葉』をぶっこわして逃亡までしてんだぞ!!」

「ここまで駄だ々だを捏こねるとは思っていなかったの。この世の秩序を司つかさどる『ジャスティリア家』が、聞いてあきれるの。そのバットで迷惑をかけるのは、さくの字だけじゃ飽き足らないの？」

　ゼブルちゃんとダチュラちゃんの言葉に〈びくり〉と、ドクロちゃんはカラダを震ふるわせ、

「桜、くん……？」

　コチラを見上げるのです。

「桜くんは、どう、思ってるの？　本当に、ボクに、帰って欲しいの……？」

　キッチンでの、ダチュラちゃんとのやり取りがよみがえります。胸の中に去来するのは、お母さんやお父さんや、クラスのみんなで……。

「ぼ、僕は……」

　目を閉じて、脚の震えを堪こらえます。

　──これまでだって、僕と天使の少女の間には、何度も今みたいなピンチがありました。

　ドクロちゃんと離はなればなれにならなくちゃいけないという瀬せ戸と際ぎわ。その度たびに僕は、かけがえの無い彼女の笑顔を取り戻そうとして来たのです。

　けれども、今回は、

「……僕は、ドクロちゃんに──」

　いつも一いつ緒しよにいた僕達たちは、今回だけは逆の選択をしなくてはいけなくて──




「──世界を、守って欲しい」




　絞り出すように、天使の少女へと思いを伝えるのです。

　僕は、目を開けるコトもできずにただ、うつむいていました。




「そっか」




　顔を上げれば、

　少女は、穏おだやかな表情を浮かべていました。

「桜さくらくんに、言ってもらえて、ボク、決心がついた」

　まっすぐにコチラを見つめる、緑色の、大きな瞳ひとみ。

　その中に一いつ瞬しゆん、光が走ったように見えて、

「ねえ、ボクは、桜くんのコト、ずっと──」

　言い掛け、

「なーんでも、なーいっ」

　そして天使の少女は、くるりとキビスを返し、止める間もなく、机の中に飛び込み、

「ばいばい、桜くん。じゃあボク、行くね！」

「ま、待ってドクロちゃん……！」

　止める間もなかったのです。

　あっという間に天使の少女は、引き出しの向こう側へと、姿を消してしまい──

「一件落着なの」

「ダチュラちゃん……」

　机に寄りかかるようにしていたツインテールの天使は肩をすくめ。

「オレ達たちの仕事は終わった」

　彼女の隣となりに立ち並ぶ、銀ぎん甲かつ冑ちゆうの天使。

「事後処理はしばらくザクの字に任せるの」

「じゃあな、クサカベサクラ。もう二度と会うコトもねェだろーけど」

　二人の『天上界』からの使いはそう言い残して、ドクロちゃんの消えた引き出しの中へ。

　僕は、言葉を発するコトのできぬまま、力がこもってしまったままの脚で、立ちつくしていました。

「……世界は、こうすれば救われるんだよね、ドクロちゃん」

　しかし、それに答えてくれる天使は、もちろんこの部屋にはいなくて、

「僕は、これで、よかったん、だよね……」

　後にはただ、この部屋にひとり、僕だけが残されて──
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　──翌朝。

「あぁ……」

　いつもよりずっと早い時間に、僕は学校にたどり着いていました。靴を脱いで昇降口をくぐれば、静かな廊下に差し込んでいる明るい光。

「今日も、いい天気だなー」

　脚は自然に、なにを思わずともいつもの教室へ。

　二年Ａ組は校舎の端の突き当たり。見慣れた室内はまだ無人で、少しだけ広く見えます。

「うぅーんっ、一番乗りだー」

　誰だれもいない教室の中ほどで、僕は自分の机にカバンを置き、閉めきられたままの窓を開け放ちました。

「よーし、今日もがんばるぞー！」

　黒板はチョークの跡を綺き麗れいに消されていて、その前には小さくプリントされた時間割表が置かれている教卓。

「お、早いな桜さくら」

　そこへ、野球部の朝練終わりな宮みや本もとが教室にやってきました。

「あ、うん、おっはよー！」

　挨あい拶さつをすれば、宮本は「お、おう」と返して来て、後方の席で練習着から制服に着替え始めます。

「野球部って朝練大変だよね、宮本はエライよ！」

「……なんだ桜。今日おまえ、テンションおかしくないか」

「なに言ってんの宮本、いつも通りだって！」

　僕は勢いよくガッツポーズを作るのですが、

「今のそれがいつも通りだったら、それはそれで問題があるぞ」

「あれー？　どうしたの？　桜くん」

　見れば教室に入って来るのは、イタズラ子こ狐ぎつねのような雰ふん囲い気きを持つクラスメイトの田た辺なべさん。彼女は僕の右みぎ隣どなりの席にカバンを掛けつつ、

「いつもは予鈴ギリギリで教室に駆け込んでくるのに」

　僕と宮本のトコロへと歩み寄ってくるのです。

「なにかあったの？」

「え、いや、べつになにも──」

　軽く言い淀よどんでしまう、そこへ、

「家に居づらい事情でも、できたの？（カバンを持ったまま一度前を通り過ぎ、数歩戻って僕を覗のぞき込む南みなみさん）」

「おはよう桜さくらく──桜くん!?（教室に入ったところで、僕に挨あい拶さつをしてくれた静しず希きちゃん）」

「ひ、ひどいよ三人とも！　遅刻ぎりぎりじゃない僕がそんなに珍しいの!?」

　気付けば僕の周囲は登校してきた木き村むらや佐さ々さ木きなどのクラスメイト達たちで、いつの間にか人だかりに!?

「だ、だって桜くん、いつもは──」

　なんだかためらいがちな静希ちゃん。そして、クラスのみんなが気付くのは、なぜだか同時。

「あれ？（田た辺なべさん）」

「んっ？（宮みや本もと）」

「そういえば……（佐々木）」

「ドクロちゃん、今日はお休みなの？」

　心配、というよりは不思議そうに尋ねてくる静希ちゃん。そして教室にいる誰だれもが、周囲を見回しています。宮本や梅うめ沢ざわら男子生徒は、一つ一つ机の下やカーテンの陰、後ろのロッカーのような場所を慎重に探り出し始める始末。なので僕はみんなに、コトの顚てん末まつを説明するのです。

「それならほら、昨日この教室に天使が二人来たでしょ？　あの娘こ達と一いつ緒しよに『未来の世界』に帰っちゃったんだ。なんでも、世界を救うためにとか……なんだとかで」

「お、おい、そりゃぁ……（佐々木）」

「ドクロちゃんが？（一いち条じようさん）」

「マジでか!?（梅沢）」

「なにかが起こるとは、思ったけど……（静希ちゃん）」

「どういうコトなんだ？（宮本）」

　教室内に〈ざわざわ〉と、この急展開に対する動揺が走り抜けます。けれど、

「だいじょぶだいじょぶ、だって世界を救うコトがそもそも天使の役割だし、僕達のタメに帰還したんだから。それにほらよく考えてみて？　天使がいないっていうのは、そもそもそれが普通なコトなんだよ？　クラスが元に戻っただけなんだって！」

　そう、ここで発想の転換です。ドクロちゃんがいないというこの状況の下、僕は今こそ、なんの制約も無い学校生活を過ごせばいいのではないでしょうか。今までずっと訪れなかった、いつも通りの日常が戻って来たのだと。

「……まあ、桜がそう言うんなら」

「天使に一番詳しいのは、天使係の桜くんなんだもんね」

　依然、教室には少し妙なムードが漂ったままですが、クラスメイト達たちはそれぞれこの話題から散っていきます。徐々に、普ふ段だんの雰ふん囲い気きを取り戻し始める教室。

　そんな中、僕は自分の席に着いて、カバンから教科書やノートを取り出します。忘れ物は無し。宿題もキチンとやってきたし──

「桜さくらくん……」

　僕を呼ぶ声に、ふと顔をあげれば、

「静しず希きちゃん、どうしたの？」

　そこには、僕が片かた想おもいしている幼なじみの女の子。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「へ？　なにが？」

　すると、静希ちゃんはなぜかちょっと、気遣うように僕へと。

「ドクロちゃんが急にいなくなっちゃったら、なんていうか、桜くん──」

「そ、そんなことないよ！　それより静希ちゃん、ええと、今度の土曜日だけどさ、夜、学校に来る前に、みんなで遊ばない？　お昼ぐらいから駅前に集まってさ」

　その、ためらいがちな静希ちゃんの言葉を遮さえぎって、僕はとっさに提案します。

「う、うん、わたしは構わないけど──」

　同意を示してくれる彼女に、なんだか胸をなで下ろせば、

「問題はドコに行くかだよねー。みんな好みがバラバラだから」

　静希ちゃんへぴったりと、くっつくようにやって来るのは田た辺なべさん。

「あ、俺おれはバッティングセンター（宮みや本もと）」

「私は映画館かなー（田辺さん）」

「美術館がいいと思う（南みなみさん）」

「僕は断ッ然、ホームセンターがいいと思う！　最近のはすっごーく広くて面白いんだよ!?　蛇口とか電球とかお風ふ呂ろ場ばとかいっぱいあって、あそこがいいよ！　……あ、あれ？　みんななにその、今までにない微妙な表情は……。ちょっとみんな、知らないの？　ホームセンターの楽しさを！　じゃあ僕が教えてあげるよ！　ね、ドクロちゃんもホームセンターが──」

　でも、僕が身体からだを向けた左ひだり隣どなりの席は、無人で、

「桜くん」

　静希ちゃんの、声。

「本当に、大丈夫……？」




　　　　★




　──放課後。

　いつもならば、『木工ボンド部』のアクロバティックかつ白いボンドが乾いて透明になる様をじっと見ている活動に振り回される、この時間ですが、

「そうだ！　今日は一人でアイスを食べに行っちゃうんだから！」

　行える自分計画マイプラン！　僕は一人で足取りも軽く、校門を抜けて商店街のある駅へと向かうのです。そしてそれは道すがら、『アバランチ公園』の脇わきを通りかかった時のコト。

「あ、桜さくらくんなんですよぅっ!?」

　僕へと声をかけてきたのは、

「サバトちゃん」

　公園の入り口にたたずむ、天使の女の子なのです。

「今、学校からお帰りなんですかぁ？」

　綺き麗れいな夕焼け空の下、彼女はコチラの歩道に駆け寄って来て。

「うん、そうだよ？」

　と、僕は立ち止まり、サバトちゃんへと頷うなずきます。

「き、奇遇なんですぅ！　サバトも今、お散歩から帰ってきたんですよぅ？」

　彼女が手にしていたのは、グロリアス川の土手に自生している〝食べられる野草〟が入った小さなコンビニ袋。どうやら大漁だったらしく、地産地消のとてもロハスな生活様式が、そこからはち切れんばかりに見え隠れしています。そのせいなのか、今日のサバトちゃんは比較的肌の艶つやも良く、瞳ひとみの下のクマは若じやつ干かん薄うすく感じられます。そんな頭にくるくる羊ツノ、元気そうな天使の女の子は、辺りをきょろきょろと見回して、

「あれぇ？　今日は桜くん、ドクロちゃんと一いつ緒しよじゃないんですぅ……？」

　思わず僕は、「え、知らないの？」と、びっくりしてしまいます。しかし、

「知らないって、なにをですぅ？」

　と、頭の上に『？』を浮かべるサバトちゃんに「……うぅん、なんでもない」。僕は首を振って、彼女に少しだけ笑いかけます。「今日はちょっと、一緒じゃないんだ」

「そ、それじゃあ、えっとぉ……えっとぉ……っ」

　すると、サバトちゃんは急にもじもじ、カラダを左右に何度も半回転させつつ、

「もし、よかったらでいいんですがぁ、サバトのお家に、寄っていきませんかぁ？」

　コンビニ袋を持った手で、公園の入り口を指さすのです。

「あ、うん。そうだね、僕もちょうど暇だったから──……」

「……桜くん？　どうしたんですぅ？」

　言葉を途切れさせてしまった僕を覗のぞき込む、サバトちゃん。

「あ、うぅん、……ごめん、なんでもない。今日は……、ちょっと、やっぱり帰るね？」

「は、はぅ！　い、いいんですぅ！　じゃあ、また今度、いつでもどうぞなんですぅ。はぅぅ、次はぜひ、寄っていって、欲しいんですよぅ……」




　　　　★




「ただいま、ザクロちゃん！」

　勢いよく玄関の扉をあければ、

「おかえりなさい、桜さくらさん」

　廊下には、純白の軍服に身を包んだ長身のいもうと天使、ザクロちゃん。

「ね、おやつは？」

　なんだか、さっきはサバトちゃんの前でちょっと変な感じになってしまい、アイスも食べなかったのですが、よくよく考えたら今日は最初から早く家に帰って来たかった僕なのですよ！

「それでしたら、プリンが冷蔵庫で冷えています」

「ありがとう！」

「わたくしは洗せん濯たく物ものを取り込んでしまいますので」と、ザクロちゃんは居間のアルミサッシを開け、掃き出し口から庭に降りていきました。

　僕は洗面所で〈がらがら〉、うがい手洗いを済まし、部屋で服を着替えてから、キッチンの隅、冷蔵庫を開けるのです。

「……これかな？」

　庫内を照らすオレンジ色の内部灯。プリンは仕切棚の奥にありました。手を伸ばすと、手前にある小さなボウルがちょっと邪じや魔まで、横にどかそうとすれば、

「──ん」

　気が付きます。

「これは……」

　僕が手に取ったボウルの中には、卵黄、酢す、塩、サラダ油を良く混ぜ合わせ、乳化させて作り上げるコトが可能なソースが入っていました。

「この〝マヨネーズ〟は──」

　そう。これはついこの前、消滅してしまった僕を助けるために天使の少女が作ってくれた、手作りの調味料。

「まだ、残ってたんだ……」

　その時〈かたん〉と、足元で軽い音。

「あ……」

　視線を下げると、そこにはトランプぐらいの大きさ、白いカードが一枚、落ちていて。

　そこには拙つたなくも、情熱的な文字で、



　大好きな桜さくらくんへ！




　この問題がとけるかな？　最後までたどりつけたら、ボクの秘密をおしえてあげる!!

【たて４　みんなで回転寿司ずしを食べにいったとき、桜くんが激怒したネタといえば？】





三み塚つか井いドクロより








　　　　★




「どうなさったのですか!?　桜さんっ!!」

　キッチンに飛び込んでくるザクロちゃんは、

「さきほど、『ニセイクラァァッ!!』という絶叫が聞こえてきたのですが……！」

　そこで、米びつの中に上半身を突っこんでいる僕を発見！

「い、いったい、これは!?」

　しかし、コチラはそれどころではありません。僕はお米の中から、やっとのコトで新たなカードを発見したのです。そして「一体、なにを……」と啞あ然ぜんとした表情を向けている純白の軍服天使へと、そのカードに目を落としたまま、

「……ザクロちゃん、【『ほういちで・ごー！』そのとき桜くんの右くるぶし内側に書かれた単語といえば？】」

「『トヘロス』、ですが、それが、いったい……」

「『家いえ中じゆうクロスワードパズル』！」

「それは、確かこの間、おねえさまと桜さんがしていた遊びだったと記き憶おくしていますが、さ、桜さん!?」

　その時、僕は既すでにキッチンを飛び出し、追いかけてくるザクロちゃんに構わず家中を駆け回っていました。そして居間にある時計の裏。電話帳の中。最近聞いていなかったＣＤケースのブックレット部分などなどなどから、ドクロちゃん直筆のカードを探し出し、しまい込んでいたクロスワード用紙へと、それらキーワードを書き込んで行くのです。

「桜さん、これは──（廊下で走り込んで来る僕へと声を掛けるザクロちゃん）」

「【『東京マヨネーズ・キングダム』の『マーさんのマヨーハント』前にて撮った写真で、桜くんの隣となりに写っていた奇妙なものといえば？】（すれ違い様に尋ねる僕）」

「『無数の日本人形』ですが、桜さん、説明を──」

「できたぁあああッ!!　ラツセルの【ツ】、パラサイトの【パ】、ホトケノザの【ノ】、カブトガニの【カ】、ムスウノニホンニンギヨウの【ン】、スナメリの【ナ】、を並べ替え、そこに現れる答えとはッ!?」

「『パ・ン・ツ・ノ・ナ・カ』になると思いま──ひゃ!?」

　ザクロちゃんが慌てふためきの局地に至ったのは「それだよ！　ありがとうザクロちゃん!!」と、思わず彼女に抱きついてしまっていたから。僕は慌ててバスルーム、脱衣所も兼ねた洗面所へとダッシュし、そこにある家族各人の下着入れの一つを開け放てば〈どしゅるるるるる!!〉

「うわぁ！　ご、ごめんなさいザクロちゃん！　ドクロちゃんとザクロちゃんが共同で使ってる引き出しを開けちゃったのは謝るから！　すぐに閉めるから！　だからエッケルザクスをほどいてぇ……!!」

　濡ぬれタオルの拘束から解き放たれた僕は、自分の下着が入った引き出しを開け、中身をその場にぶちまけます。

「ん、これは……」

　そして、覗のぞき込んだ引き出しの一番奥。そこにあったのは、

「……プラコップ？」

　行楽の時にペットボトルのジュースなどを注いで飲む時に使うコトでおなじみ。透明なプラスチックの使い捨てコップなのです。腕を伸ばしてそれを手にした僕は頭をひねります。

「桜さくらさん……？」

　隣となりにやってきたザクロちゃんにも、それがなにを表しているのかわからない様子。

「うぅ～ん……」

　──自分で入れた覚えのない、なおかつお母さんがこんなトコロに入れるワケがないこのアイテムをじぃぃっと観察する僕は、

「ん？」

　ふと指先、コップ表面にざらざらした違和感。飲み口のすぐ下あたりから、その透明な円周にそって周期的なキズがコップ下部まで続いているコトに、気が付きます。

「ま、まさか……!!」

　僕は急いで二階に駆け上がり、押し入れの中、ドクロちゃんの『宝物ボックス』を漁あさり、とあるモノを、畳の上へとひっぱり出します。

「いったい、それは……」

「コップ蓄音機～！」

　尋ねるザクロちゃんに僕は答えます。そう、これはプラコップの表面に微細なキズとして音声データを刻み込み、なおかつそれを再生するコトができる、ドクロちゃんが百科事典を調べて見よう見まねで作ったアイテム、『エジソン式コップ蓄音機』なのです!!

　さっそく僕は、先ほど見つけたぺらぺらのプラスチックコップを機械にセット！　スイッチをオンにするのです。

　すると、

《ざらざらざらざら……ごそごそごそ……》

　簡易スピーカーを揺らす雑音。そして不意に、

《ぁー、あーあーあーあー》

　聞き覚えのある、くりくりボイス。

《ちゃんと、録とれてるかなー》

　僕とザクロちゃんはもう、その小さなスピーカーに触れんばかりに、耳を近づけています。

《桜さくらくん、『家いえ中じゆうクロスワードパズル』クリアー、おめでとー！》

　彼女はおそらくこの部屋で数日前、一人の時にこれを録音したのでしょう。天使の少女の声は、「すっごくイイコト考えた！　考えついちゃった！」という喜びにあふれていて、

《じゃあ、これから桜くんに、特別なご褒ほう美びをあげます！　ボクが歌をうたってあげまーす！》

　ごそごそと、どうやら膝ひざをついて立ち上がるような間と、雑音。

　そして、《こほん》という咳せき払ばらいの後、

《♪えらいよー　えらいよ　さくらくんー♪》

　ドクロちゃんの、あまりにも無防備な歌声が、スピーカーより響ひびきます。

《♪さくらくんのえらさは　すごーくかくべつー♪》




　♪たとえばそれはー　道に水みず溜たまりがあったらー

　　自分の着ていた上着を脱いで　水溜まりにかぶせるひと♪

　♪たとえばそれはー　悪い人から盗んだお金をー

　　歩道橋の上からー　みんなに撒まくひと♪

　♪らーららー　らららー　桜くんはそのくらいー　えーらーいーよー♪




《どうどう？　ねえ桜くんどう!?》

　そして、自分の歌に、無邪気に爆笑しているのです。

《じゃあ、ボクの秘密を教えてあげるね？　実はこの前、桜くんが寝ている間にボクは──》

　その時です。

《「ドクロちゃーん、なにしてるのー？」》

　スピーカーの奥、天使の少女の背後から、かなりくぐもってはいますが、

「これ、僕の声だ……」

《「ねえ、入るよ？」》

《い、今はだめぇっ！》

　ふすまの開く音がして。

《「わ！　ドクロちゃん、なんでそんなカッコしてるのッ!?」》

《いやぁん！　だめっていったのにぃぃっ！》

　そこでプラコップの溝は、《ぼぐしゃぁっざっざざざざざざざざざざざざざざ……》と、雑音なのか、なにかの音なのか解わからない轟とどろきをスピーカーから漏もらし、そして、ぷつっと再生を終えるのです。

　蓄音機のスイッチをオフにした僕は、

　鼻水をすすって、目の水分を拭ぬぐい、

「ザクロちゃん」

　言いました。

「僕はもう、ドクロちゃんと、遊んだりできないのかな」

　畳の上、コブシを握りしめ、耐えに耐え、それでも耐えきれぬ想おもいを、言葉に変えます。

「僕、ドクロちゃんに逢あいたいよ……」

　流れる間。

　そして、僕の隣となりに膝ひざをついているザクロちゃんの、押し殺すような囁ささやき。

「それは、できません」

　いもうと天使は絞り出すように。

「できないのです、桜さくらさん」




「できなくても、僕はやらなきゃなんだ、ザクロちゃん」




　僕の目とザクロちゃんの瞳ひとみ、重なる視線。

「桜さん……」と、小さく呟つぶやくように反応する彼女へと、僕は伝えます。

「バベルさんに、会わせて」
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「ほ、本当にバベルさんは来てくれるの!?」

「はい。この時間、この場所にてという約束でして……」

「でも、ここって──」

　夕飯も終わった、夜の九時過ぎ。

　風は強く、半月に近い月が照らす雲がびゅんびゅんと頭上を高速で流れる中、僕は、

「屋根の上だよ!?」

　なんと自宅のてっぺん、瓦かわら屋根の上にいるのです……！

　二階の窓から一階の屋根に出て、さらにその上。屋根のてっぺんへと先行したザクロちゃんにエッケルザクスでひっぱり上げてもらった僕はしかし、トテモじゃないですが、

「た、立ち上がれない……！」

　怖くて怖くて、三角屋根をまたぐように腰を落としてしまっています。

　風は西から東へとごうごう吹いていますし、もし脚を踏ふみ外して地面に落下すれば、打ち所が悪い場合は死んじゃいます！

「桜さくらさん……」

　一方、僕のすぐ背後。ザクロちゃんはこの暗さ、強風、屋根の上という悪条件にもかかわらず、三角屋根のてっぺんに背筋も真まっ直すぐ、普通にすっくと立っていて、

「もうしわけありません。バベル議長もお忙しい身、会議が長引いているのでしょう」

「わかった。じゃああと十分！　……いや、七……五分、い、いや、三分、くらい……？　待っても来なかったら、そうしたらひとまず！　ひとまずだよ!?　部屋の中に──」




「あいからわず騒そう々ぞうしいな、そなたは」




　それはとろりと、首筋に絡からみつくような、艶つやのある声。

　とっさに、ザクロちゃんへと向けていた首を戻せば、

「バベルさん……！」

　そこには、夜空が剝はがれ落ちて来たかの如ごとき、和喪服姿。黒光りする猛牛のツノに天使輪。指に数じゆ珠ずを絡める『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長その人が、僕を見下ろすように佇たたずんでいます。

「あ、あの、その……!!」

　突如至近へと現れた彼女に慌てふためいてしまう僕へ、触れれば血が噴き出しそうに切れ長の瞳ひとみを細めたバベルちゃんは紡つむぎます。

「わらわを呼び出したそなたは、いったいなにを望むのじゃ。想像はつくが申してみよ」

　僕は唾つばを飲み込み、腰を上げ、立ち上がり、

「お願いです。もう一度、ドクロちゃんに逢あわせてください」

「だめじゃ」

「即答ッ!?」

　バベルちゃんは、大きな溜ため息を夜風に溶かし、

「まったく話にならぬ。『ルルティエ』が執行する今回のプロジェクト、その中枢たる『パンドラの言葉』の次世代継承がどんなに重要な事項であるか、そなたには計れぬのか」

「そ、そんなコトは、無……──」

　言い掛け、僕の言葉はバベルちゃんの眼力の前に、淀よどみます。

「『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の要かなめであり、世界の秩序を乱す因果を見通す『パンドラの言葉』がはじき出した『不老不死の技術へ到達する少年の排除』。その予言が成じよう就じゆもせず外れもせず揺らぎ続けるなどという、到底あってはならぬ事態を招いた当事者が誰だれであるのか、忘れたなどとは言わせぬぞ。草くさ壁かべ、桜さくら」

　バベルちゃんは懐ふところより、一条の黒い扇せん子すを抜き。

「……勘違いなどしてはいないと思うが、言うておく。『ルルティエ』とは、そなたを抹まつ殺さつするためだけに存在する機関ではない」

　彼女は口元に当てた扇を〈ぱちっ〉と鳴らし、僕を見下ろします。

「『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の務めは、人の力ではどうにもならぬ、この世に破滅をもたらす神をも恐れぬ所業や事象を除く事。その発生源を読み解く『パンドラの言葉』が安定を欠くなど、あってはならぬ事態じゃ」

　そして、議長の黒く切れ長の瞳は射い貫ぬくように細められ。

「『パンドラの言葉』に狂いが生じようモノなら一刻も早く復旧せねばならぬ。遅延を招くような真似まね……そなたの願いを聞くなど、論外にも程ほどがある」

　風に靡なびく和喪服のたもと、バベル議長の黒髪。雲に隠されていた月が、透明な明かりを草壁家の屋根へと投げかけます。

「加えて」

　バベルちゃんの唇が、再び小さく動きます。

「今回はわらわの指示したモノではない。この議決を採択まで運んだのは副議長、イデアの力」

「イデア……？」

　バベルちゃんは、僕が立っているコトもやっとな、この屋根の上でバランスを崩すことなく一八〇度身を翻ひるがえし、コチラに背を向け、

「『ルルティエ』副議長、名をイデアという。ドクロやザクロ、サバトがわらわ直下の部下ならば、ゼブルやダチュラはイデアの部下。わらわと反りこそ合わぬが、その手腕は折り紙付きじゃ。あやつが動いたとなれば、わらわですら止めるコトは容易ではない」

「そこを、そこをなんとか、ならないんですか!?　お願いです！　ドクロちゃんにひと目逢あわせてもらうだけでも──」

「そなたは、なにを言うておるのじゃ？」

　サエギられる嘆願。バベルちゃんの言葉は、冷たく。

「……うっ!?」

　僕はその気迫に、身動きが取れなくなってしまうのです。

「このわらわが、抹まつ殺さつ対象でもあるおぬし、草くさ壁かべ桜さくらに何なに故ゆえ助力の手を差し伸べねばならぬ」

　彼女は振り返り、一歩、コチラに歩み寄り、

「たとえそなたが『世界の為ため、ここで自害するからドクロに逢わせて欲しい』と言うたとしても、最も早はや、コトはそのようなレベルでは動かぬ」

　僕へと、宣告するのです。

「『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』を、──わらわを、これ以上甘く見るでないわ」

「あ……」

　バベルちゃんは、黒髪を風に遊ばせながら、瞳ひとみを細めます。

「そなたがドクロに再び逢うは、不可能じゃ」

　そして〈ぱちり〉と、扇せん子すが閉じられ、

　ゆっくりと、懐ふところの中へ。

「今の、ままではな」

　彼女が零こぼしたその最後の言葉に、僕は〈はっ〉と顔を上げ、

「今の、ままでは……？」

　夜が溶け出したかのような漆しつ黒こくの和喪服が奏かなでる、優美な衣きぬ擦ずれの音。

「『ルルティエ』を、わらわの思惑を散々に覆くつがえしてきた草壁桜じゃ……」

　唇の端を歪ゆがめるように、笑みを浮かべる『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長、

「バ、バベルさん……？」

「そなたの想定外、いったいどこまで通用するのじゃろうな」

　彼女が喪服の袖そでの中より抜く手には、どこか見覚えのある、宝石箱のような立方体が一つ、握られていて──




　──これは、過あやまちばかりの少年と、いなくなってしまった天使の少女が、

　再び巡り逢うための物語。






　　　独章【一】




　──銀色の甲かつ冑ちゆう、僅わずかにカラダを鎧よろった天使、ゼブルちゃんは、

「オマエ、あれでよかったのか？」

　三人入るだけで少し窮きゆう屈くつ、四方をステンレスのような壁に囲まれた室内で、背後に立つ少女にぽつりと、こぼしました。

「え？　なにが？」

　問われた制服姿な天使の少女、ドクロちゃんの横顔が、鏡面仕様の壁に映ります。部屋はずっと、浮遊しているのか下降しているのか判然としないくらい微弱に振動していて。

「まあ、オレ達たちが連れてきたんだけどよ」

「だから、なにが？」

「なにがって、──いや、なんでもねェよ」

「ボク、ぜんぜん平気だもん」

「平気って、オマエ、涙拭ふけよ、すっげえ量だぞ？　赤子か？」

「泣いてなんか、ないもん」

〈ぐしっ〉と、天使の少女が制服の袖そでで頰ほおをぬぐっても、そこはもう既すでにぐっしょりだから、あまり意味は無く。

「だったら、いいけどよ……」

「うんっ」

　大きく首を縦に振るも、ドクロちゃんはなおも瞳ひとみから透明なものを、自分でもどうしようもないくらい溢あふれさせてしまいます。

「きっとこれで、良かったと思う日が来るの」

　そこへ、全身を樹海のように全身塗装ボデイペイントした天使ダチュラちゃんは、制服の少女へとガラスの小こ瓶びんを差しだします。

「なぁに……？」

「水分補給なの」

　受け取った瓶の中には、うっすらと白く光る液体が入っていました。

「喉のど、渇いてんだろ、そんだけ出したら」

「う、うん、渇いてる、けど……」

　ドクロちゃんが〈きゅっきゅ〉と蓋ふたをあけ、なんとなく匂においをかいでみれば、

「これって──」

　それは覚えのある、甘い香り。

「『ルルティエラ・マァナ』なの」

　聞いたコトも、以前飲んだコトもありました。それはたしか、『天使の憂ゆう鬱うつ』という天使特有の病気になった時に飲むお薬。

　けれど、それを今、

「なん……で？」

〈かつん〉と鉄靴ソルレツトを鳴らして、ゼブルちゃんはコチラに振り向きます。

「オマエはこれから『パンドラの言葉』に入るんだ。『ジャスティリア家』である〝個性〟、それを今の内から高めておいてもらわねェとな」

「そっか……」

　天使の少女は、手の中の小こ瓶びんを見つめ、それから、

「ちょ、おい、ドクロ!?」

　その中身を、『ルルティエラ・マァナ』を一気に、ぐびぐびと飲み干すのです。

「……桜さくらくんの、バカ」

　ぎゅっと目をつぶって、ドクロちゃんは空になった小瓶をゼブルちゃんへと突き出します。

　それから、どのくらい時間が経たったでしょう。

　会話の無くなったまま、三人を乗せた銀色の小箱は、〈ちん〉という音と共に、その動きを止めます。

　天使達たちの正面。

　片開き式のスライドドアが〈するする〉と開きます。

「ドクロ……？」

　あまりにも静かな天使の少女に、ゼブルちゃんが振り返れば。

「大だい丈じよう夫ぶ、眠ってるの」

〈すぅすぅ〉と立ったまま寝息を立てているドクロちゃんを支えていたボディペイントの天使が、そう告げます。

「……なら、しかたねェな」

　甲かつ冑ちゆうの少女はダチュラちゃんに手伝ってもらい、ワインレッドの制服を来た天使を背負うのです。

　そして、

「ん？　どうしたダチュラ」

　一歩外に出たゼブルちゃんは、背後のツインテールな天使に振り返ります。見れば、塗装が施ほどこされた指を唇に当て、なにか思案していたようで。

「ゼブの字」

　まっすぐに、甲冑の天使を見つめます。

「なんだよ」

「この計画、上手うまくいくと思うの」

　ゼブルちゃんが軽く頷うなずいて「ああ、そうだな」と、小さな声で答えると、

「ゼブの字。……ダチュの字は、さくの字に、言い忘れたコトがあるの」

　ダチュラちゃんは、スライドドアの横にあった幾つかのボタンへと手を伸ばします。

「ん、そうか。早く戻って来いよ」

　ゼブルちゃんはドアから下がり、

「わかってるの。すぐ、戻るの」

　そうして再び閉まるスライド式の扉。密林ボディペイントの天使を乗せたエレベーターはすぐさま動き始めます。

「さて、じゃあオレは──って、う、うわぁっ!?　ちょっとドクロ、やめろ！　オレの首筋に寝ぼけて吸い付くなァ……！　とりあえず、コイツをなんとかするのが先か──」

　甲かつ冑ちゆうの天使はドクロちゃんを背負い直し、エレベーターホールを後にするのです。
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　──時刻は、夜の十時半を回っていました。

（ドクロちゃん、今いま頃ごろ、どうしてるんだろう……）

　いつ、どんな時でも僕の側そばで遊んでいて、往々にしてコチラを巻き込み『ちょっともうやめてよー！　ドクロちゃんは向こうに行っててッ！』って言ったって、いつの間にか、また隣となりで微笑ほほえんでいた天使の少女。

　そんな彼女が『こちらの世界』よりいなくなってから、まだ一日しか経たっていないのに。

　僕のココロの一部は『これからずっとドクロちゃんが不在の未来』という事実を認識し、たまらない焦しよう燥そう感かんにサイナまれ、ヤツレるようにみるみる消沈。同時に、心の別の部分では『そうではない未来』を摑つかみ取ろうと、あらゆる可能性を探し出そうと、どんどん明敏に高ぶり始めていて──

　お風ふ呂ろに入った後でも、僕の身体からだからはバベルちゃんの前で強風に撫なでられた肌の余よ韻いんが抜け切らないのです。

『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長が僕に残した、一つのアイテム。

　僕の神経は、想おもいは、今やその白い宝石箱のような立方体に注がれています。

　現在、

　カーテンが引かれた六畳間には、一人の少年と二人の天使がいました。

　天使の片方。ひょろりと細長い体たい軀くを持った雄おす天使・ザンスは、天てん井じように向かってそそり立たせたエナメル質の光沢すらたたえる真ピンクのモヒカンに蛍光灯の光を弾はじきつつ、内側になにやら細かい記号を映す未来形ゴーグルを装着したまま、

「見た目通り、これはバベル議長の『封ふう獄ごく聖せい堂どう　ルルネルグ』と同系列のアイテムみたいザンスね」

　言うものですから、僕は思わず、

「そんなの解わかってます！　他ほかには？　他に解ったコトは無いんですか!?」

「やッ！　やめるザンス桜さくらくん！　ミィのカラダにそんなコトをしたら全身の関節が外れて脳から分析結果がこぼれちゃうザンスよぉぉッ!!」

「落ち着いてください桜さん。ザンスさんは魔ま法ほうアイテムの専門家、きっと糸口を見つけてくださるハズです」

　もう一方の天使、ザクロちゃんにたしなめられた僕は〈はっ〉と正気を取り戻しました。

「ご、ごめん、ちょっと興こう奮ふんしちゃって……」

　と、モヒカン天使に仕掛けていたキャメルクラッチを解除、彼女の隣となりへ座ります。

「いいえ、解わかっていただければ」

　そう、純白の軍服姿な妹天使は──彼女だって、姉であるドクロちゃんと突然離はなればなれにされて寂しいハズなのに──僕とは対照的に極めて冷静。正座した膝ひざの上に両手を置き、背筋はまっすぐ、革ベルトに覆おおわれていない右の瞳ひとみを、ザンスと僕へ向けているのです。

　……バベルちゃんが残していった立方体は、議長である彼女が持つ魔ま法ほうアイテム〝黒七星セブンレイブン〟が内の一つ、罪を犯した天使を封じこめる『封ふう獄ごく聖せい堂どう　ルルネルグ』かと思われました。が、忘れるわけがないのです。内部に脱出不可能な牢ろう獄ごくを持つ『ルルネルグ』の色は艶つやの無い漆しつ黒こく。しかし、僕達たちが今手にしている箱は、大きさや形などは酷こく似じしているものの、表面はなめらかな乳白色をしていて……

「で、ザンスさん、他ほかにはなにが解ったのでしょう」

　促したのはザクロちゃん。現在、軍服天使の周囲には、彼女の魔法のアイテムである『殺人濡ぬれタオル　エッケルザクス』が展開され、オレンジ色の表面からは終始〈ぽたりぽたり〉と布一枚の許容量を遥はるかに超えた水分が滴したたり落ち続けており、その先端は〈びくっびくっ〉と今にもザンスへ躍おどり掛かるが如ごとく、鎌かま首くびをもたげているのです。

「ま、まだハッキリとはしないんザンスが……」

　ゆらゆらと揺れるコブラの如き濡れタオルに怯おびえながら、彼は問題の立方体を手のひらに乗せ、ゴーグルを外し、

「仮にコレを『ルルネルグ　ホワイト』とするザンス。どうやらこのアイテムの中には、あの『ルルネルグ　ブラック』とは比べものにならないくらい複雑な空間が広がっているみたいなんザンス」

「この中に、あそこよりも凄すごい空間が!?」

　思わず目を見張る僕。そこへ、

「バベル議長のコトです。思惑があって、このようなアイテムを残していったと思うのですが……」

　ザクロちゃんは表情の左半面を隠す革ベルトに手を当てたまま、首をひねるのです。

　そう、現状は今のトコロ全すべてそこに集約されてしまいます。

　どんな糸にもすがりたい僕に与えられた、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長の謎なぞの意図。

　まっとうに、

　ここまでの事態を予想するならば、バベルちゃんは「これでそなたを封じ込めちゃうぞ！」という威い嚇かくのためにコレを残したと捉とらえるのが筋、常道かと思います。しかし彼女は、あれ以上ナニも告げずに、（とりあえずザンス命名の）『ルルネルグ　ホワイト』を残し、姿を消してしまったのです。

「もう少し時間がもらえるなら、さらに詳しく調べるザンスが？」

「お、お願いします、ザンスさん！」

　願ってもないモヒカン天使の申し出に、つい頷うなずいてしまえば、

「オゥイエスッ!!　ミィに！　このミィに全すべてをまかせるザンスよ、桜さくらくんッ!!」

　ああ、〈びしっ〉と親指を立て白い歯を光らせるザンスのビジュアルがこんなにも頼たのもしく見えてしまう日が来るなんて。僕はそんなにも、追いつめられていたんだね……。

「（ドクロちゃん、きちんと晩ご飯食べたかな。今日僕の家は、ドクロちゃんの大好きな、お母さん手作りのコロッケだったのに……）」

　……──『ジャスティリア家』令れい嬢じようであるドクロちゃんは、

　今や、ヒトの世を護まもる『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』、その中枢とも言うべき『パンドラの言葉』となる身の上。

　そう簡単に逢あえないコトは、解わかっています。

　でも、だからといってこのまま素直に、あの天使の少女のコトを諦あきらめられるハズがありません。僕は机の上に置いたプラスチックのコップに視線を向け、再び深く、心を定めるのです。

「……ミィも」

　そしてそれは、沈ちん黙もくが降りていた室内にポツリと転がったしゃがれ声。

「ザンスさん……？」

　問い返せば、

「ミィも、ドクロちゃんが『パンドラの言葉』の核となる宿命であったコトは、知っていたザンス」

〝白い立方体〟をさらに分析するためでしょう、未来っぽいグローブを装着し、細長い首をポキポキ鳴らしていたザンスは、天使の輪っかにみっちりと詰まらせたピンク色のモヒカンを揺らしつつ。

「けれど、それはもっともっと先のハナシ。ミィとしては、上手うまく行けば『パンドラの言葉』の次世代継承自体が起こらないとも、予想していたんザンス」

　ゴーグル越しの視線は『ルルネルグ　ホワイト』に注がれたまま。

「桜くんの気持ちは良く解るつもりザンス。ドクロちゃんがいない世界がどんなに寂しいか……。だからミィは、なんとしてもユゥに協力したいんザンスよ」

「ザンスさん、あなたってヒトは……!!」

「そのためにも、この箱の謎なぞを全てミィが解明し、議長の思惑を読み取ってみせるザンス。ミィに、全てを任せるザンスよ！」

「ありがとうございます！」

「と、その前にザンス」

「……え？」

『ルルネルグ　ホワイト』を片手に摑つかんだまま、突如〈がばっ〉と立ち上がったモヒカン天使。

「ど、どうしたんですか？　ザンスさん」

「ようやく──」

　彼は、〈にたァり〉と、裂けた唇を引きつらせ、

「──本年度も〝ミシミシ言うまで抱きしめられたい男性部門〟第一位、〝朝、一いつ緒しよにヨーグルトを食べたい男部門〟第一位、そして〝逆さまにしてサッサッってやったら床のホコリが集められそうな男性部門〟第一位など！　各種のグランプリを総ナメにした『ロンリー・ダンディー・ソゥスイート・エンジェル』であるトコロのミィ！　このザンスが！　遅ればせながら本編に登場なんザンスよぉぉおおぉォオオオッッホォオオッヲヲォオ──ッ!!　ベラベラベラベラァァママママァッ！　集まって来た！　集まって来たんザンスよ──ッッ!!」

　世界のみんなから元気を分けてもらう時にも似たポーズ、感情が制御できなくなったらしき瘦やせ型長身、モヒカンの天使。彼は間違って釘を飲み込んでしまったカラスのような声で、

「祝・大ー長ー編ーッンッ!!　と、ナレバ!?　ついにミィの時代が到来の予感ザンスッ!!　キミはもう気付いたザンスか!?　ミィの性格がいつもとダイブ違うコトにッ！　普ふ段だんは圧倒的にクレバーでＣＯＯＬドライブなナイスガイとして描かれていたこのミィが、今回の長編では義ぎ俠きよう心しんと真心を持った熱いソウルの化身として描かれているんザンスよ!?　なぜならそれが、ミィの『宿命』なんザンスからァ……ッ!!　そして次に見て欲しいのは今日という日のために新調したこの白のスーツ！（背広の裾すそを〈びしぃッ！〉と摑つかみ、斜めにポーズを決めるザンス）。ちょっとだけ、この色はザクロちゃんの軍服と被かぶってしまうザンスが、そこはご容よう赦しや！　なぜならば、そう！　全国のちびっ子がミィの登場を待ち望おぉおぶふへぇッっく!?　ノーノーノォォーッ！　ハァーッ！　ハァァ──ッゥ!!　チガウチガウザンス！　ミィは、ミィは桜さくらくんを励まそうと、ユゥに元気になって欲しくて、少しだけ場の雰ふん囲い気きを和なごまそうとこうして楽しいヒトトキを提供しただけなんザンアッァッアアゥッウッゥウヮワ──ッ!!」

　僕はいつの間にか、

　ザンスのピンク色したモヒカンを前部と後部に分け、それを〈ぎゅっ〉と摑んで強く強く固結び三回していました。

　そして、残りの余った部分も机の脚に鬼太郎結びしようとした、その時です。

「あのぉー、ごめんくださいですぅ」

　僕の部屋のふすまが〈するする〉と開いたかと思うと、

「こんばんはぁ、なんですぅ……？」

　そこから顔を覗のぞかせるのは、クリーム色の髪の毛にくるくる羊ツノの天使。

「サ、サバトちゃん!?」

　僕は「どうしたの？　こんな夜遅くに……」と、金色の瞳ひとみの下に黒紫のクマを持つ彼女に問い掛けるのですが、

「はぅ？　ぁあ、それはなんなんですかぁ？」

　サバトちゃんは畳の上に転がってしまっていた白い小箱にコクビを傾かしげ、僕の部屋へ〈とことこ〉と入ってくるのです!?

「って、サバトちゃんこそナニを持ってるの!?」

　見れば、擦すり切れた制服姿の少女は左手にご飯とコロッケが載せられたお茶ちや碗わん、右手にはメンチの刺さったお箸はしを持ち、もぐもぐと口を動かしていて、

「待って！　なんでキミはうちの晩ご飯を食べているの!?　それ、お母さんが用意してラップをかけておいたドクロちゃんの分なのにッ!?」

「はぅ！　い、いつのまになんですぅ!?　どおりでお口の中に、美味おいしい味が広がって……!!」

　自分が両手に持っている茶碗とお箸にびっくりして瞳ひとみを見開くサバトちゃんは、もうあまりのコトに「はぅ、はぅ」と困ってしまっているので、『待て』状態の彼女に僕は「もう全部食べていいから」と、『良し』を出し、ついでに尋ねます。

「ところで、なんで僕の家に……？」

「はぅ、サバトはお母様からここに来るように言われたんですぅ（もぐもぐ）」

「え？　バベルさんから!?」

「はいなんですぅ。なのでサバトは桜さくらくんちに来たんですがぁ、玄関で呼んでも返事がないので、しかたなくキッチンに行ってみたんですぅ」

「最初にキッチンへ!?」

「はぅ、トコロでいったい、なにがあったんですぅ？」

　サバトちゃんのほっぺについたご飯粒をとってあげていた僕は、「ええっと……」と、彼女にそれを食べさせてから、『ルルネルグ　ホワイト』を自分の手の上に乗せ、

「実はバベルさんからコレを、預かったんだけど……」

「はぅぅ、いったいコレはなんなんですぅ？　ニンテンドーＤＳライトのピュアホワイトですかぁ？　サバト、今めちゃ欲しいんですぅ」

「ち、違うよ!?　これはそういうのじゃなくて、ほら、いつかバベルさんがサバトちゃんを『未来の世界』に連れて帰ろうとした時に、間違ってみんなで『ルルネルグ』の中に閉じこめられちゃったでしょう？　これはあれと同じ系列のアイテムみたいなんだけど……、サバトちゃん、憶おぼえてる？」

「ひ、ひぃぃぃいいいいいぃぃですぅぅぅっぅううッ!?　ぉおおお憶えてるんですぅ！　サバトは、サバトはその中で、と、とても言葉で表すコトができないような、すっごく酷ひどい目にあったんですぅ!!　サバトはそんなの、いらないんですぅぅ!!」

　羊ツノの天使は〈へなへなぁ〉と腰が抜けてしまったように尻しり餅もちをつき、その場にへたり込んでしまうのです。

「ねえ、サバトちゃんならコレ、なんだかわからないかな」

　僕は『ルルネルグ　ホワイト』を手に、くるくる羊ツノ天使を覗のぞき込むのですが、

「はぅ、サバトもよくわかんないんですぅ──って言ってるのに、なんでその恐怖の箱をサバトに近づけてくるんですかぁっ!?　や、やめてなんですぅ！　サバトはＤＳのピュアホワイトじゃなきゃナニもいらないんですぅ!!　こっちに、持って来ないで、ひ、ひゃぃあぁぁああああぁぁぁ……っ！　桜さくらくんは、突然サバトにナニするんですかぁっ!?　ど、ど、ど、どけてですぅッ!!　サバトのオデコの上から、この箱をどけてなんですぅ！　ひゃはぁぁぅっ！　う、動かさないでですぅ！　な、中に、中に入っちゃうんですぅぅっぅッ！　箱の中に入っちゃうんですうぅ!!　サバトはもう、あんな目に遭あうのイヤなんですよぉぉっ！」

　さらには、

「はぅぅっ！　ザンスさんもやめてですぅ！　サバトをテーブルにしてアイテムの解析をしないでくださいですぅ！　ザクロちゃんもオロオロしてないで、サバトを助けてなんですよぅ！」

「ぬぬぬ、なんと！　『ルルネルグ　ピュアホワイト』のしくみが解わかったザンスよ桜くん！」

「ほ、本当ですかザンスさんッ!?　あとなんか微妙に『ルルネルグ』の名前が変わってます！」

「だったらもうソレをサバトのおでこからどけてなんですよぅぅっ!!」

「これはまったく、とんでもないモノザンス！　み、水を、水を一杯くださいザンス！」

「だめです先に言ってからですザンスさん！　早く！　早く言いなさい！」

「解ったザンス解ったザンス！　だから桜くんはミィのモヒカンを摑つかんでジャイアントスイングの要領でぐるんぐるんミィを振り回さないでくださいザンス！」

　僕に手を離はなされ、〈ずざざー〉っと身体からだを畳に滑らせたザンスはサバトちゃんのおでこを指し示し、

「あ、あの『ルルネルグ　ピュアホワイト』は──」




「きゃふんですぅっ!?」




　その時、なんとも間の抜けた悲鳴が室内に響ひびきます。

「サバトちゃん……？」

　見れば声の主、今や『ルルネルグ　ピュアホワイト』の台になってしまっていた天使。

「ど、どうして、なんですぅ……？」

　サバトちゃんの頭上の輪っかが、どのような理由からか、頭上定位置から、まるでマンホールの蓋ふたをズラすかのように、外れていて。

「は、はぅ、はぁぁぁぁぁぅぅぅぅぅぅッ!!」

　途と端たんに〈くんくるるるきゅきゅ～～んむっ〉と切ない音を奏かなでる腹部、天使は〈がくがくぶるぶる〉と震ふるえ始めるのです。

「ちょ、ちょっとサバトちゃんなにやってんの!?　早くそのわっかを元に戻しなよ!!」

「ち、ち、ちがうんですぅ！　サバトが自分でワザとこんなコトするわけないんですよぅッ！　ぅはきゅぅっ！　な……なんなんですぅ!?　サバトは、どうなっちゃったんですかぁぁッ!?」

　苦しむ天使を余よ所そに、サバトちゃんの天使のわっかは今も尚なお、〈ふよふよ〉と部屋の中を漂っていて、

「じゃ、じゃあこれって、いったい!?」

　彼女達たちにとって頭上に浮かぶ金色の輪っかは、いわば最大の弱点。外れてしまえば途と端たんにお腹なかはユルユル、カラダは急転直下で危機的状況に追いつめられてしまうという、あのドクロちゃんでさえ抗あらがうコトのできないベンケイのウィークポイントなのです。

　なのにそれは今やまるで、見えない誰だれかにハズされてしまったかのようで、

「え……？」

　瞬しゆん間かん、僕の中に閃ひらめくモノ。

　見えない、誰か？

「もしかして、ダチュラちゃん!?」

　僕は独立して動く天使の輪っかを凝ぎよう視しするのです。自分自身の透明化。それは、あのボディペイント天使が持つ魔ま法ほうのアイテム『ユミルガルド』のチカラで……！

　そしてまさに、僕のその言葉がキッカケのように。

　サバトちゃんの輪っかの、すぐ脇わき。部屋の出入り口であるふすまの前。

　そこに、まるで空間に直接色を塗るが如く、浮かび上がるのは、

「……どっきりしたの」

　ドクロちゃんを迎えに来た二人の天使、その片割れ。

　全身に樹海のような深緑色の塗装をほどこした、ツインテールな少女で──

「でも、どうしてここにダチュラちゃんが!?　なんでこんなコトを……」

　カラダのラインが露あらわな天使の少女はしかし、表情一つ変えずに、

「さようならを、言いに来たの」

　小さく唇を動かすのです。

「え……？」

　よく見ればダチュラちゃんの手元にある天使のわっかは、彼女が直接手に持っていたわけではなく、

「冥めい途どの土産みやげの、挨あい拶さつなの」

「待って？　それって……」

　その右手に握られていた、まるでシタタリ落ちる水銀毒をそのまま固形化したような、奇妙な形の、

「ナイフ……!?」

　ぬらりと光る一振りの薄はく刃じん、その先端に、引っかけられていたのです。

「ちょ、ちょっと、どういうコト!?」

　彼女が握っていた刃やいばは、僕の知っている鉛筆を削るような小さなナイフなんかではありませんでした。それは映画に出て来る殺し屋が登場シーンで握っているような、大きくて冷たい、切っ先がコチラの肉に食い込んで来るトコロしか想像出来ないタイプの凶きよう刃じんで──

「問答、無用なの」

　彼女はナイフのブレイドを傾け、サバトちゃんの輪っかを〈しゃりしゃり〉という金属同士が奏かなでる擦さつ過か音おんとともに、〈ことん〉と畳の上へと落とします。

「ま、待って……！」

　ぬめるように蛍光灯を弾はじく鋭いブレイド部分に、どうしても目が吸い寄せられてしまいます。しかも、ナイフを低く構えるダチュラちゃんの表情、身のこなしからは、コチラに対する隙すきやためらいが、微み塵じんも感じられず。

　さらには、

　ダチュラちゃんの姿は再び、その身に背景を浮き上がらせるかの如ごとく、一いつ瞬しゆんで透明になってしまい。

「……ッ!?」

　これから起こるであろう、デキゴトに、僕の全身が怖おぞ気け立ちます。

「ど、どこに行ったザンスか!?」

　啞あ然ぜんと目を見開き周囲を見回すザンス。

「桜さくらさん、わたくしの後ろへ！」

　とっさにザクロちゃんに庇かばわれた僕は、それでも精一杯、

「ねえ、わけを聞かせてよダチュラちゃん!!」

　尋ねるも、彼女の返答は無し。

　畳にうずくまるサバトちゃんの「はぅぅ、ぅぅぅぅはぁぁ……」という呻うめき以外、なにも聞こえなくなる僕の部屋。

　見れば僕の前に立つザクロちゃんもエッケルザクスを構えていますが、見えない相手にどうするコトもできないのでしょう。

「ダチュラさんは触れたモノを任意で透明にするコトができます。お気をつけください、桜さん」

　僕に警告をしてくれるのですが、

「どうやって!?」

　相手は姿の見えない暗殺者。最悪、このままではザンスとザクロちゃんは輪っかを取られて動きを封じられてしまい、そして、残った僕も、

「（ぅうっ！）」

〈ぞぞっ〉と背筋を震ふるわせます。恐らく、僕は姿の見えないダチュラちゃんに、あらゆる部位を、例えばお尻しりを、つねられたり、つねられたり……ッ！　ああ、だめです！　そんなの、もうだめぇ!!

「ぐ、ぐわぁザンスぅぅぅッ!!」

　そしてついに、モヒカン天使のモヒカンが〈ざくりざくり〉とそぎ落とされ始め!?

「ミィの命がぁ……ッ!!」

「ザンスさん！」

「しかぁしッ！　このミィが、大長編に向けて、弱点を克服しておかなかったと、思うんザンスか!?　言ったハズザンス！　今回のミィは、ひと味もふた味も違うと!!」

　次の瞬しゆん間かん、〈ぼん！〉という破裂音と共に、突如モヒカンがまるで筋肉のように脹ふくらむのですッ!?

「そ、それは別に輪っかを鍛きたえてたんじゃなくて、モヒカンを鍛えてたんじゃないんですかザンスさん!!　というかそのモヒカン、さっき僕に縛しばられてませんでしたか!?」

「桜さくらくんッ！」

「な、なんですか！　遺言ですか！」

「このままでは、全員やられてしまうザンス！」

　見ればザンスは、モヒカンをそぎ落とされながらも、両手に持った『ルルネルグ　ピュアホワイト』をコチラに向けていて、

「桜くん、後は、任せたザンス!!」

「ちょ、ちょっと、ザンスさんッ!?」

「ミィを、信じるザンスよ！」

〈ぽちっ〉となにかを押す音。つまり彼は、手にした魔ま法ほうのアイテムを作動させていてッ!?

「うわぁああッ!?　ちょ、ちょっと！　ザンスさん、いったいナニを……!?」

　ダチュラちゃんにメダパニでもかけられてしまったのでしょうか。モヒカンを膨ぼう張ちようさせた怪人の手に握られた立方体、そこから溢あふれ出た放射状の光は、あっという間に僕を包み込み、つま先が、畳から浮き上がります。

「桜さん!!」

　その瞬間、泳いでしまう僕の腕に〈しゅばッ！〉と絡からまるザクロちゃんの『エッケルザクス』！

　けれど、

「だめだよザクロちゃん！　それじゃキミまでッ!!」

「そ、そうでした!!　わたくしとしたコトが……！」

　極キまってしまう浮遊の連れん鎖さ！　今やいもうと天使までもが『ルルネルグ　ピュアホワイト』の放つ上昇吸引のチカラにつかまり、宙に浮かび上がってしまうのです。

「ひぃぃいいえええええええ…………!!」

　絶叫は、緊きん張ちようの満ちる六畳間、夜も遅い僕の部屋から。

　夢も望みもある少年草くさ壁かべ桜さくらと、軍服いもうと天使のザクロちゃんは、白い小箱型魔ま法ほうのアイテムの中へと〈ちゅるるるーん〉、あっという間に吸引されてしまい──
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　失われていた意識が甦よみがえる、体内の浮上感に、

「──はっ！」

　とっさの恐怖を憶おぼえて、僕は慌てふためくように眼を覚まします。

「お怪け我がはありませんか？　桜さん」

「ぁ……」

　仰あお向むけの視界の中、コチラを覗のぞき込んでいたのは、一いつ緒しよに立方体へと吸い込まれてしまった、

「ザクロ、ちゃん」

　そして僕はついさっきまで、「桜さん、桜さん起きてください」と軍服天使の膝ひざの上で揺り動かされていたコトを、今もまだ背中と後頭部に伝わってくる彼女の腿ももの感触によって、知るのです。

「ご、ごめんザクロちゃん！」

　急になんだか恥ずかしくなり、身を起こした僕は狼ロウ狽バイしつつ周囲に首を巡らします。そう、僕とザクロちゃんは突然、『ルルネルグ　ピュアホワイト』の中へと吸い込まれてしまい──、

「って、そうだよザンスさんだよ！　もしかして、あのヒトは自分の命と引き替えに、僕達たちを……」

　セリフが静かにコダマしていく室内は、薄うすい長方形をしていました。天てん井じようはおよそ四～五メートル頭上にあり、そこからオレンジ色の電灯が二つ、僕ぼく等らを照らしています。

「しかし、あのままではわたくしたちに打つ手はありませんでした……」

　そう、透明になってしまったダチュラちゃんは、なんだか凄すご腕うでの殺し屋みたいな迫力と鋭いナイフを持っていたのです。あれでは、サスガのザンスでも──

「ついに、僕達にも犠ぎ牲せい者しやが……」

　ザンスさん、あなたの分まで、僕等ガンバルからね!!

　と、自分自身の心に誓った、その時、

「はぁ、ぅぅぅ……」

　部屋の隅から女の子のうめき声。とっさにそちらを見れば、

「え？」

　石の床の上に、仰あお向むけに横たわっているのは、

「は、ぁぅ……？　桜さくらくんなんですぅ？」

「サ、サバトちゃんッ!?」

　くるくる羊ツノの天使なのです!?

「サバトちゃんもここに吸い込まれてたんだ!!　ねえ大だい丈じよう夫ぶ？　サバトちゃん、サバトちゃんてば!!」

「はぁぅ！　お腹なかを！　お腹を押さないで、手をどけてなんですぅぅっっ!!」

　か細い声をかき消すように〈ごきゅりゅりゅりゅりゅりゅぅぅーうーゥー〉と火急の用を告げる天使の下腹部！

「た、大変だぁ！　ねえザクロちゃん、その辺にサバトちゃんの輪っかが落ちてない!?　このままじゃ、大変なコトになっちゃう！」

「はぅぅ、ごめんなさいなんですぅ桜くん、今回もサバトが大変ご迷惑をおかけしてぇ……」

　額に脂汗を浮かべ、瞳ひとみの下にある黒紫色のクマをより一層濃くしつつある天使が身を起こそうとするのを押さえ付け、僕は彼女を安心させるように〈にこり〉と笑みます。

「サバトちゃん。僕、サバトちゃんがどんなコトになっても、キライにならないからね」

「変なコト言ってないで、桜くんもがんばってサバトのわっかを捜してなんですぅっ!!」

　と、彼女が苦く悶もん混じりの声を上げれば、

「ありました桜さん、こちらです！」

「え、ほ、本当に!?」

「おそらく、今は亡なきザンスさんが、わたくし達と一いつ緒しよに吸い込んでおいてくれたのでしょう……」

「良くやった……、良くやったよグツド・ジヨブ、ザンスさんッ!!」

　軍服天使が手招く部屋の隅。暗がりの中に落ちていたのはマゴウことなき天使の輪っか。

「ほら見てサバトちゃん！　あったんだ！　輪っかはあったんだ！　よぉぉぉし、やぁぁぁるぅぅぅぞぉぉぉ!!」

「いいから早く持ってきてなんですぅぅ！」

　僕は頷うなずき、エンゼルリングの端で手を切らぬよう慎重に、そぉっとそぉっと持ち上げて、

「ほらサバトちゃん！　これで、キミは助かるよ……！」

　彼女の頭上へ乗せてあげようとした、その瞬しゆん間かん、

「うわあッ！」

　なんと僕は、床の段差につまずいてしまいっ!?

〈ちゃっりーん！〉〈ころころころころころ……〉

「ああああッ！　サバトちゃんのわっかが床を転がって──！」

〈すぴょん〉

「壁のスキマに、入って行っちゃったー!!」

「ひはあぁぁああああううううッ!?!?　どうしてそんなに上手うまくスキマに入るんですぅぅッ!?〈ぐぅももきゅきゅぅぅうううくぐぐるるるるー〉ひぃぃ！　サバトはもう、だめなんですぅぅぅ!!」

「でも、なんでこんなトコロにスキマが!?　あ、あれ？　ちょっと、これってまさか──」

　それは、あまりにも大きくて、壁だと錯さつ覚かくしていたのです。

「これって、壁じゃなくて、巨大な、〝扉トビラ〟!?」

　僕ぼく等らの目の前に立ちはだかっていたのは、木材の一枚板をいくつも組み合わせてつくられていた、両開きの巨大な扉。

　そしてそれは、まるで天使のわっかが通り抜けるコトが『鍵かぎ』だったように、




〈ぎ、ぎっぎぎぎぃぃぃごごご……〉




　ゆっくりと向こう側に開き始めているのですッ!?

「うわぁぁ……（口をぽかんと開ける僕）」

　現れたスキマより差し込んで来るのは、仄ほのかな光。

「これは──（ザクロちゃん）」

　扉の外に、広がっていたのは、

「な、なんなんですぅ!?（状況変化におびえ震ふるえるサバトちゃん）」

　辺り一面、夕暮れの景色。

「ここって──」

　赤い夕陽の中、広がっているのは畔あぜ道みちに区切られた畑。細い小川には可か愛わいらしい石橋が架かかっていて、遠くに見えるはキラキラと赤い陽を弾はじく山さん麓ろく──

「──いったい、何処ドコなの!?」

　周囲は黒々と影を滲にじませる木々に囲まれており、濃くて豊かな緑と土の匂においに誘さそわれるように視線を彷徨さまよわせれば、沈み行く太陽と反対の方角──ですから、おそらくは〝東〟──の森は、なにやら〈もうもう〉と白い霧きりのような煙に包まれていて、

「あの箱の中に、こんな空間が広がっていたなんて……」

「って、それよりとりあえず、サバトの窮きゆう地ちを救ってくださいなんですぅ……！　もうとっくに天使の限界は超えていて、今はサバトの意志の強さだけでもってる状態なんですぅぅぅ！」

「ご、ごめんサバトちゃん！　忘れてた！」

　扉から雑草の茂る小道に飛び出て、僕は転がった天使の輪っかを慌てて拾い上げます。

「うわっ」

　そして、振り返れば解わかります。僕ぼく達たちがさっきまでいた空間は、深い森の入り口に作られた古くて大きな『御お堂どう』の中だったのです。僕は石段を上がり、床に横たわるサバトちゃんの頭上へと天使の輪っかを返還します。

「はふぅぅぅぅぅ……」

　なんとか回かい避ひできた危機。サバトちゃんの顔から脂汗が引き、鬼気迫るようだった表情が緩ゆるみます。

　しかし、まるで『にっぽん昔話』に出て来る〝とある村外れ〟に放り込まれたかのようなこの場所。先さき程ほどまでではないにしろ、依然、困難な状況には変わりがないように感じられます。もうなんだか、バベルちゃんに相談してからこの方、どんどん目的のドクロちゃんから遠ざかってしまっているような気がするのですが……。

「桜さくらさん、空を見てください」

「え？」

「なんなんですぅ？」

　先に『御堂』から外に出ていたザクロちゃんを追うように、僕とサバトちゃんは彼女の元へ。

　広がる景色。紅あかい陽は山脈に落ちかかっていて、影は限りなく長く延びる黄昏たそがれ時どき。畔道まで歩を進め、ザクロちゃんが見上げているオレンジ色に染められた薄うす雲ぐもたなびく茜あかね空ぞらを仰げば、

「あ、あれ？」

　何故なぜか、広い空には一面に、碁ご盤ばん目め状の薄い直線が見えるのです。目を凝こらし、幾つもの四角形、マス目に区切られた空を辿たどっていくと、それはきちんと遠近法に従って向こうに行くほど菱ひし形がたに変形し、ついにはカクッと下に折れ、山脈の向こうで透明な壁となっているのです。

「じゃあやっぱり、ここはあのアイテムの中で──」




「…─無む論ろん，」




　僕の言葉をサエギるが如ごとく戦そよいだ風。届いたのは、低く憂うれいに沈んだ女性の声でした。

「…─神じん器ぎ，門となる白はく柩きゆう、並びにこの空間の名を『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』。空も大地も風も、全すべてが疑似的に展開されたモノなれば」

　とっさに、半ば振り返るように森の入り口へと視線を向ければ、

「…─挨あい拶さつ，」

　大木の陰。そこより先ほどと同じ、低い女性の声が流れてきて。

「っ!?　こ、こん、ばんは！」

「は、は、はじめ、ましてなんですぅ！」

　思わず僕とサバトちゃんは、コチラに近づいてくる人物へと頭を下げてしまうのです。

　なぜならば、夕陽の下に姿を現したそのシルエット。それはあのバベルちゃんにもひけを取らないオーラを纏まとった、

「…─顕けん見げん，我が名はビスク。『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の末席に名を連ねる者にして、バベルの補佐役」

　低く憂ゆう鬱うつな声で告げて来る、僕と同じくらいの背丈を持った天使。彼女が身につけていたのは極めて裾すその短い、袖そで無しのワンピースかとも思われる薄うすい紙の服──一般に、患者衣ペイシエントガウンと呼ばれるモノで。

「…─誰何すいか，」

　圧倒される僕達たちへと、彼女は頭上に浮かべた金輪で夕陽を朱あかく弾はじきつつ、足下まで伸びるコバルトブルーの髪を揺らし、続けます。

「…─汝なんじが草くさ壁かべ桜さくらで相違ないな」

　ごわごわとした緑色の紙で出来た彼女の患者衣ペイシエントガウンは、しかも両サイドが何カ所か紐ひもで縛しばってあるだけで、まるで灰のように白い手足はむき出し。だというのに、憂鬱そうに低く俯うつむいたままの天使の女性は、それをまったく意に介している節はなく──

「は、はいっ！」

　僕の返事に、俯き加減の天使は再び言葉を紡つむぎ始めます。

「…─主しゆ命めい，我は此こ度たびバベルより、人の子、草壁桜を導くようにとの令を授かった」

「バベルさん、からの……？」

　目の前の天使は小さく頷うなずきます。彼女のコメカミからは、後方に向かって太いロックボルトが鈍い光をたたえており、髪と同色の瞳ひとみ、その視線は、〈すっ〉と背けられるように僕らの足首あたり、斜め下方向へと常に向けられていて。

「…─告こく諭ゆ，汝、草壁桜のあてなき望みを叶かなえたいとするなら、我に従うべし。全ての試し煉れんを乗り越えた刻とき、その願いは汝なんじの物になるであろう」

「僕の、望みが……？」

「はぅっ！　思い出したんですぅ！」

　突如、眠たげな甘い声で僕を驚おどろかせるのは、くるくる羊ツノの天使。

「ど、どうしたの？　サバトちゃん」

　彼女は〈あわあわ〉と僕を見上げるのです。

「サバトはハッキリと思い出したんですよぅっ!?　小さい頃ころにお母様から聞いたことがあるんですぅ。むかーしむかし、この場所は、とある人造人間が地球を滅ぼそうとした時に、それに対抗しようとした金髪戦士達たちが中に入って数々の試し煉れんを乗り越え、ついには、えぇっと……えぇっとぉぉ！　す、凄すごいことになった話をぉぉ……！」

「一番重要な部分がハッキリとしていない上に、むかしの地球でそんなコトが!?　そもそもサバトちゃん、バベルさんが言ってたのって、このええと『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』のコトなの？　……、……ねえ、サバトちゃん……？　なんで、僕を見つめたまま微動だにしないの？　そこが一番大切なんでしょ!?」

「き、きっと、これに違いないアルぅ！」

「自信がなさ過ぎて語尾が変わっちゃってるッ！　キミ、サバトちゃんだよね!?　僕今さっき、すっごい希望に包まれたんだけど、なんだかイタズラに不安になって来たよ!?」

「…─前ぜん途と，汝が願いは困難を極める」

　それは、愁うれいと憂ゆう鬱うつの狭はざ間まに住まい、楽しいコトになど生まれてこの方一度も巡り会ったためしのない悲嘆の妖精バンシーのような声。

「…─末まつ葉よう，事、ここに至りて辿たどり着く術すべは、これより他ほかに無し」

「は、はい……」

　コバルトブルーの髪、ロックボルトに夕陽を鈍く弾はじきつつ、患者衣ペイシエントガウンの天使、ビスクちゃんが告げる言葉に、僕が〈ごくり〉とつばを飲み下せば、

「桜さくらさん」

　僕に頷うなずく純白の軍服、妹天使のザクロちゃん。

「このアイテムを桜さんに手渡したのは、あのバベル議長です。そして、ビスクさんは、バベル議長の側近。議長の意向に沿って、わたくし達へと接触して来てくれているハズです」

「つまり、信用して、いいと……」

「…─準じゆん則そく，汝、草くさ壁かべ桜が想おもい人と再会したいと願うならば、我に従へ」

　僕は、この山村風景からカナリの具合で浮いている装よそおい、手足むき出し患者衣ペイシエントガウンな天使へと、視線を向け、

「本当に試煉を乗り越えれば、ドクロちゃんに逢あえるんですね？」

「…─首しゆ肯こう，我に二に言ごんは無い」

「ビスクさん」

　その言葉に、僕の心は決定的にサダマリます。

「是ぜ非ひともその試し煉れん、受けさせてください」

　そうなのです。これこそまさに、今までずっと求めてきていた『ドクロちゃんに逢あうための手段』!!

「…─無む論ろん，こちらは最初からそのつもり故ゆえ」

〈ふっ〉と、ビスクちゃんは少しだけ顔を上げ、スグに視線を僕の足元へ。それに合わせて頭上の金色、天使のわっかもわずかに傾き、ロックボルトが黄昏たそがれの中に残像を描きます。

「…─追つい従じゆう，」

　彼女はコチラの返事を待たずに背後を振り返り、病院にあるような緑色のスリッパをぺたぺたさせながら、畑の真ん中を通る畔あぜ道みちを進み始めるのです。

「はいっ！」

　バベルちゃんは僕をここへ導き、ビスクちゃんに会わせるために『ルルネルグ　ピュアホワイト』、改め、『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』を残してくれたのでしょう。きっとそうなのです。ああ、『ルルティエ』議長はまだ、僕を見捨てたワケではなかったのです……!!

　僕はなんだか、目頭を熱くしながら、前を歩くビスクちゃんに続きます。

　空を見上げればそこにはあい変わらず、カラスが〈かぁかぁ〉と飛んでいないのが不思議なほどに橙だいだい色いろの夕焼けと、暮れかかった濃紺の空。そして、それらを閉じ込めるように巨大な格こう子し模様、四角いグリッドが幾つもの平行四辺形を描いています。

　ここはアイテム内の疑似空間だとビスクちゃんは言いましたが、風に運ばれてくる土と草の匂においはとてもリアル。僕のお祖父じいちゃんが子供だった当時は、関東平野はこんなカンジだったのではないでしょうか的な風景が、僕達たちを包んでいました。

「…─到とう着ちやく，」

　ふと顔をあげれば、前を歩いていた、ビスクちゃんは歩みを止めていて。

「え……？」

　気が付けば、僕達は畑の真ん中にあるかやぶき屋根の一軒家の前に到着していました。

　思わず玄関から中を覗のぞき込もうとすると、

「…─早そう々そう，まずはこれを背負え」

　いつのまにか、隣となりの納な屋やから出てきたビスクちゃんは、なにやら僕に差し出していて。

「こ、これは……？」

「…─亀きつ甲こう，」

　彼女は、なんと赤ちゃん用バスタブくらいの大きさを持った、天然物の『亀かめの甲こう羅ら』を掲げているのです。

「み、見れば解わかりますが……」

　しかもその『亀かめの甲こう羅ら』からは、まるでリュックサックのベルトの部分のように、縄なわが取り付けられていて、

「も、もしかして、これを背中に、背負うん……ですか？」

「…─無む論ろん，全すべての試し煉れんは、それを背にしたまま行われる」

「全ての試煉を、ですか!?」

「し、しかも、すごく重いんですぅ!?」

　僕に背負わせてくれようとしたのでしょう。サバトちゃんは両手で甲羅を持ち上げようとしているのですが、彼女の力では、僕の背中まで甲羅を持ち上げられず!?

「これを、僕が？　いや、しかし、これをつけたままだと、日常生活すらマトモに──」

「…─煩うるさい煩うるさい煩うるさい，試煉・修行といったら亀の甲羅を背負うが定め。口答えは許さぬ」

「りょ、了解しました」

　しかたなく、僕は『亀の甲羅』をよっこらしょと背負います。

「はぅ、桜さくらくん大だい丈じよう夫ぶなんですぅ？」

「う、うん。なんとか動ける、けど……」

　ずしりと身体からだに堪こたえます。しかし、これ程ほどの重さなら、全ての試煉を終え、地面に降ろした時、いったいどんな超パワーが僕のモノになるというのでしょう。これは期待できます。全ての試煉を乗り越えた時が、僕がドクロちゃんに再び出で逢あう時なのです！

　一方、ビスクちゃんはコチラの様子に小さく頷うなずき、コバルトブルーの髪を揺らし、

「…─十じゆう全ぜん，ならば汝なんじに課す試煉、その第一段階に入る」

　ついに願いへ至る道のりが、スタートするのです。




　　　　★




　かやぶき屋根の日本家屋。

　土つち香かおる土間で靴を脱ぎ、黒く磨みがかれた板の間に上がった僕達たちは部屋の中央、炭の熾おこった囲い炉ろ裏りを囲んでいました。

　上座に座っていたのは患者衣ペイシエントガウン、コバルトブルーの髪から二対のロックボルトを覗のぞかせたビスクちゃん。

「…─謹きん聴ちよう，汝には一つ、守らなくてはならぬコトがある」

　向かい合う下座に座る、亀の甲羅を背負った僕は、

「はい」

　と、ビスクちゃんへ姿勢を正します。右手に座ったザクロちゃんと左手のサバトちゃんは、今は僕とビスクちゃんのやりとりを注意深く見守ってくれていました。

「…─約やく定じよう，今後、我は草くさ壁かべ桜からの質問は一切受け付けない」

「わ、わかりました。よろしくお願いします！」

　奇妙なルールに一いつ瞬しゆんドキリとしてしまいますが、今は彼女の言葉に従うしかありません。僕は改めて居住まいを正します。

　──しかし、『ドクロちゃんに逢あうための試し煉れん』とは、いったいどんなものなのでしょう。

　再び逢うための試煉。

　予想するだけでも【朝、街角でぶつかってしまった転校生と教室でばったり出くわす試煉】や【魔ま王おうだと思っていた人物が、自分の実の父親の試煉】、そして【記き憶おくを失っていた恋人が、不意に今までのコトを思い出す試煉】などなど、かなり過酷なモノが考えられるのです。

　果たして十四歳、ただの中学二年生に過ぎないこの僕は、それら全すべてを乗り越えるコトができるのでしょうか、いや!!　どんなに困難で計り知れない試煉であっても打ち破らなくてはなりません！　不肖草くさ壁かべ桜さくら、やるときはやる男なのです!!　待ってて、ドクロちゃん。僕は必ずこの試煉を乗り越え、キミと再び巡り逢ってみせるから……ッ!!

「…─漸よう々よう，それでは用意を整える」

　コバルトブルーの髪に石灰のような肌を持つ天使は〈すっ〉と立ち上がり、家の奥へと消え、スグに大きなお皿を持って戻って来ました。

　それから彼女は、手慣れた様子で、

「え、ええと、ビスクさん？」

　せっせとお皿の上の物体を囲い炉ろ裏りの上に置かれた網あみの上に並べ始め。

「…─静せい粛しゆく，」

「静粛って、いや、でもそれって……」

〈ぱちぱち〉とはぜる炭の上でじりじりと炙あぶられるそれらの数は、両手足の指ではまったくたりません。一つ一つが握り拳こぶしくらいの大きさなそれは、

「〝おやき〟ですよね」

「…─如いか何にも，この疑似空間『アルターボリア』の名物なれば」

「はぅ！　おいしそうなんですぅ！」

　さっそく、炭火で炙られはじめた〝おやき〟からは香ばしい匂においが立ち上り始めます。

　一般的に〝おやき〟とは関東平野北部から信州あたりに分布する郷土料理の一つで、外見的には大振りのおまんじゅうを想像してもらえれば一番早いかと思います。そして大方の郷土料理がそうであるように、この〝おやき〟も変わった特色を持っており、なんとその中には甘いあんこ等のスイーツ的な物ではなく、その家々で作られたお漬け物やお総菜がぎっしりと入っているのです。つまり〝おやき〟は昔ながらのファーストフードとも言える料理で、僕も群馬のお祖父じいちゃん家に行った時には、良く食べたのですが──

「…─賞しよう味み，遠えん慮りよせず手を伸ばせ」

　先ほども言いましたように、僕ぼく等らの前に並べられた〝おやき〟は数がハンパではないのです。ビスクちゃんは実にさり気なく勧めてくれているのですが、『いったいこれはナニゴトなのか』と、僕は正直、硬直してしまっていて。

「はぅ、さっそくいただくんですよぅ!?」

　そこへ、瞳ひとみをキラキラさせながら両手を伸ばすのはサバトちゃん。なので、僕はザクロちゃんに視線を送りながら、

「じゃ、じゃあ、い、いただきます」

「では、わたくしも……」

　と、意を決して温かな囲い炉ろ裏りの上に並べられた〝おやき〟に手を伸ばした、

　まさにその時です。

「…─試し煉れん，その一」

「え？」

　ついに、僕へと試煉が課せられたのです！

「…─注ちゆう目もく，ここに並ぶ四十の〝おやき〟の中に一つだけ、一番スタンダードな〝野沢菜のおやき〟がある。それを見つけ出すコトが、草くさ壁かべ桜さくらに課された第一の試煉」

「この、中からですか？　い、いえ、あの、それは全然構わないのですが……」

　僕は思わず、疑問を口にします。

「……ここから〝野沢菜のおやき〟を探し出す試煉って、僕の願いといったいどんな関係が痛ァッ!!　ビ、ビスクさん!?　なんで急に、僕の頰ほおを平手でぶつんですか!?」

「…─叱しつ咤た，質問は受け付けないと言ったハズ。もし再び試し煉れんについて尋ねれば、我は容よう赦しやなく汝なんじをぶつ」

「は、はい！　すいません！　忘れてました！」

「…─追つい補ほ，一つだけ言っておくならば、これは『心眼の試煉』とも言われている」

　な、なるほどなのです！　それで少し合が点てんがいきました。これは『見た目は一いつ緒しよでも中身は違う。外見だけで物事を判断するべからず！　オマエのココロを試してやる！』という試煉に違いありません。絶対にそういう深い意味があるハズなのです。なにしろ今から僕が挑むのは不可能を可能にする試煉。その昔、壁にペンキを塗ったり車にワックスを塗ったりした少年が、カラテの大会で優勝したコトもあると聞きます。一見よく解わからないモノにも、深遠なる効能が隠されているモノなのです。ならば、やってやるのです！　待ってて、ドクロちゃん。僕は必ずこの試煉を乗り越え、キミと再び巡り逢あってみせるから……ッ!!

「じゃあ、サバトはこの〝おやき〟を食べられないんですかぁ？」

[image: ]

「─…然しか理り，これは草くさ壁かべ桜さくらに与えられた試煉なれば」

「はぅぅ、これは、サバトにとってもとても厳しい試煉なんですぅ……」

「ご、ごめんねサバトちゃん。でもほら、僕が一発で当てちゃえれば、残りは食べていいんじゃないかな」

　僕の言葉に、視線は逸そらしたまま〈こくっ〉と頷うなずいてくれるビスクちゃん。

「ほらね！」

「が、がんばるんですよぅ桜くんっ!!」

「よぉし、そうと決まれば！」

　まずは確認。〝おやき〟は網あみ一枚につき横四列、縦五列で並べられたモノが二つで、合計四十個。それらの大きさ、形、焼き色はどれもまったく同じに見えて──

「どれが、〝野沢菜のおやき〟なんだろう……」

　とりあえず、最初はフィーリングで──って、ダメです！

「これは『心眼の試煉』！」

　思わず声にも出します。そう、今は全すべてを『心の眼』で見なくては！　

「そうなんですぅ桜くん！　これは『心眼の試煉』なんですよぅ！」

「『心眼』、つまり、瞳ひとみではなく、心の眼で見るというコトです！」

「う、うん！　まかせて！」

　僕はサバトちゃんとザクロちゃんに親指を立てます。危ないところです。僕は神経を集中、目を閉じるのです。

「桜くん！　目を閉じて神経を集中させるんですぅ！」

「そして、桜さんはゆっくりと心の眼を開き……」

「ちょっと静かにしてて二人とも!!　やってるから！　僕も今、心の眼を開いてる真ッ最中だから!!」

「ご、ごめんなさいですぅ！　サバト、桜さくらくんを応援したくてぇ……」

「すみません、わたくしも、じっとしていられなくて……」

「ありがとう！　でもとりあえず、声には出さないで！」

　僕は神経を集中し直します！　するとどうでしょう。目を閉じていても、見える気がするのです！　これが『心眼』!?　ああ！　僕には〝野沢菜のおやき〟が見えるッ!!

「かー！」

　僕は叫んで、左の網あみに乗っている〝おやき〟、その一番左上を取ります！

「それでは〝野沢菜のおやき〟、いただきます!!」

　予感はミナギル確信へ！　〈むしゃり〉とかじって、〈もぐもぐ〉と口の中で味わえば、

「ほーぼわぁああああああー！」

　舌の上に落ちる電でん撃げき。

「はぁぁぅ！　桜くんが食べた〝おやき〟の中身がチラリと今、垣かい間ま見みえたんですぅ！　あれは、『エンジェル☆梅干し』の果肉なんですよぅ!?」

「ほ、本当ですかサバトさん！　『エンジェル☆梅干し』とは、本来ならば天界の奥深くに住まう荒くれ竜が、荒くれ過ぎて岩に激突し、気を失った時に意識を取り戻すために食べると言われるとてつもなく酸すっぱい梅干しです！　それをただの人間である桜さんが口にしては、い、命にかかわります……！」

「はぅッ！　見ているコチラの口の中にも、唾だ液えきがものすごい勢いで湧わいてくるんですぅ！」

「も、もうおやめください桜さん！　桜さんは頑張りました！　だから、もうその『エンジェル☆梅干し』入りの〝おやき〟を置いてください！　……え？　なんですか桜さん。『この〝おやき〟はビスクちゃんの手作りだから、残すワケにはいかない！』……だなんて、桜さん、立派です!!」

「はぅ！　あと、あと一口なんですぅ！」

「ぁあ、桜さん、お見事です！」

「…─続ぞつ行こう，次を選べ」

「は、はい……！（口を×の形にしながら）」

「頑張ってなんですぅ桜くん！」

「是ぜ非ひ、今度こそ心の眼を開いてください！」

「ありがとうサバトちゃん、ザクロちゃん……！」

　なんとか〝エンジェル☆梅干しおやき〟を食べきるコトができた僕の前には、依然三十九個の〝おやき〟。この中に一つだけあるという〝野沢菜〟を早く見つけなければ、僕、本当に壊こわれちゃう。たぶん、おそらくこれは、スタンダードなモノほど見つけ出すのが難しいという暗あん喩ゆなのです。いや、違うかもしれません。とにかく、ここはココロの眼も大切ですが、それを生かすためにも智ち恵えを絞らねばならないでしょう。僕は脳内の辞典を総動員です。記き憶おくによれば〝野沢菜のおやき〟とは、中にお漬け物の野沢菜を直接〈ぽいっ〉と入れるわけでは無く、いったん野沢菜をフライパンなどで醬しよう油ゆ味でいためて、練った小麦粉にくるんで蒸してから焼くモノ。

　というコトはある程度、匂においで判断出来るのでは……？

「よぉし！」

　そうとわかれば、僕は並んだおやきに顔を近づけ、心眼を開きながら同時に、匂いを確かめます！

「くんくんくん！　くんくんくん！」

「こ、これが、桜さくらさんの『心の眼』……!?」

「はぅ!?　さ、桜くん、がんばってくださぃなんですぅ!?」

　そして、

「こ、これだー！」

　僕の嗅きゆう覚かくと、ココロのヒトミが探り当てたのは右の網あみ、左から二番目、上から三番目の〝おやき〟！　そこからは、確かにお醬油の香ばしい香りが立ち上っているのです！　あと『心眼』もここだって言っているのです！

「それでは、今度こそ〝野沢菜のおやき〟、いただきます！」

　予感はミナギル確信へ！　〈むしゃり〉とかじって、〈もぐもぐ〉と口の中で味わえば、

「ほーぼわぁああああああー！」

　舌の上に落ちる電でん撃げき。

「はぁぁぅ！　桜くんが食べた〝おやき〟の中身がチラリと今、垣かい間ま見みえたんですぅ！　あれは、『エンジェル☆ねり梅』なんですよぅ!?」

「ほ、本当ですかサバトさん！　『エンジェル☆ねり梅』とは、本来ならば天界の海の奥深くに住まう荒くれ大王イカが、荒くれ過ぎて海底に激突し、気を失った時に意識を取り戻すために食べると言われるとてつもなく酸すっぱいねり梅です！　それをただの人間である桜さんが口にしては、い、命にかかわります……！」

「はぅッ！　見ているコチラの口の中にも、唾だ液えきがものすごい勢いで湧わいてくるんですぅ！」

「も、もうおやめください桜さん！　桜さんは頑張りました！　だから、もう〝おやき〟を置いてください！　……え？　なんですか桜さん。『この〝おやき〟はビスクちゃんの手作りだから、残すワケにはいかない！』……だなんて、桜さん、立派です!!」

「はぅ！　あと、あと一口なんですぅ！」

「ぁあ、桜さん、お見事です！」

「けれど、二度あるコトは、三度あるっていうんですぅ！」

「おそらく、次の一手が、桜さくらさんの運命を決めます！　桜さんファイトです！　次が『エンジェル☆梅』系列だった日には、これはもう──」

「やめて！　変な前振りはしないで!!　もう僕もどうしたらいいのかわからない！」

「…─少しよう憩けい，もし、腹が一杯になり苦しくなったら休め」

「あ、ありがとうございます」

　各種〝おやき〟製作者、ビスクちゃんは憂ゆう鬱うつそうな中にも優しい言葉をかけてくれるのです。

　が、

「…─光こう陰いん，心配は無用。この世界では時間はワズカにしか進まない。たとえ一年いたとしても外の世界では五分にも満たぬ。時間はある」

「え……？」

　時間が僅わずかしか進まないというコトは、そんなに慌てず急がなくても大だい丈じよう夫ぶだというコトです。さっすがバベルちゃんのアイテム。そういう痒かゆいトコロに手が届くトコロが──って、あれ……？　待ってください。というコトは、それは裏を返せば、クリアーしなければいつまで経たってもドクロちゃんに逢あえないというコトなのでは……!?

「つ、次行きます！」

　そして、

「はぅぅっ！　ようやく、ようやく桜くんが〝野沢菜のおやき〟に辿たどり着いたんですよぅ！」

「あまりにも長い道のりでした、桜さん！」

「はぅ、まさか、あの後『エンジェル☆干し梅』[image: ]『エンジェル☆もずく酢』[image: ]『エンジェル☆レモン』[image: ]『エンジェル☆黒酢』[image: ]『エンジェル☆キウイフルーツ』と来てぇ……」

「もう一度『エンジェル☆梅干し』に戻り、次に〝野沢菜〟に辿り着くなんて、さすが桜さんです！」

　そうなのです。すっぱくなく、とても美味おいしい〝野沢菜〟のおやきを〈しゃくしゃく〉と完食した僕は安あん堵どのお茶をすすっていました。

「…─見み事ごと，第一の試し煉れんクリアー」

　ビスクちゃんもようやく小さく頷うなずいてくれます。

「…─論ろん究きゆう，なにか感想はあるか」

「え、ええと……」

　ビスクちゃんの問い掛けに、僕は感じたままを口に出してみます。

「最初は、どれが野沢菜かを探してたんですが、そうじゃなくて、この〝おやき〟には、ナニが入っているんだろうって、気にし始めたら、なんとなく……」

　そして、僕が言葉を途切らせれば、

「…─成なる程ほど，ご苦労だった。では、サバト、好きなモノを食せ」

　ビスクちゃんは、サバトちゃんを促します。

「は、はぅ……、でも、なんだか今となっては、手が出にくいんですぅ……。サバトはすっぱいものが苦手な女の子なんですぅ。それに、サバトは桜さくらくん以上のリアクションも──」

「いや、リアクションとかは……」

　と、僕と天使達たちが談笑していると、

「…─試し煉れん，その二。『カステラ・シルエットクイズ』」

「へっ？」

　見ればいつの間にでしょう、和紙を貼はった障子の前に座っているビスクちゃん。その奥では蠟ろう燭そくが揺れていて、そこにはぼんやりと四角いシルエットが!?

「こ、これずっと前にドクロちゃんとやったコトがある!?　こっちがオリジナルだったの!?　けど、ちょっと待ってください。この『カステラ・シルエットクイズ』と、僕が叶かなえたい望みの間に痛ァッ!!　どうして僕の頰ほおを平手でぶつんですか!?」

「…─叱しつ咤た，質問は受け付けないと言ったハズ。もし再び試煉について尋ねれば、我は容よう赦しやなく汝なんじをぶつ」

「まだ、質問するかどうかは、解わからなかったのに……」

「…─追つい補ほ，一つだけ言っておくならば、これは『真理眼の試煉』とも言われている」

「かぶってますよね!?　最初の試煉が『心眼の試煉』で、二つめが『真理眼の試煉』て、だいぶ内容がかぶってますよね!?」

　しかし視線を逸そらしたまま無言のビスクちゃん！　そ、そうです、きっとこの試煉にも深い意味があるハズなのです。なにしろ今から僕が挑むのは不可能を可能にする試煉！　その昔、バナナやおじやや炭酸の抜けたコーラをたくさん飲んだ格かく闘とう家かがカラテの大会で優勝したコトもあると聞きます。一見よく解らないモノに、深遠なる効能が隠されているモノなのです。ならば、やってやるのです！　待ってて、ドクロちゃん。僕は必ずこの試煉を乗り越え、キミと再び巡り逢あってみせるから……ッ!!

　固い決意を胸に、やおら立ち上がった僕は、障子に浮かぶ四角いシルエットを指さし、

「抹茶味！」

「…─不ふ正せい解かい，」

「チョコレート味！」

「…─不ふ正せい解かい，」

　次々と、試煉を突破していくのです……!!







[image: ]

　ごわごわっとした紙製の患者衣ペイシエントガウンに身を包む天使、ビスクちゃんが両手に操る魔ま法ほうのアイテム、『攻こう性せい有刺鉄線　大おお葉は刈がり之の列つらなり』は、

「…─疾しつ駆く，…─奔ほん走そう，…─追つい逐ちく，逃げるだけでは、我に触れることは不可能」

　荊いばらの鉄てつ条じよう網もうとなり、波は濤とうの如ごとく僕へとウネリ迫ります！

「そ、そんなコト、言われてもぉ……！」

　茜あかね空ぞらの下。ちょっとした野球グラウンドほどもある円形舞台の縁ギリギリを走る僕は、次々とビスクちゃんの手から放たれる集団毒蛇の如き鉄線をなんとか回かい避ひ成功するも、背負った甲こう羅らの重さもあり、既すでに息がキレギレなのです！

「…─黙もく止し，我は汝なんじの弱音を聞きたいのではない」

　今や舞台上はビスクちゃんを中心に、鉄線で編まれた蜘蛛くもの巣のよう。

「…─無む益えき，多少は動けるようになったとしても、…─所しよ詮せん，それだけのコト」

　逃げ惑いつつ走り抜け、なんとか舞台上に設置された【壱符いちのふ】と【貳符にのふ】の釦ボタンを叩たたき、洋燈ランプを点灯させるコトが出来るようになった僕ですが、ビスクちゃんに一番近い【参符さんのふ】には未いまだ近づくコトすらできない始末。なおかつ、【四符よんのふ】を頭上に乗せたビスクちゃんは僕と相対してからまだ一歩も……いえ、そのコバルトブルーの髪さえ〈そより〉ともさせていなくて、

「でも、ここまでくれば、とりあえず──」

　僕は再び【壱符いちのふ】──それはぶっちゃけ、脚つきの小テーブルに乗せられた、早押しクイズの解答ボタン──まで後退、ビスクちゃんから距きよ離りを取って息を整えます。

　本来、『攻こう性せい有刺鉄線　大おお葉は刈がり之の列つらなり』とは、縒より合わされた針金に鋭利なトゲを植え付けた流血デスマッチ必至のシロモノ。しかし、それではプロのレスラーでも無いタダのニンゲンである僕は容易に事故死してしまうため、引っ込められていました。が、それでも容易にビスクちゃんの【四符よんのふ】へと、そればかりか、その手前にある【参符さんのふ】にさえ、たどり着けるものではなく、

「う、うわぁああッ！」

　さらに、コチラへと浸食してくる『大おお葉は刈がり之の列つらなり』に僕は追い立てられ、円形舞台に沿う軌道で再び走り始めるのですッ！

「…─戦せん域いき，舞台上全すべてが真剣の場。努ゆめ々ゆめ気を抜けば──」

「今だぁッ!!」

　瞬しゆん間かん〈だだん！〉と脚を鳴らし、僕は突如の急カーブ！　寸前で石舞台にめり込み、投と網あみ状に広がった有刺鉄線『大おお葉は刈がり之の列つらなり』の上を、アスレチックコースのロープ坂を昇るようにして一気にダッシュ!!　もはやビスクちゃんの持つアイテムの頑健さを逆手に取るコトでしか、ここに勝機などなく、

「ビスクちゃんと、【参符さんのふ】が一直線に結ばれる、このタイミング……!!」

　狙ねらったのは、彼女にとって逃げ回っていた僕が突然一直線に向かってくるという不意の軌動！

「もらったぁ！」

　そして、『大おお葉は刈がり之の列つらなり』上を直進する僕の右手が【参符さんのふ】の釦ボタンを叩たたこうと振り下ろされた、

「…─絶ぜつ甘あま，」

　その瞬しゆん間かん。

「えっ？」

　ピンと張られていた鉄線が急にたわむコトにより、

「うわぁっ！」

　崩れる足元のバランス。刹せつ那な、再び〈びぎゅん〉と張られる鉄線の網あみ。まるでゴム膜に弾はじかれたボールのように僕は宙を舞いッ!?

「ひぃぃーいいいええええ────………！」

【貳符にのふ】、【壱符いちのふ】の上空を越えて高く描く放物線、僕はそのまま円形舞台を行き過ぎて。

「桜さくらさん!!」

「はぅ、桜くんが場外なんですぅっ！」

　舞台の隅に作られた応援席のサバトちゃんとザクロちゃんの頭上をも越え、〈どっぼーん〉と水柱を立て着水するのは、

「ひぃぃいいあああちちちちっ！　熱いぃ！　誰だれか、誰かぁぁッ！」

　ヘルプミー！　ヘルプミー！　ここは耐えられるギリギリの熱湯風ぶ呂ろなのです!!

「ただ今、お助けいたします！」

　──東の森の奥深く。ひっそりと湯煙をあげていたのは温泉の湖でした。そう、この疑似空間にやって来た時に見えていた蒸気を上げる森とは、この湖と、そこから立ち昇っていた湯煙だったのです。

「あーぅぅう……」

　一方、ザクロちゃんの『エッケルザクス』に円形舞台上へと〈ずるずる〉救助される僕は既すでにとっても良い湯加減。『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』内に湧わき出ていた温泉はセ氏六十度の高温でした。湧ゆう出しゆつ量りよう毎分四二〇〇リットルを誇る熱水が作り出す熱気と湯気は、温泉湖のど真ん中に浮かぶ円形舞台上を覆おおっては風に流されて行き──

「…─終しゆう局きよく，本日はこれまで」

　二人の天使に両側からウチワでパタパタと扇あおがれつつ、仰あお向むけに横たわったまま湯気立つぐっしょりの僕へ、そう告げにやって来たのは『攻こう性せい有刺鉄線　大おお葉は刈がり之の列つらなり』を収めたビスクちゃん。

「い、いやです」

　けれど、僕は上半身を動かして、

「まだ、やれます、やらせてください！」

　海碧色コバルトブルーの視線を逸そらしたままのビスクちゃんへと、顔を上げれば。

　一拍後、

「…─休きゆう憩けい，」

　彼女の言葉に安あん堵ど。同時に僕は後頭部を〈ずごし〉と地面に打ち付けるが如ごとく脱力[image: ]再び仰あお向むけ状態へ。

「はぅ、桜さくらくん！」

「ご無理なさらないでください……！」

「ぅぅうー」と僕は二人に返事をし、しかし、なんとか身体からだ中じゆうから再戦のための力をかき集めます。そう、この試し煉れんを乗り越えなければ、僕はいつまで経たってもドクロちゃんに逢あうことは出来ないのです……!!

　──今を遡さかのぼること六日前、〝おやき〟と〝カステラ〟をたらふく食べてしまい、まったく動けなくなってしまった僕は部屋に案内され、ぐっすり眠り込んでしまいました。

　そして翌日。目覚めた僕の前には、前日に増して様々な難関が待ち構えていたのです。

『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』の統括者、コバルトブルーの髪からロックボルトを生やした天使、ビスクちゃんの要求は過酷を極めました。

　ある時は『鈴が鳴ったら鈴カステラ。銅ど鑼らがなったらどら焼きを、間違えないで連続十回食べる試煉』を乗り越え、ある時は『小麦粉の中にあるアメを口だけを使って救出、全すべて舐なめきる試煉』を撃げき破はし、またある時には『中身の見えないハコに手を入れて、中に何が入ってるのか触っただけで当てて、その後それを食べる試煉』などなどなど、クリアーする側そばから、僕は試され続けたのです。

　何なん度ど、顔を真っ白く粉だらけにしながら『ああ、この試煉にはどんな意味が！』と叫んでしまいそうになる気持ちをぐっと堪こらえたコトでしょう。

　幾いくたび、ぐにょぐにょと生暖かい箱の中身をいじくりながら『自分が立ち向かっているこの試煉にはいったいどのような深い真理が隠されているのだろう』と想像を巡らせたコトでしょう。

　僕はドクロちゃんに出逢える日を信じて、それらを耐え抜き、乗り越えて来たのです。

　そして今から二日前、

「…─到とう達たつ，これが最後の試煉」

　迎えたのは実に七十八番目の苦難。

『最後』という言葉に新たな力が湧わき起こる僕の前に立ちはだかったのは、この四日間、ずっと僕から視線を逸そらしたままの天使、ビスクちゃんでした。

「…─唯ゆい一いつ，この円形舞台上にて【壱符いちのふ】【貳符にのふ】【参符さんのふ】を起動、その後のちに我の頭上にある【四符よんのふ】に触れよ。成功すれば、汝なんじの修行は完成する」

　それはトコトン単純で、しかしそれ故ゆえに果てしなく難しいモノでした。

　なにしろ彼女は『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長、バベルちゃんの側近にして彼女の護衛を司つかさどるという天使なのです。

　試し煉れん開始から今までに、温泉に落とされるコト三十四回。試煉中に取った睡眠は二回。これだけの時間をかけてなお、僕は【貳符にのふ】までクリアーするのがやっとという状態なのです。

　確かに成長はしています。けれども、達成条件である『ビスクちゃんの【四符よんのふ】に触れる』コトが、いつになったら出来るのか、皆かい目もく見当がつかないのが現状。

　このままでは、いったいいつになったら──

　と、仰あお向むけになってぐるぐる思考していた僕の頭上に、誰だれかの気配。

　首を動かし視線を向ければ、そこには、

「……──，」

　コバルトブルーの髪、頭の上に【四符よんのふ】と書かれた札と洋燈ランプを乗せた患者衣ペイシエントガウンのビスクちゃんが、立っていて。

「ど、どうしたんですか？」

　僕は、視線をそらしたままの彼女を覗のぞき込みます。すると、

「…─先さき程ほど，我のアイテムの上を真まっ直すぐ走り【参符さんのふ】に触れようとしたあの動き」

「は、はい」

「…─謹きん賛さん，なかなかに、良かった」

「あ……、ありがとうございます！」

　これは、見込みアリというコトなのでしょうか。思わず膝ひざをつき、立ち上がろうとすれば、

「…─再さい開かい，」

「はいっ！」

　僕はビスクちゃんに先んじて円形舞台を走り、片隅に設置されていたテーブルへ。

　その上にずらりと並んだ道具の中から戦いに必要な道具を探します。これらの中から、僕は好きなだけアイテムを使って良いというコトになっているのです。ざっと視線を走らせ、『軍手（かたっぽ）』、『三十センチものさし（竹製）』『ストロー（じゃばら付き）』『サランラップの芯しん（ロングタイプ）』『体温計（ケース付き）』などなど、ありとあらゆるツールの中から、

「そうだ!!」

　僕は今回『輪ゴム（一箱）』と『スーパーボール（大きめ）』、それから『孫の手（竹製）』と『ガムテープ（布タイプ）』＆『指サック（いぼいぼ付き）』をチョイス！

　そして①輪ゴムをつなぎ合わせ鎖くさりを作り、②片一方にガムテープでスーパーボールをくっつけ、③もう片方を孫の手に結び、④それを指サックをした手でつまめば、

「完成！　これこそ僕のアイテム『最強クサリガマ』だー！」

　円形舞台へとやってきたビスクちゃんに対たい峙じ、ぶんぶん振り回すのです。

　これは、イケル……！

「…─開かい始し，」

　同時に身体からだは動き出します。

　まずは【壱符いちのふ】。学んだコト、必要なのは鉄てつ条じよう網もうが仕掛けてくるフェイントの見み極きわめ。僕だったら僕をどう責めるか、そこに想像力を働かせて……。

「ここだー！〈ぴんぽーん！〉」

　次に【貳符にのふ】。体感したコト、重要なのはコチラのフェイント。迫り来る『大おお葉は刈がり之の列つらなり』を前にいかに素早く、それこそ電光石火の勢いで釦ボタンに至る複数の正しい道を見つけ出すか。さらにはその中から、相手が想像する僕にとっての最善の一手を予想し、それに沿う挙動でいかに相手を欺あざむくか……。

「僕はこっちだ！〈ぴんぽーん！〉」

　続いて【参符さんのふ】。ようやく見つけ出したコト、それは死線に活路を見み出いだす度胸。自分なら出来るという自信を心の真ん中に据え、正面から切り込んで初めて相手と対等になり、クリアーへの道は拓ひらけるのです。

「どうだぁっ！〈ぴんぽーん！〉」

　ついに、【参符さんのふ】達成しましたぁッ!!

　そして最後に立ち向かうは【四符よんのふ】。僕はビスクちゃんに向き直り──

「って、ちょ、ちょっと待って!?　こっから先はどうやって進んで良いか、まだ解わかってないよッ!?　し、しかたない、僕はこの『最強クサリガマ』の力を信じるッ!!　行くぞぉぉ、食らえぇぇ（中略）うわぁぁああああ！〈どっぼーん〉熱ッ！　熱いぃぃ！　誰だれか助けてぇ……!!」

「…─終しゆう符ふ，汝なんじはあまりにも疲れている。本日は、これまで」




　　　　★




　僕達たちが寝泊まりさせてもらっている、かやぶき屋根の一軒家。

　その裏手、紺色に染められた長い暖の簾れんをくぐった先にある、周囲を板いた塀べいに囲まれたヒノキ造りの露ろ天てん風ぶ呂ろは、

「うぅぅぅうううあああああああ──……」

　湯船だけでも僕の部屋よりずっと広くて。

「ふぅぅう……」

　底が見通せないくらい白く色づくお湯に首までつかりながら、ぐてっと首の力を抜いて空を見上げれば、そこには相変わらず黄昏たそがれ色いろ。こうして見てみると、夕焼けに赤く燃える黄金色の雲も、ここに来たときからまったく動いていない気がするのです。

「もしかするとあれ、風景画なのかなぁ」

　お湯の熱さは、身体からだのあちこちにある細かな擦すり傷へじんじんと染しみ入ります。けれど、この温泉の成分は〝刀傷・切り傷〟にも良く効くらしいので、ここはじっと我が慢まんの子。

　全身からは、疲労と倦けん怠たい感かんが溶け出していきます。

　温泉のありがたみを僕は今、ココロのそこから感じていました。この露ろ天てん風ぶ呂ろがあるからこそ、僕はなんとか試し煉れんを続けていられると言っても過言では無いのかもしれません。

　ひょっとしたら、

「『天使の憂ゆう鬱うつ』を癒いやすっていう『ルルティエ温泉』も、こんな感じの場所なのかもー」

　あり得る話です。確かにこの気持ちよさなら、自分自身を見つめ直し、個性を取り戻せるのではないでしょうか。

「それにしても、いつになったらクリアーできるんだろうなぁ」

　僕はゆっくり目をつぶり、深く吸った息を吐はき出しながら、

「そもそも、ここでの試煉を全すべて乗り越えると、なんでドクロちゃんに逢あえるんだろう……」

　なんだか眠たくなってきた頭で、たわいもないコトを呟つぶやいてみます。

「ひょっとしたら、ドクロちゃんがバベルちゃんに連れて来られるとか」

　いやいや、あのいつも唐突な天使のコトです。このタイミングで「まっさかー！」とか言って、急にお湯の中から現れたりしちゃって、それから「きゃっ！　なんで桜さくらくん、ボクが入ってるお風呂に!?」「ち、違うよ！　ここは僕が先に入ってて──」「いやぁぁんん！　桜くんのえっちー〈ぎゅすぼー！〉」ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪　なんて──

　あ、だめです、ちょっと泣きそうです。僕は慌てて顔を洗って目をこすり、涙を堪こらえます。

「早く、最後の試煉を乗り越えなくちゃ……」

　僕は自分に気合いを入れ直します。そう、ビスクちゃんの【四符よんのふ】まではもうちょっとなのです。あと僅わずかで、僕は自分の望みを叶かなえるコトができるのです。

「よしッ！」

　そしていったん、重たい亀かめの甲こう羅らごと熱いお湯から上がって、身体を冷まそうとした、その時。




〈ちゃぷん……〉




　と、この露天風呂の奥。中央にある岩山の反対側から響ひびいた水音。

「へ？」

　僕以外に、今、このお風ふ呂ろに入っているヒトは、いないハズで。

「え、あ、だれか、いるん……ですか？」

　思わず湯船の中につかり直し、呼びかければ、




「桜さくらくん、なの……？」




　岩陰から聞こえたのは、

「え……？」

　聞き間違えのハズがないのです。だって、体内で革命レボリユーシヨンが起こったのかと思いました。

「そ、そんな、まさか!!」

　凜りんと、銀色の鈴が鳴るかのように涼やかな声音。一いつ瞬しゆんで僕の細胞という細胞一つ一つをオートプレイで決起させてしまう、この声は、

「し、静しず希きちゃん!?」

　僕が片かた想おもいしてやまないクラスメイト、幼なじみにして同じく十四歳の女の子しかあり得ないッ!?

「なんで、なんでここに静希ちゃんがいるの!?　だ、だってここはバベルちゃんが持ってた隠し温泉『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』で巻き起こったぶらり郷土のグルメ旅・湯煙の向こうに隠された若わか女将おかみ叙述トリックの試し煉れんなのに!?」

　一方、問い掛けられた静希ちゃんはオズオズと、

「あのね、とってもいい温泉があるから、よろしかったらぜひどうぞって、学校帰りに知らない女の人に声を掛けられて……」

「だめだよ静希ちゃん！　知らない人に誘さそわれたまま温泉とかに来ちゃったら!!」

　なのに、白い湯から肩を出した静希ちゃんは、

「ねえ桜くん、それより私、そっちに行ってもいい？　こっちのお湯、とっても熱くて、だんだん頭がのぼせて来ちゃったの……」

「な……ッ!?」

　返事をする間もありませんでした。静希ちゃんは湯船の中で体勢を変え、ゆっくりと、しかしどんどんコチラへと近づいて、来てぇ!?

「ちょ、ちょ、ちょ……!!」

　こ、このままでは、僕は片想い相手と、二人っきりの混浴なのです!?　いや、そもそも僕は最初から静希ちゃんと一いつ緒しよのお風呂に入ってますので、これは現実ユエにビデオでもＤＶＤでもないからして、一時停止などできようもないのです。

　そして、ついに、湯煙の向こう。

「ごめんね、桜くん……」

　視界の中に姿を現したのは、頰ほおを火ほ照てらし、はにかむように微笑ほほえむ、僕の想おもい人。

「（はぁぁぁぁぁぁああああッ!!）」

　静しず希きちゃんから波紋が生まれて湯船の中で湯が揺れて、僕の肌をやさしく撫なでます。確かに、僕と静希ちゃんは一つのお湯で繫つながっているのです。ああ、なぜ誰だれも静希ちゃんがここにいると、一分前でもいいから僕に教えてくれなかったのでしょう。もしそれを知っていたならば、僕はいたって紳士的ジエントルに彼女と接することが出来たハズ。しかし、現実はどうでしょう。僕ときたら、背中からジェット推進の如ごとく噴き出る金粉入りの『桜さくら汁じる』により静希ちゃんの方向へと突進してしまわぬよう、湯船の中でぶるぶると脚を踏ふん張っているコトしかできていないのです。

「桜くん」

「な、なに？」

　彼女はふいに、僕に視線を絡からませて来ます。
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「桜くんは、ここでなにしてるの？」

「え、あ、あ、えーと……！」

　まさか、湯船から溢あふれ出し始める大量の『桜汁』に気付かれぬよう、なんとか体内に戻そうとシックハックしてたなんて静希ちゃんに言えるワケがありません。僕がもごもごと言い淀よどんでいると、

「桜さくらくん、ずっと学校に来てなかったから、クラスのみんなも心配してたんだよ？」

「え……？」

「一週間も連絡取れないなんて、どうしたの？」

「い、一週間ッ!?」

　静しず希きちゃんはいったいナニを言っているのでしょう。一週間？　そんなハズが、ありません。だって、ビスクちゃんは言ったのです。ここでいくら時間を過ごしたって、現実世界では、一いつ瞬しゆんだと。

「あ、あのね静希ちゃん！」

　僕は彼女へと説明します。帰還してしまったドクロちゃんに逢あう方法があるかもしれないコト。僕はそのためにここ『アルターボリア』という魔ま法ほうのアイテム内の疑似空間で数々の試し煉れんを乗り越えている最中で、この中ならば時の流れがゆっくりだから安心だと、聞いていたコトを。

「桜くん、それって……」

　黙だまって僕の話を聞いていた静希ちゃんは、〈ちゃぷっ〉と、ゆっくり首を傾かしげるようにして、

「……どうしてもやらなくちゃ、いけないの？」

「え？」

　同時に、身を乗り出してくるように近づいてくる静希ちゃん。僕は慌てて顔を逸そらします。そして、

「ドクロちゃんて、もう二度と桜くんに逢えないのを解わかってて、行っちゃったんだよね」

「ッ!?」

　お湯が動いて波を立て、それで静希ちゃんが僕のすぐ隣となりにやって来たコトが、解るのです。

「話を聞いた限りだと、きっとドクロちゃんもすごく悩んで、でも、桜くんを助けたいから、『未来の世界』に帰ったんだと思うの」

　彼女が湯の中で動けば、それが僕へと伝わって、

「それなのに、桜くんがドクロちゃんにもう一度逢いに行って、いいのかな」

　声は、すぐに耳元。

「ドクロちゃんが一大決心をしたのに、そんな彼女の想おもいを揺らがせるようなコトをするのが、正しいコト、……なのかな」

　囁ささやきは、僕だけに届きます。

「……私は、行かない方が、いいと思う」

「静希、ちゃん……」　

　僕の思考は麻ま痺ひしたまま、ただ、片想い相手の女の子の声に、聞き入っていました。

「一いつ緒しよに、元の世界に帰ろう？」

「ま、まって静希ちゃん！」

　その想おもいをそっと両手で握りしめ、僕は、

「確かに、ドクロちゃんは凄すごい決心をして行ったんだと、思う」

　背後の静しず希きちゃんへと、伝えます。

「けれど、僕は知ってる」

　ソレは僕の中にあった、ナチュラルな確信。

「ドクロちゃんは、僕をきっと待ってる」

〈たぷん〉と、背後の静希ちゃんが微かすかに動きました。

「僕はそれを信じられるんだ」

　湧わいて出て来る心のままを、僕は言葉にするのです。

「僕とドクロちゃんは人間と天使だから、いつかは必ず離はなればなれにならなきゃいけないんだと思う。ひょっとしたらそれが今なのかもしれない。けど、こんな別れ方じゃだめなんだ。僕はまだ、ちゃんと彼女に自分の言葉を伝えてない。そんなまま、もう二度と逢あえないなんて……」

　それから、ゆっくりと振り返って、静希ちゃんを正面から、きちんと見て、

「僕は、ドクロちゃんに逢いたいんだ」

「……そう、なんだ」

「静希ちゃん？」

「だったら──」

　その瞬しゆん間かん、〈とぷん〉と彼女は、僕の目の前で、立ち上がりッ!?




「…─見事，桜さくらくん、最後の試し煉れんも合格だよ？」




「へっ？」

　突如〈ぼうん！〉と、静希ちゃんが白煙に包まれ、

「えええぇぇーッ!?」

　温泉の上昇気流で視界が晴れれば、そこにいたのは、

「ビ、ビスクさんッ!?」

　アップにまとめたコバルトブルーの髪にロックボルト、紙製の患者衣ペイシエントガウンこそ着てはいませんが、タオルを身体からだに巻いた管理人天使！　しかも、その左右の水面からは、

「はぅぅぅ、よかったんですぅ！〈ざばーっ〉」

「わたくしは桜さんを信じていました！〈ずざばーっ〉」

　同じくタオル姿のサバトちゃんとザクロちゃんが相次いでお湯の中から姿を現してッ!?

「な、なんなの!?　どうしてみんなここにいるの!?　あれ!?　静希ちゃんは!?　静希ちゃんはどこッ!?」

　あっというまに満員になる湯船。しかし、もう僕にはナニが起こっているのか理解できません！

「…─達成，これにて試し煉れんは終局に至った」

「試煉、が……？」

「…─糊こ塗と，円形舞台での試煉は半ば、汝なんじ、草くさ壁かべ桜さくらをここまで追い込まんがためのモノ」

「えっと、どういう、コトですか？　静しず希きちゃんはどこにいったんですか!?」

「…─静せい虚きよ，少々落ち着け」

〈ざりざりざりざりざりざりざり〉

「了解！　了解いたしました！　ですからトゲを引っ込めていない有刺鉄線を僕に絡からませず、どうぞしまってください！」

「…─終しゆう決けつ，汝はミゴト【参符さんのふ】に触れた。そもそもは円形舞台での試煉はその時点で達成されていたもの。我の【四符よんのふ】に触れよという部分は、いわば戯ざれ言ごと。ヒトの子に可能なコトではない」

「そ、それはつまり、どういうコト、ですか……？」

「…─詰つま理り，これにて汝に課せられた全すべての試煉は達成され、願いは成じよう就じゆの時を迎えたというコト。今、その願いは叶かなう」

「僕の、願いが……」と、僕がつばを飲み込めば、

「…─徴ぜん兆ちよう，それはとうに汝の身体からだに出始めている」

「へ？」

〈はっ〉と僕はなにかに気が付き、立ち上がっていた自分自身を見下ろします。

「な、ひぇ、ふえええっ!?　こ、これはなんなんですか!?　僕、光ってるッ!?」

　そう、なんだか神聖な感じに、中学二年生の肉体は白く輝かがやき始めているのです。

「…─極きよく地ち，汝は尋常には越えられぬ壁を突破した」

　心なしか、ビスクちゃんは満足げに言葉を紡つむぎます。

「…─来らい現げん，それは人間が天使として存在できる唯一の手段。『天エンジ使エル・レ憑ムナント』という境地」

「エンジェル・レムナント……!?　え、あ、わ、ちょッ！」

　眩くらむような光彩。次の瞬しゆん間かん、身体を取り巻いていた輝きは一気に上方へと集まり、爆発するように〈びきゅんっ！〉と、波紋を打つように凝ぎよう縮しゆくすれば、

「こ、これって、もしかして……」

　見まごうことなき円形、それは金の輪、

「天使の、輪っか!?　えええッ!?　僕の頭の上に、みんなと同じ輪っかがぁぁ!?」

　いくら頭を〈ぶんぶん〉とヘッドバッキングしてもついてくる頭上のエンゼルリング。すっごい頭のてっぺんがムズムズいたします！　でも、でもでもでも、

「これって、本当にこの天使の輪っかなんですか？　本物なんですか!?」

「…─無む論ろん，」

　ビスクちゃんは自分の手に巻き付けた『攻こう性せい有刺鉄線　大おお葉は刈がり之の列つらなり』を僕の頭上に伸ばし、輪っかに絡からめて〈くいっ〉と引っ張り、ずらしてみれば、

「うごあぁあああ！　お腹なかが痛いぃぃ！　本物だ！　本物なんだ!!　僕、天使になっちゃったんだぁッ!?」

〈ずごぎゅぅぅむむむむー〉とぶるぶる震ふるえるお腹を抱えてお湯の中に沈む僕。ドクロちゃんやサバトちゃんは、いつもこんなに辛つらい状態に……!?

「…─然しか理り，今のドクロには、天使でなくては逢うことは叶わない。想おもい人に逢あうという願いは、これで成じよう就じゆする」

「も、もしかして、だから、バベルさんは僕に、あのアイテムを……」

　ビスクちゃんから天使の輪っかを返してもらった僕は、自身の変化、水面に映ったゴールドのリングを何度も何度も確認します。

「…─心しん髄ずい，すべての試し煉れんは汝なんじを『天エンジ使エル・レ憑ムナント』に至らせんが為ためにあった」

「は、はい！」

「…─険けん路ろ，試煉の一つ一つが研けん鑽さん。汝の身体からだは苦難を乗り越える度たびに、天使への道程を刻み込んでいた。すなわち五感、〝視覚〟、〝嗅きゆう覚かく〟、〝触覚〟、〝味覚〟、〝聴ちよう覚かく〟を磨みがき、ついには〝正しい心〟を手に入れるに至った」

　神妙に頷うなずく僕へと、視線を逸そらしたままのビスクちゃんは続けます。

「…─宿しゆく望ぼう，どれだけの窮きゆう地ちに陥おちいろうとも、その上で、自らの強い意志を貫く覚悟。それが汝を、個性ある〝天使〟たらしめる」

「そうだったんだ……。いつもなにかしらを食べていた、あの数々の試煉が──」

　僕はそこで〈はた〉と気が付きます。この異界とも言える地でモノを食べ、同時に苦難を乗り越えるコトにより自らの血肉を作っていたからこそ、僕は内部から徐々に天使へと変化していたのかもしれないのです。

「…─早さつ速そく，背から甲こう羅らをハズし、その場で飛んでみよ」

「あ、は、はい！」

　入浴中にも外すことを許されなかった亀かめの甲羅を今、僕は湯船の中に降ろします。まさかとは思いますが、これで僕はものすごい力りきを!?　さっそく両脚に力を込め、跳ねてみるのです！

「えいっやぁぁ！」

　が、しかし、僕は〈じゃぶん〉と、すぐに着水してしまい、

「あ、あれ？　僕、全然ジャンプ力、変わってませんよ!?　ぴょーんて空高くまで飛べないんですが!!」

「…─無む論ろん、試煉を負う者が亀きつ甲こうを背負うは、我の趣しゆ味みゆえに」

「えええッ!?　ちょ、どんな趣味なんですかそれ!!　僕、この甲羅すっごく苦労したんですよ!?　それなのに、これって、まったく意味無かったんですか!?」

「…─留りゆう意い，汝なんじは一つだけ気をつけねばならぬコトがある」

「これ以上!?」

「…─内ない面めん，ここ『アルターボリア』の中ならば汝、草くさ壁かべ桜さくらの『天エンジ使エル・レ憑ムナント』は無限。いつまでも天使として存在できるが、…─時じ限げん，外界では話は別。徐々にその力は衰え、三日の後に元のヒトに戻る」

「わ、わかりました。それまでに、ドクロちゃんに逢あえば良いんですね？」

　おもむろに頷うなずくビスクちゃん。そこで僕は、「そういえば……」と首をひねり、

「でも、天使じゃなきゃ逢えないって、ドクロちゃんのいる『未来の世界』って、いったい──」

　と、再び水面に映った自分自身を見下ろした、その時。

「へ？　う、うわぁぁあッ!?」

　それは変へん貌ぼうを遂げた僕の身体からだに、さらに起こった奇妙な変化。

　見れば右腕の付け根から指先に向かって、ぎらぎら煌きらめく熱いエネルギー波的なモノが収束し始めているのです!?

「ちょっと、なんですかこれ！　変な病気かなにかですか!?　なんだか熱くて、火傷やけどしそうなんですけど！」

「…─到とう来らい，天使には神からの祝福がある。それはもう一つの天使の証あかしでもある故ゆえに」

　みるみる僕の指先に収しゆう斂れんしていく力。右腕に走る熱雷のような瘧おこりはやがて一点に凝ぎよう縮しゆく。

「これって──」

　まるで締しめ付けられるような感覚。光は具現化していくほど、おぼろとなり、

「──ユ、ユ……」

　ついに、右手の親指と人差し指を覆おおう水色のいぼいぼ物体を、僕はそこに発見、

「ユビサック!?」

　混乱するのです！

「よ、よく見せてください桜さん！」

「ザクロちゃん!?」

　胸と腰にタオルを巻いただけの妹天使は、僕の右腕を取り、指先を食い入るように覗のぞき込むのです。

「これは、このアイテムは、『スキドブラドニル』です……」

「ほ、ほんとうなんですぅっ！　サバト、図ず鑑かんで見たコトあるんですぅ！」

「…─啞あ然ぜん，」

　この天使の反応を、僕はどう受け取ればいいのでしょう。あのビクスクちゃんですら、僕の指先へと視線を注いでいるのです。

「ちょっと、なんなん、ですか……？　スキ……なんですか？」

「す、すいません、ただいま、ご説明いたします」

　ザクロちゃんはココロを落ち着かせるように、胸に手を置き、

「これは『摘出ユビサック　スキドブラドニル』と言いまして、おねえさまの『エスカリボルグ』と同じく、魔ま法ほうアイテムの殿堂、『天位十二階』にも数えられている名品。とても強力なアイテムなのです。まさか、天使になったばかりの桜さくらさんが、このアイテムを手に入れるなんて……」

「でもちょっと待って？　これはユビサックだよ？　いったい、どんなコトが出来るの？」

　尋ねれば、ザクロちゃんは誇らしげに胸を張り、まるで僕をたたえるように、

「はい、『摘出ユビサック　スキドブラドニル』は、あらゆるものを安全に摑つかむコトができるのです」

「……え？」

「ですから、あらゆるものを、安全に摑むコトができるのです」

　ザクロちゃん、サバトちゃん、ビスクちゃんの三人は、なおも僕のアイテムにうっとり中です。天使って、本当によくわからない。

　けれど、これで僕の身体からだに全すべての条件は整ったコトになるのです。まっててドクロちゃん。僕はすぐにキミの元に……!!

「あ、あのぉ……、そういえばずっと気になっていたんですがぁ、ドクロちゃん、どうかしたんですかぁ？」

　そこへ問い掛けてきたのは、お風ふ呂ろで鋭気が養われたのか、いつもより肌に艶つやのある羊ツノの天使。

「え、サバトちゃん……？」

　すると彼女は「ドクロちゃんの姿をずっと見ないんですぅ」と首をひねるものですから、

「キ、キミはもしかして、どうして僕がここで、こういう風に頑張っていたのか、その理由を知らなかったの……？　ドクロちゃんが『未来の世界』に帰っちゃったコトも!?」

「はぅ!?　ドクロちゃんが『未来の世界』に!?　サバト、そんなコト全然知らなかったんですすよぅ!?　お母様には、桜くん家に行くように言われてから、ナニも知らされないままなんですぅ！」

「ちょっと待って!?　じゃあサバトちゃんは、僕達たちがなんでここにいるのか、今まで全然、気にもしてなかったってコト!?」

「だってサバトはもう、この世界で、三食食べられるだけで、もう幸せ過ぎて、他ほかにはナニも考えられなくてぇ……」

　両手をほっぺに身をくねらせる彼女に、僕はいったいどんな言葉を掛けてあげればいいのでしょう。個人にとっての幸福とはいったいなんであるのか。改めて考えさせられます。

「と、とにかく早く帰ろう？　だって、外ではもう一週間経たってるんでしょ!?」

「…─磊らい落らく，安心せよ。先ほどの一件、すべて虚言なれば」

「きょ、虚言ッ!?」

　さらりとビスクちゃんは僕に教えてくれるのですが、

「ということは、あれってウソなんですか!?」

「…─眉まゆ唾つば，心配無用。現世では、まだあれから〇・八九秒しか経ってはいない」

「よ、よかったぁ……」

　僕は安あん堵どの息を吐はきますが、

「そ、そういえば、ザンスさんがピンチだったんじゃなかったっけ!?　まずはあのヒトを救わないと！　──もう、間に合わないかも、しれないけど……」

　思い出します。外の世界では時間が経っていないなら、ぐずぐずしてたっていいのですが、なんだかそれは良くない気がするので、僕はサバトちゃんとザクロちゃんを急せき立てます！

「…─帰き途と，元の世界への帰還は、あの『御お堂どう』から可能」

「はいっ！」

「はぅ、早く着替えるんですよう！」

　二人は次々と湯船をまたいでコチラ側へやって来て、

「しかし、あの見えないダチュラさんに対抗する手だては……」

　立ち止まるのはザクロちゃん。僕は「それなんだけど」と、自分の顎あごに手を当て、

「その対策なら、ちょっと僕に考えがあるんだ」

「ほ、本当ですか!?　それは、いったいどんな──」

「と、その前に、……ビスクさん！」

　僕はザクロちゃんをいったんなだめ、まだ湯船に残っていた天使へと振り向き、

「この一週間、どうもありがとうございました！　あの、またここに来ても、いいですか？」

「…─達者，またいつでも。我は大たい概がい、この『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』にいる故ゆえに」

「はいっ。では、行ってまいります！」




　──こうして、僕は全すべての試し煉れんを乗り越え、なんと天使になってしまったのです。

　やれます。これなら、ドクロちゃんにもう一度、逢あうことが出来る。

　そんな気が、ばりばりにするのです……!!
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　それは、あたかも光で造られた下りエレベーターのようで。

「戻った？　戻って来れた!?」

『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』内部、森の入り口に立つ『御お堂どう』の中に出現していたのは白い燐りん光こうを放つ光の門。思い切って中へと飛び込めば、落ちていくような浮遊感が再び身体からだを通り抜けて、

「はぅ、ただいまぁなんですぅ」

　足の裏に畳表面の感触。光が消え去り、さっと視界がよみがえれば、




「す、吸い込んだと思った瞬間に、三人が出て来ちゃったんザンスゥ!?」




　全すべては、あの時のまま。

　僕の家の、僕の部屋。『彩色ボディアーツ　ユミルガルド』の力により透明状態になっているダチュラちゃんと、それに対抗するためモヒカンを増大させたザンスが、エンゼルリングをめぐる壮絶な刻み合いを繰くり広げている真っ最中でッ!!

「って、ちょっと待つザンス桜さくらくん！　ユゥの頭の上にある、その、き、金色の輪っかはなんなんザンスか!?　この『ルルネルグ　ピュアホワイト』の中でユゥはいったいナニを──」

「説明は後です!!　そのままふんばっててくださいよ!?　ザンスさん！」

　白い小箱より飛び出した僕はザンスをサエギって、部屋の中心で神経を集中させます。

「──なにをしようとも、たとえ、さくの字が天使になったとしても、ダチュの字には関係はないの」

　六畳間に、動揺の無い──元々、彼女の言葉には感情が希き薄はくなのですが──姿無き天使の声が響ひびきます。

「ダチュの字が透明な限り、あなた達たちに勝ち目はありえないの。──大人しく、とっても静かなカラダになるがいいの」

　漂い、僕達を包むは必殺の気配。

　しかし、

「一週間も考えたんだ、そのコトを！」

　それを断ち切るようにして、僕は言葉にするのです。

「ザクロちゃん！」

「はい」

　一歩前に出る妹天使。彼女の両腕から長く垂らされたオレンジ色の濡ぬれタオルは、いつも以上に水滴を滴したたらせているばかりか、にわかに湯気さえ昇らせていました。それを確認した僕は、

「お願い！」

　ゴーサインを出すのです。

「行きます！　『エッケルザクス──」

　瞬しゆん間かん、ザクロちゃんを中心に〈じゅばっ！〉とあらゆる方位に伸ばされる『エッケルザクス』。そして、

「──温泉ハイセクヴエレ・濡弾幕クーゲル！』」

　ほとばしるオレンジ色の閃せん光こう。それは温泉をたっぷり吸い込ませてきた幾いく筋すじもの濡れタオルを同時にぎゅっと絞るコトによって発生させる、スプリンクラーの如ごとき温泉水の全体放射！

「ひゃ、ひゃああんなのぉ！〈ざぶぅぅん！〉」

「うおわああああぁっ！〈ごぶぁぁっ！〉」

「はぁぅぅううううッ!?〈じゅぱーん！〉」

「なんなんザンスゥゥウウッ!?〈ごぼごぼごぼー!!〉」

　細い濡れタオルのどこにこれほどの水量があったのでしょうか。部屋を満たした激流に室内は洗せん濯たく機き状態。湯量はおそらくお風ふ呂ろの湯船換算で軽く十杯くらいには相当したでしょう。僕ぼく等らはミゴトに攪かく拌はんされ、ふすまは〈ずごん〉と吹っ飛び、一階へ続く階段はあっという間にお湯の滝に。部屋に取り残された僕やサバトちゃん、ザンスまでもが部屋の隅へと押し流されていました。

　そしてお湯浸し、びしゃびしゃになってしまった六畳間の中で、

「み──」

〈ぴちょんぴちょん〉と雫しずくを滴らせつつ、僕はついに発見するのです。押し入れの前。流れるお湯に翻ほん弄ろうされ横倒しになっている、ボディペイントが溶け流れ始めてしまったダチュラちゃんを……!!

「見つけたぁ!!」

　可能性はあったのです。あのボディペイントが魔ま法ほうのアイテムである限り、剝はがしてさえしまえば透明化能力は無くなるのではないかという予想。そう、ここまでは、読み通り。

　しかし、

「こ、こうなったらなの!!」

〈はっ〉と気が付き、膝ひざを突く彼女の手には、シタタる毒のようなあのナイフが依然、握られていて……!!

「桜さくらさん！」

　鋭利な薄はく刃じんを〈ちゃきり〉と両手で構え直すダチュラちゃんは、その裸足はだしで〈だっ！〉と濡れた畳を蹴けり、

「あ、あぶないんですぅ！」

　一いつ瞬しゆんで僕へと間合いを詰めッ！

「ぐぅッ!?」

〈どんっ〉と、少女を受け止めるように揺れる僕の身体からだ。

「なぁ、なぁぁ……っ（両手で口を押さえ、瞳ひとみを見開くサバトちゃん）」

「ト、トンでもないことに、なったザンス……（しおれたモヒカンを搔かき上げるザンス）」

「桜さくらさん、どう、して──（濡れた畳に膝ひざをつくザクロちゃん）」

　追いつめられた天使の突然の行動に、室内が凝ぎよう結けつします。

　やがて、僕の喉のどから、

「ダチュラ、ちゃん……」

　零こぼれる、言葉。

「もう、あきらめるんだ……！」

「そんな、まさかなの──！」

　僕のミゾオチへと突き出されたナイフの切っ先は、『摘出ユビサック　スキドブラドニル』を装着していた指先に、真しん剣けん白しら刃は摘つまみ、されていて。

「──ダチュの字の、『ティル・ナ・ローグの落らつ華か』が、止められた、なの……？」

　茫ぼう然ぜんとするダチュラちゃんとは違い、僕にはまだやるコトがありました。そのまま「えぇいっ」とひねり上げるようにして、彼女からナイフを取り上げ、部屋の片隅に〈ぽいっ〉と放り投げれば、

「うりゃあああっ！」

　僕はすぐさま『摘出ユビサック　スキドブラドニル』を装着した右手を、目の前の天使の頭上、鉛色のツインテールの上に浮かぶ、天使の金色の輪っかめがけて伸ばし……！

「摑つかんだ!!」

　奪取・成功ッ！　そう、あらゆるものを安全に摑めるのならば、どんな鋭利なナイフだって、それこそ日本刀の切れ味を持つ天使の輪っかだって、ラクラク、取り外し可能なのです!!

「さ、さくの字は、なんてことを、するの……？」

　変化は激烈。

〈きゅぅぅるるうるるううひうひうー〉

「こ、こんなの、こんなのひどいの。まるで、鬼の所業なの……！」

　あっという間に身動き不能に陥おちいってしまった鉛色のツインテール、今や無防備なダチュラちゃん。

「さあ、ダチュラちゃん、キミがなにを企たくらんでいるのか白状するんだ」

「な、なんのことか、わからないの」

　今やカラダを覆おおっていたボディペイントは溶け、ナイフはおろか天使のわっかさえも取り上げられた彼女は、蒼そう白はくになりながら首を振るのですが、

「隠したって無む駄だだよ？　だって今のダチュラちゃんの表情は、絶対なにか隠している時の顔なんだから！」

「ちがうのさくの字！　これはお腹なかが痛いからなの！　ダチュの字のお腹が大変なコトになってるからなの！」

「そうやってシラをきるつもりなら、こっちにも考えがある」

　僕は、彼女の前へとしゃがみ込み、

「な、なにを、するの？」

「お腹を、押す」

「ひゃくぅぅぅぅぅぅんなのぉっ!!　や、やめてなの！　そんなコトしても、ダチュの字は絶対になにも言わないの！　ひうん！　だから、その手を止めてなの！　さくの字お願いなの！　絶対に、ダチュの字は、ダチュの字はぁ……〈ぐきゅるるうううぐうぅぅ～〉ぃぃいあぅぅ、なのぉ。ぃ、言わないの。ダチュの字はさくの字に、なにをされても絶対に言わないの！　だ、だからやめてなのっ！　お願いなの、そんなに、されても、ダチュの字は喋しやべらないのぉ！」

「桜さくらさん大変です！　このダチュラさんの持っていたナイフは、本物の『ティル・ナ・ローグの落らつ華か』です！　これは『天上界』における──！」

「って、さくの字!?　さっきからザクの字がなにやら重要情報を言おうとしてるの！　あ、あぐぅぅう……っ、そ、そっちを、きいたほうが、いいとおもうの!!　だからおねがいなの！　ダチュの字のおなかを、もうさわらないでなの！　いわないの！　ぜったいに、いわないったら、いわないのぉ……っ！」







　　　独章【二】




　気配を消して近づいても意味がないので、

　患者衣ペイシエントガウンの天使は、コバルトブルーの髪を揺らしつつ、〈みしっみしっ〉と、古い床が鳴るのに任せて、〈すらり〉とふすまを開けました。そして、中で待っていた天使に、一言。

「…─只ただ今いま帰還，」

　ビスクちゃんはもちろん知らないコトですが、この部屋は草くさ壁かべ桜さくらの部屋よりもさらに狭い四畳半。

　その中央、小さなこたつに足を突っこんでいた黒い御み髪ぐし、猛牛のツノをもった女性は、部屋のふすまを開けた天使を見上げ、常とは違う、いささかゆったりとした声を出します。

「ふむ、どうじゃったビスク。あの少年は」

　右手に白い立方体『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』を握りしめていたビスクちゃんは、頭上でこの部屋を照らしている引っ張り式の丸い蛍光灯を頭上の天使輪に映し、バベルちゃん正面のこたつに足を入れます。

「…─上々，」

「であろう？　あやつは、見ている分には実に興味深い」

　バベルちゃんは、こたつに乗ったカゴの中から、ミカンを一つ摑つかみ取り「ふむ」と、その堅さを確かめます。

「…─報告，」

「なんじゃ」

『アルターボリア』の管理人も兼任する議長の側近は、コバルトブルーの髪を揺らし、

「…─戒厳，『パンドラの言葉・次世代移行プロジェクト』に従事していた二名、ゼブル、及びダチュラの現在地をロスト。副議長イデアすら、その居場所を特定できてはいない模様」

「──ついにか」

『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の議長は、ミカンの白いスジを取るを手を止め、

「どうやら、本気のようじゃな」

　彼女の触れれば血が噴き出てしまいそうなくらい切れ長の、その黒い瞳ひとみが〈すぅっ〉と細くなり、

「ビスク、手を出してはならぬぞ」

　患者衣ペイシエントガウンの天使は、目の前のミカンに目を止めたまま、「…─諒りよう解かい，」と答え、自分も橙だいだい色いろの果実に手を伸ばし、その皮をむき始めるのでした。
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（落ち着いて……深呼吸を……）

　今や僕の全身は〈どくんっどくんっ〉と駆け巡る『とうとうドクロちゃんに逢あえるんだ！』という歓喜の血流により、

（焦あせったらだめだよ。気持ちをもっと楽に……）

　頭上に輝かがやく金輪ゴールドリングすら〈ぎらぎら〉と熱くタギらせトップギア。『上着、脱いでもいいですか』的に、

（ぁあ、あぁあっ、そんなにぷるぷる力んじゃ、だめだってばぁ……ッ！）

　細胞の一つ一つが桃色怪気炎を上げてしまう程ほど、アグレッシブなカラダを持て余し中でしてっ！

『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長、バベルちゃんより渡された小箱、『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』内部で様々な試し煉れんを全すべて突破し、体感時間は一週間、実際時刻は天使の少女がいなくなってしまった翌日の真夜中にて。

　ドクロちゃんに再び逢うための手段である、人間が天使になる唯一の奇跡『天エンジ使エル・レ憑ムナント』を我が身の内にした僕、草くさ壁かべ桜さくらの心境、そして状況たるや、

　常にコチラから視線を逸そらしたままの、あの患者衣ペイシエントガウンな天使風に言うならば『…─突貫，』、まさに天てん王のう山ざんと言うべきか。

　現在地、

　ドクロちゃんやザクロちゃん、そしてバベルちゃんさえもが出入りしていた僕の部屋の『机の引き出し』の中。

　そこはもちろん〝無数の溶けた時計が漂っている超空間に浮かんだ、大きいシャワーヘッドのようなモノが取り付けられている床板しか無いマシーンの上〟では無くて、

　大方の予想に反し、金属製の棺かん桶おけを縦にしたような、縦二メートル、幅一・五メートルほどの、まるでエレベーターのような直方体の空間でした。

　──思えば、あの六畳間にあった『机の引き出し』こそ、僕の生活をくつがえしてしまった天使の少女、ドクロちゃんが飛び出してきた扉であり、全ての始まりを告げた爆心地。

　そんな〝異次元〟の向こう側へと身を投じるなんて、少し前の臆おく病びような僕ならば予想すらできなかった事態なのです。

　しかし、にもかかわらず、僕は『彼女たちの世界』の入り口へと、足を踏ふみ入れていて──

「ねえ、ザクロちゃん？」

　狭い室内に僕の声が反はん響きようします。この密室が、おそらくは『超空間』の中を動き出してから、既すでに五分以上の時間が経過していました。上昇しているのか下降しているのか定かにならない微かすかな移動感の中、正面の片開きのスライド・ドア、その脇わきに備え付けられたズラリとボタンの並ぶ操作盤を、まさしくエレベーターガールのようにチェックしていた彼女が、

「なんでしょう桜さくらさん」と、

　僕の呼びかけに振り返れば、その姿は四方を囲むメタリックな壁に映り、瞳ひとみは十四歳の少年を捉とらえます。

　僕は冷たい金属の壁から背を離はなし、深く吸い込んだ息を一つ吐はいてから、

「このエレベーターは、ドクロちゃんのいる『未来の世界』に、通じてるんだよね」

　尋ねます。すると、いもうと天使は〈こくり〉と頷うなずいて、

「正確に申しますと、今わたくし達たちが向かっている『メギンギヨルド』という施設の中に、現在、おねえさまはいらっしゃいます」

「『メギン、ギヨルド』？」と、初めて聞く言葉に僕が首を傾けると、ザクロちゃんは解説を加えてくれます。

「『メギンギヨルド』とは、バベル議長が『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』のために用いている建造物でして、実を申しますと、『メギンギヨルド』へ通じる『引き出しの中』、つまりこの『超空間』は天使の姿でなければ渡るコトができません。そのため、バベル議長はそこへ辿たどり着けるようにと、桜さんを天使に、『天エンジ使エル・レ憑ムナント』の状態にしたのだと思われます」

「そう、だったんだ……」

　ザクロちゃんの言葉に、僕の心はある種の複雑な想おもいに吞のまれます。

　おそらくは、

『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長バベルちゃんが、いくら「天使の少女に逢あいたい！」とだだをコネる少年へ密ひそかに手を貸そうとも、

　今の僕がやろうとしているコトは、明らかにやってはいけないコト。

　そこにあるのは言外のメッセージ。

　見て見ぬふりはするが、それ以上のコトはできない。

　つまりは、これからの行動において、イザという時の責任はすべて僕にあるというコトなのです。

　基本はこうです。

　僕はドクロちゃんに逢ってはならないし、その資格もない。

　なぜならば、ドクロちゃんは世界の安定を司つかさどる『ジャスティリア家』の継承権第一位の存在にして、既すでに〝宿命〟が発動され『パンドラの言葉』の核とならなければならない身。

　イッカイの、ましてや『ルルティエ』から抹まつ殺さつ対象とされている僕が、そんな彼女に単なる自分のわがままから近づいていいハズがない。

　今の僕には、ただ、目的を果たす方法が目の前にあるだけなのです。

　言い換えれば、僕がここでこうしていられるのは、バベル議長の愛情とも友情ともつかない、厳しさか優しさかもわからない心慮の中にいるから。

　僕はただヒタスラ、それに感謝する他ほか無く、

　ここより先を選択するのは僕自身。

　そして、

　身と心が摑つかみ取るのは、ただ一択。

　ドクロちゃんに逢あうためならば、天使になるコトだって、地獄の果てに行くコトだっていとわない覚悟の中に立っている僕に、もはや迷いなどは無いのです。

　銀色の室内。

　猛たけり高鳴る想おもいに駆られ、僕は自分の頭上にある天使の輪っかを見上げます。

　するとその瞬しゆん間かん、部屋の動きは〈すぅっ〉と止まり、〈ちーん〉という音と共に〈するする〉と正面のドアが開き。

「も、もしかして、到着……したの？」

「こちらです、桜さくらさん」

〈さっ〉と身を乗り出し外部を確認したザクロちゃんの手招きに、僕は狭い金属の箱から抜け出し、先行する彼女の後を追います。

　後方に扉の閉まる気配を感じながら、幾つものドアが並ぶエレベーターホールを抜け、ザクロちゃんの隣となり、白い壁の陰に身を寄せ、辺りを見回せば、

「ここが、ドクロちゃんがいる場所……」

　微かすかな既視感デジヤビユ。

　そこはまるで『アルターボリア』内にあった、あの〝かやぶき屋根の一軒家〟のような和風建築の広い廊下なのです。しかし、あちらが〝質素〟を旨むねとしていたならば、今僕がいるこの建物が主張しているのは〝風ふう雅が〟と〝気品〟。床は漆うるしで塗装されたかのように磨みがき抜かれ、まるで黒い鏡のようであり、見上げれば絡からみ合うが如ごとき太い梁はりを覗のぞかせる高い天てん井じよう。廊下の片側一面に続く和紙を貼はった障子からは、ぼんやりと柔らかな光が静かに注ぎ込まれ、真っ白い漆しつ喰くいの壁に反射して、僕とザクロちゃんを柔らかく照らします。

「『メギンギヨルド』って、凄すごいお屋や敷しきなんだね」

「この施設について、さらに説明いたしますと」

　どうやら周囲に人の気配は無いらしく、少しだけ緊きん張ちようを解いたザクロちゃんは言葉を区切り、

「ここはバベル議長の〝黒七星セブンレイブン〟の内がひとつ『超機動天上界　銀球庵メギンギヨルド』の内部となります」

「こ、これも、バベルちゃんのアイテムなの!?」

　思わず「うわぁ……」と声に出し改めて室内、廊下を見回せば、すぐそばの壁に丸くくり貫ぬかれた大きな窓が。僕はそこからひょいと外を覗のぞき、庭の様子を確認します。

　最初に目に飛び込んできたのは、広大な夜空。そして地面には、

「あ、あれ？」

　地面には、白くてゴツゴツとした、砂漠のような大地が地平の果てまで続いていて。

「なんだかこのお庭、『月面』みたいだね。あ、ほら、夜空には青い地球まで浮かんでるよ？　綺き麗れいだなぁ」

「あ、あの、桜さくらさん……？」

「でも、ここあれが無いね。『アルターボリア』にあったみたいな、四角いグリッド模様。もしかして、すっごい広いのかな」

　丸い窓から身を乗り出し、僕はためしに身体からだをひねって真っ暗な天空へと目を凝こらします。

　すると、彼女は結構無理な体勢な僕の服の袖そでを〈くいくい〉と引っ張り、

「す、すみません桜さん」

　俯うつむいたまま、すこし顔を赤らめながら言うのです。

「ここは、正真正銘の宇宙空間。地球の衛星である『月』の『表面』なのです」

「……へ？」

　僕は、〈するするする〉と身体を戻し、元の廊下へと着地し、

「え、えーと……」

「申し訳ありません、言葉が足りませんでした。わたくし達たちは確かに『超空間』を通ってここまでやって来ましたが、この施設、バベル議長の『超機動天上界　銀球庵メギンギヨルド』は『パンドラの言葉』を擁ようしたまま別の場所へと移動する際に用いられる〝単独移動要よう塞さい型がた〟のアイテムでして、『アルターボリア』のように〝疑似空間展開型〟のアイテムではないのです」

「……というコトは、ええと……ここは本当、に？」

「はい。正真正銘の宇宙空間です。『ルルティエ』は現在、桜さんのいる『こちらの世界』にその中枢機能を移しているのです」

「でもこれ、この窓、開けっぱなしになってるよ、ね……？　っていうか今僕、外に身を乗り出してたよね!?　そんなコトしたら僕死んじゃうよ!?　宇宙って真空なんでしょ？　人間は宇宙空間に放り出されたら破裂して死んじゃうって、なにかの漫画に書いてあったもん!!　だめだよザクロちゃんも息止めて！　止めて息をーッ!!」

「お、お静かに桜さん！　わたくし達はこの『銀球庵メギンギヨルド』に許可無く立ち入っているのをお忘れ無く！　見つかったら面倒なコトになってしまいます！」

「いいの？　これ、ＮＡＳＡとかには言わなくていいの!?　早く宇宙飛行士の訓練を受けないと、血液が沸ふつ騰とうして──」

「桜さん、失礼いたします！〈しゅどるるるるるるッ！〉」

「うわー！（ザクロちゃんの手から伸びる『エッケルザクス』にぐるぐる巻きにされ、動きと声を封じられる僕）」

「落ち着かれましたか？　桜さくらさん……」

「う、うん……」

　濡ぬれたミノムシ状態で廊下に横たわる僕に、ザクロちゃんは膝ひざをついて説明してくれます。

「宇宙空間が身体からだに与える影えい響きようならばご安心を。現在、桜さんは〝宇宙での呼吸〟も〝生存〟も可能な状態にあるのです」

「え？　そ、そんな……って、あ、ほ、本当だ！　僕そういえば、さっきから息してるし、身体もなんともないよ!?　でも、いったいどうして……」

　すると、ザクロちゃんは〈くすり〉と微笑ほほえみ、

「お忘れですか？　桜さんは今、天使なのですよ？」

「そっか！　僕は今天使だから、宇宙でも平気なんだ！　なんだー、そうだよねー、天使だから……って、待って!?　それは全然納得のいく説明になってないよ!?　ある意味納得はできるような気もするんだけど、どうして天使って宇宙空間でも単独で生きていけるの!?　そして僕は今いったいナニを呼吸しているんですか!?　宇宙に偏在するという『暗黒物質ダークマター』かなにか!?」

「わたくしと桜さんが先ほど利用した出入り口ですが、可能な限りおねえさまがいると思われる、つまりは『パンドラの言葉』が置かれている『中央区画』に近い場所を選択しました。ダチュラさんは最後まで口を割りませんでしたが、『ジャスティリア家』の血を引くおねえさまが『中央区画』にいるのは確実です。しかし──」

　と、ザクロちゃんは一度言葉を切り、

「ここからでも、『パンドラの言葉』へは少し距きよ離りがあります。ですので、わたくしたちは天てん井じよう裏うらから『中央区画』へと近づきたいと思います」

「う、うん！　了解しました！　……けど、さっきの僕の質問は、いったいどこへいっちゃったの……？」

　ツブヤく僕の目の前から華か麗れいに跳ちよう躍やく。日本家屋の天井に張り巡らされている梁はりに着地したザクロちゃんは、『エッケルザクス』巻きのままな僕を引っ張り上げ、今や床から高さ四メートルはあろうかという、ちょっと薄うす暗ぐらい場所へと垂直移動を完了したのです。

「このルートは『中央区画』への裏道にあたるため常つね日ひ頃ごろより人気はないのですが、用心に越したコトはありません」

「そ、そうだよね！」

　彼女の言葉に従わないワケにはいきません。なにしろここは敵陣の中も同然。僕は地理に不慣れな上に、誰かに見つかったら大変なコトになってしまうのです。ゆるゆると『エッケルザクス』から解放された僕は、廊下の天井、複雑に組み合わされた梁の上を、軍服天使の後に中腰で続きます。

「わたくしも警戒を怠おこたりませんが、桜さんも十分、周囲に気を配ってください」と、角を曲がる度たびに周囲に人影や気配がないかチェックするザクロちゃんに、「うん！」と答える僕ですが、けれど実はなんだかこれ、代官屋や敷しきに忍び込んだ忍者のようで、僕はなんだかちょっと楽しいのが実情です。

　やがて、ずっと窮きゆう屈くつな格好で背中が痛くなって来た僕に気が付いたザクロちゃんは、休憩を入れてくれます。

「……そういえば、ダチュラちゃんは結局、本当になにも話してくれなかったね」

　太い梁はりに腰を下ろした僕は、隣となりに座るザクロちゃんへと軽い溜ため息。すると、軍服の天使はそれを受け止めるように、

「ですが、わたくし達たちがこの『銀球庵メギンギヨルド』にさえ到達できれば、後はおねえさまの元に──」

「……ザクロちゃん？」

　その時突然、彼女は胸の中央付近を両手で押さえ、なにかを我が慢まんするかのようにカラダを縮こまらせ、挙げ句の果てには、

「は、ぁぁあはっ……!?」

　堪こらえきれぬような細い声を上げ始めるのです。

「ちょ、ちょっと、どうしちゃったの!?」

「さ、桜さくらさん、あ、あ、あちらを、向いていて、くださいますか？」

　心配する僕に、ザクロちゃんは息も途切れ途切れにそう答えるのですが、

「で、でも──」

「つ、つ、通信機が……！」

「通信機!?」

　見れば、ザクロちゃんの胸が、周期的に〈むー、むー〉と震ふるえていて!?

「あ、そ、そっか！」

　慌てて僕はそっぽを向くのです。

　すると、視界の向こうで〈ごそり、ごそり〉という衣きぬ擦ずれの音。

「桜さん……もう、大だい丈じよう夫ぶです」

　声に身体からだの向きを元に戻せば、すっかり衣服も元に戻し済みなザクロちゃんは〈かちん〉と例の黒い三さん角かく錐すいな通信端末を開いていて、

『なにやってるんザンスか！　遅いザンスよ!?』

　そこから飛び出る巨大なホログラム映像。

「ザンスさん静かに!!　誰だれかに見つかったらどうするんですか！」

『ぎゃぁぁッ！　桜くん無む茶ちやしないでザンスゥゥ！」

　僕はビックリして、ザンスの大きなモヒカンごとムリヤリ通信機の中に彼を押し戻すのです。

　が、

『それより、ダチュラちゃんがとうとう吐ゲロったんですよぅ！』

　そんな歪ゆがんだザンスの映像脇わきから〈むりっ〉と飛び出して来るのは、くるくる羊ツノにクリーム色の髪の毛、金色の瞳ひとみに黒紫のクマを湛たたえた天使、

「サバトちゃん!?　え？　本当に、ダチュラちゃんが？」

『どうやって吐はかせたか、聞きたい、ですかぁ……？』

「いや、僕は別に聞きたくない！」

『とにかく、二人は早さつ速そく《蒸じよう気き離り宮きゆう》へ向かうザンス！』

　そこへ再び、サバトちゃんを押しのけるようにして出現し直す真ピンク色のモヒカン＆天使。

「《蒸じよう気き離り宮きゆう》？」

『そうなんザンス！　なんとドクロちゃんは「中央区画」の「パンドラの言葉」ではなく、どうやら《蒸じよう気き離り宮きゆう》にいるらしいんザンスよ！』

「ザクロちゃん、《蒸じよう気き離り宮きゆう》って……？」

　すると、隣となりに座る軍服天使は声を抑え、けれど動揺を隠せないまま、

「はい、《蒸じよう気き離り宮きゆう》とは、この『銀球庵メギンギヨルド』の外れにあり、稀まれに『ルルティエ』へやってくる他ほかの部署の天使が逗とう留りゆうする時に使用される客人用の区画となります。しかし、どうしてそのような人気のない場所へ……」

　僕とザクロちゃんは、まだナニか言いたそうなザンスとサバトちゃんへと「ありがとう二人とも！」と、通信を切り、『中央区画』から目的地変更。

「急いだ方がいいような気がします」

　彼女の提案に従い、天てん井じよう裏うらを進みます。

　やがて、

「あそこに見えるのが、《蒸じよう気き離り宮きゆう》です」

　無事に切り抜ける無人の数区画。

　僕達たちは屋外、つまりは宇宙空間である月面へと張り出した廊下に辿たどり着くのです。

「あれが……」

　天井裏の梁はりから黒く磨みがかれた廊下へと着地した軍服天使が指し示したのは、まさしく〝離宮〟という名にふさわしい佇たたずまい。

　僕達が今いる屋や敷しきを巨大な母おも屋やとするならば、それは月面に一本、長く延びた屋根付き渡り廊下の先にあった離れ。月の砂漠、永遠の真夜中の下にぽつんと作られた数す寄き屋や造づくり風の建物なのです

「今ならば人目もありません。急ぎましょう」

　渡り廊下には母屋のような梁が無く、僕とザクロちゃんは、誰だれかに見られたら一発でみつかってしまう明け透けな廊下を走ります。なるべく音を立てないように、目立たないように。けれど、できるだけ迅じん速そくに……！

「ここです。早く中へ」

《蒸じよう気き離り宮きゆう》入り口。僕はザクロちゃんと一いつ緒しよに十分周囲を警戒しつつ、冗談のように大きな蝶ちよう番つがいがズラリと取り付けられているぶ厚い鉄扉をカラダの隙すき間ま分だけ開き、中へと潜もぐり込むのです。

　その瞬しゆん間かん、

「……ッ!?」

　肌を撫なでていったのは、まるでシャボン玉の薄うすい膜をくぐり抜けたような奇妙な感覚。

「な、に？」

　そして、重い扉をゆっくりと閉め、振り返った室内の景色に、

　今度こそ明らかな〝異空間〟に、

「これ、は──」

　僕がとっさに抱いた錯さつ覚かく。

　それは自分が、巨人の庭に紛れ込んだ一匹の虫になってしまったのかもしれないという突飛なモノ。

　目の前にあったのは、絨じゆう毯たんのように繁はん茂もしまくっている苔こけ、地ち衣い類るいに覆おおわれた、

「──樹の、根っこ？」

　僕とザクロちゃんの前に立ちふさがっていたのは、巨大工場のぶっといパイプの如ごとく絡からみ合い、城壁のようにそそり立つ樹木の根。それは温かな静せい謐ひつと同時に、僕達たちを見下ろすかのような威厳に満ちていて、上方へはまさしく天てん井じよう知らずに伸び、下方は地面を波打たせているのです。

「あ、ありえません……」

「ザクロちゃん？」

　見れば軍服の天使は視界に収まりきらない巨大な樹を仰ぎつつ、

「これは、『パンドラの言葉』……、いや、『パンドラの言葉』の〝レプリカ〟です……！」

「は、はいぃッ!?」

　僕はもう一度眼前の、どうみても樹齢数万年とおぼしき樹木を見上げ、

「でも、『パンドラの言葉』の〝レプリカ〟って、言っても、これは、どうみても──」

　言葉もない僕に、ザクロちゃんはさらに確信のこもった瞳ひとみで続けます。

「あらゆる大地と時空に根を張る『世界樹』とも呼ばれる植物の一種、それが『ルルティエ』の中枢、わたくし共が『パンドラの言葉』と呼んでいるモノなのです」

　視界の彼方かなた、遥はるか上方へと木の根が消えていく天井。そこは意志の無い蛍のように明滅する白い光で満たされており、時折、その小さな光のカケラがキラキラと落下。雪のように降り注いで、積もることなく地面に消えていき──

「しかし、先さき程ほども言いましたが、本来ならば『パンドラの言葉』は『銀球庵メギンギヨルド』の『中央区画』にあるべきもの。ましてや〝レプリカ〟など、わたくしも実際に見るのも初めてです。なぜ、このようなトコロに……」

「待って!?」

　そこで、僕は気が付いてしまうのです。

「〝レプリカ〟ってコトは、コレは本物と同じように機能するの!?」

「断言はできませんが、その可能性も──」

「じゃあ、まさかドクロちゃんは、もう、この『パンドラの言葉』の、中に──」

「お、お待ちください桜さくらさんッ！」

　僕は樹の根に取り付き、そこにあった裂け目、獣けもの道みちのように先へと続く隙すき間まへと身体からだをねじ込み、

「ドクロちゃーんッ!!」

　もはや幹か根か見分けがつかない樹木の表皮に茂るシダ植物的な草木をかき分け、『パンドラの言葉』内部、圧倒的な生命力の塊の中にあった通路を突っ走ります。

　だって、あの全身塗装ボデイペイントの天使、ダチュラちゃんは言ったのです。

『パンドラの言葉の中に入ったら、もう外に出て来ることはできない』と。

「そんな……ここまで来て……!!」

　走る僕の前方、突如〈ばさっ〉と、

「な……っ」

　柔らかな茂みを突き破った先に、ふいに広がった空間。

　そこは苔こけむした木の根に丸く囲まれた広場になっていて、上空からは木こ洩もれ日のような揺らめく光。中央には、まるで水耕栽培のヒヤシンスのような、細く絡からみ合う白い根の、巨大な球体が、あって。

「まさか、あの中に、ドクロちゃんが……」

「確かにあれは、『パンドラの言葉』の核となる部分、ですが──」

　後から追ってきたザクロちゃんの言葉に、

「ドクロちゃん……!!」

　木の根に足を取られつつも、すがるように、細い魂たましいで編まれたかのような球体に、駆け寄り、

「この、中に──」

　と、僕が熱気球のように膨ふくらんだ白い巨きよ塊かいに手を触れようとした、その時です。

〈むにっ〉

「へっ？」

　なんだか奇妙な感触の物体を踏ふんでしまい、よろける様に慌てて飛び退のけば、

「これは……」

　理解には数すう瞬しゆんのタイムラグ。

　淡い木洩れ日の下にあったのは、こんもりとした大きな膨らみ。

「ふ、布団ふとん!?」

　それは旅館の畳の上に敷しいてあるような、一組の布団なのです。

　地を覆おおい尽くす根と草、苔こけの上に無造作に敷かれたそれは、今も微かすかに上下していて。

「あ、」

　そこで眠っていたのは、一人の少女。

「あ、あれ？　い、いた……」

　まったく、こんな時に彼女はナニを考えているのでしょう。




「……ドクロちゃん、だ」




　ちょこんと掛け布団を摑つかんでいる小さな指、桜さくら貝がいのような爪つめ。仔こ猫ねこのように丸まって、シーツに押し付けられているのはふっくらとしたほっぺと、それでいて〈すっ〉と流れるようにシャープな顎あごのライン。気持ち良さそうに閉じられた大きな瞳ひとみには睫まつ毛げが震ふるえ、唇はちょっとだけ笑みを浮かべたピンク色。

「絶対、間違いない……」

　そして柔らかな枕まくらの上。ほどけたリボンが絡からまりキラキラ光る暗銀色の髪と、表面に周囲の風景を映し出す金色の輪っか。

「やっと、逢あえた……」

　彼女こそ、マゴウことなき天使の少女、ドクロちゃんなのです。

「やっと……──」

　僕は〈とさっ〉と、彼女の枕元に膝ひざをついてしまいます。

　少女の静かな呼吸に合わせ、規則的に動く掛け布団。ワインレッドの制服のまま、着崩れた首もとの白いシャツ。

　それはドクロちゃんの、いつものあどけない寝顔で。

「おねえさま……」

　僕の隣となりにいたザクロちゃんも声を詰まらせ、天使の少女の傍かたわら、僕の向かい側に膝をつくのです。

「やった、やったよザクロちゃん！　とうとう、逢えた……！」

　僕は思わず、ここまで連れてきてくれたいもうと天使の手を取って叫んでしまうのですが、

「さ、桜さん……」

　軍服の彼女はすっと、僕から視線を外し。

「外に、見張りが必要です。わたくしが警戒しておきます」

　立ち上がり、〈くるり〉とコチラに背を向けて、行ってしまいそうになるものですから、

「ザクロちゃん、ちょっと──」

　慌てて引き留めようとすれば。

「桜さくらさん……」

　足を止め、少しだけコチラを振り向いた天使は、囁ささやくように。

「……桜さんは、『おねえさまに逢あいたい』と、わたくしにおっしゃってくださった時のコトを、憶おぼえていますか？」

　突然、尋ねて来るのです。

「え？　あ、うん……。憶えて、るけど……」

「わたくしはあの時、本当は、とても嬉うれしかったのです」

「う、うん」

　そして頷うなずく僕へと、軍服のいもうと天使は、ふっと微笑ほほえみ、

「わたくしは、おねえさまと二人でいる桜さんが、大好きで……」

　それは小さく消え入る様な声。彼女は俯うつむくように表情を隠してしまい、

「え、なに？　ザクロちゃん、今なんて──」

「いいえ、なんでも無いのです……」

　純白の軍服天使は前を向いたまま、僕へと声を届けます。

「わたくしは扉の外を見張ります。桜さんはおねえさまを、よろしくお願いいたします」

「あ、う、うん……！」

　僕は「ありがとう、ザクロちゃん！」と、彼女を見送り、

　さっそく、

「ね、ドクロちゃん、起きてよ。ねえ、僕、キミに逢いに来たんだよ？」

　天使の少女の肩をそっと揺すります。

「んんぅぅ……」

「ほら、ドクロちゃんてば」

　しかし、天使の少女は極きわめて眠たげに、

「ぅぅぅん、うーるーさぁーいー〈ぴしぃッ〉」

「えええッ!?　ちょ、僕、今、ドクロちゃんに煩わずらわしげに手を払われたァッ!?　そ、そんなバカな!!　お、起きてよドクロちゃんッ!!　僕がキミに逢いに来たんですよ!?」

「もぉぉ、静かにして……？　ボクは今、桜くんの夢をみてるんだからぁー」

「違うよ桜くんは目の前にいるよ！　ねえ目を覚まして！　ほらドクロちゃん、朝ですよ!?　早くしないと『題名のない音楽会』が終わっちゃいますよ!?　録画じゃなくて生で見たいんでしょ!?」

「あはぁっ、じゃあ、桜くんもぉー」

〈しゅるっ〉と、一いつ瞬しゆんで伸ばされた天使の少女の手は、

「へ？」

〈ぱしっ〉と僕の手を取り、

「うわぁ！　ちょ、ちょっとドクロちゃんなに寝ぼけてるの!?　だ、だめだってばぁ……ッ！」

　そのまま僕を〈ずるずる〉と布団ふとんの中へと引きずり込むのですッ!?

「桜さくらくぅぅぅんっ」

「だ、ダメだよ離はなして!?　ちょ、ここまで来て、とっても温かいっ！」

　そしてついに僕は完全に引きずり込まれた柔らかな布団の中で、天使の少女に両腕はもちろん、スカートをはいた二本の足まで回されて、抱き枕まくらの如ごとく〈ぎゅうぎゅう〉されてしまうのです。

「ちょ、ちょっと、ドクロちゃ……くぅぅああっ!!　ねえ、起きて！　起きてってばっ！　このままだと僕の身体からだは〝袋を開ける前に叩たたいて食べやすくしたおせんべい〟みたいに中身だけ粉々になっちゃうよぉッ!!」

「あれぇ？　桜くん……？」

　天使の声はふわふわと夢見心地なモノから、若じやつ干かん現実味を帯びたモノへ。見れば、彼女の大きな深緑色の瞳ひとみは、薄うすく開き始めていて、

「ドクロちゃん！　目が、覚めたの!?」

「さ、桜くんっ!?」

　今や完全に覚かく醒せいすれば。

「よかった……！　ほら、ドクロちゃんもう起きて……って、え、ちょっと待って!?　違うよ！　『なんで桜くんが寝ているボクのカラダをぎゅうぎゅう抱きしめているの？』って逆だよ!!　ストップストップそうじゃない！　キミが僕をその布団に引きずり込んだんだよ!?　今ここに『エスカリボルグ』は必要ないよ！　見てよほら！　キミの足はまだ僕を捉とらえたままで──」

「こんなの、とってもいけないコトなんだからっ……!!」

　その瞬しゆん間かん、僕を〈ぱぐゎんっ〉と布団から切り離はなすのは、布団の中で人肌温度に温められた重量二ｔの鋼鉄バット。ドクロちゃんにとってはただの一いち撃げきでも、僕にとっては偉大なる一撃により、月面は『銀球庵メギンギヨルド』、《蒸じよう気き離り宮きゆう》内にあった『パンドラの言葉』レプリカ内部に飛び散ってしまう、かつて十四歳の少年を構成していた品の数々。

「さ、桜くん!?　これはボクの夢!?　だって今ここに、桜くんが微笑ほほえんでいた気がするの！」

　掛け布団を跳ねのけて立ち上がる天使の少女は、魔ま法ほうのバット『エスカリボルグ』を肩に担かついで、

「でも、あれは本当に、桜くんだったの？　だって、桜くんは人間で……うぅん、きっとだいじょうぶ！　ボクが元通りにしてあげる!!」

　それからゆっくりと腰だめに構えるトゲトゲ付き鋼鉄バット。両りよう膝ひざを落とし、右手を柄つかに、彼女は瞳を閉じ、精神を鋭く集中するのです。──静寂──。今やこの空間と一体になったドクロちゃんは、〈ぴとん〉と、僕の血ち雫しずくが地面に波紋を広げたのと同時、

「えええええい！」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




〈ずだん！〉と抜きはなった『エスカリボルグ』。その煌きらめく残像と軌跡は、〈ぐわぁんっ！〉と太陽フレアの如ごとく魔ま法ほうの光を渦巻かせ、奔流となり、近くに立っていた外国の旗をぱたぱたさせながら、僕のカケラ達たちを包み込むのです。するとどうでしょう、一つ一つのカケラが惑星プラネツト。自転と公転を開始してぎゅんぎゅん加速、中央に収束すると、輝かがやきにまみれた少年がそこに誕生するのです。

「ドクロ……ちゃん……！」

　けれど、だというのに、

「ぁあ、やっぱり……！」

　ドクロちゃんたら大きな瞳ひとみを潤うるませて、横たわる僕にしゃがみ込み、

「どうしたの桜さくらくん！　死んじゃったの!?」

「え!?　い、いや、今生き返ったよ!?」

「だって、頭の上に金色の輪っかがある！」

「ちがうよ!!　これは天使の輪っかなの！　死んだ人のマークじゃないよ!!　やめてやめて！　なんで僕に馬乗りになってやおら心臓マッサージを開始するの!?　そんなコトされたら肋ろつ骨こつが折れて肺と心臓にささっちゃうッ！　本当にお星様になっちゃうよぉ！　違うんだ聞いてドクロちゃん！　僕はね、天使になったんだよ！　ホントなんだ！　死んだんじゃないんだよ！　よく考えてみて!?　輪っかが頭の上にあるのが死んじゃった証拠なら、天使のドクロちゃんも死んでるヒトなの!?」

「あぁ……っ!!　ボクは、生きてる!!」

「でしょ!?　だから、僕だって死んでないし、天使なんだ！」

「ほ、本当に!?　すっごーい！　じゃあ、ボクの目の前にいるのは生きてる本物の桜くんなんだぁっ！　桜くん、桜くーんっ！」

「や、やめてよドクロちゃんっ！　もうっ！　そんなに顔ばっかり強く触らないで？　目とか鼻とか結構重要な器官なんだから、壊こわれたら、ほら、ね？」

「桜くん、桜くん、桜くんっ！」

「ちょ、ちょっと、だから落ち着いてよドクロちゃんっ！」

　けれど、制止の声が耳に入らないのか、瞳をキラキラさせた天使の少女は僕の両手を握ったまま、

「桜くん、桜くんの──」

　ぴょんぴょん跳ねつつ、止まらぬ勢いのまま、

「──ばかぁぁっ！」

　突如、僕の目ま蓋ぶたを摘つまみ、そのままふたたび布団ふとんの上に引きずり倒すのです。

「ええええッ!?!?　な、なにするのドクロちゃんッ!?　危うく頭ず蓋がい骨こつから皮ひ膚ふが剝はく離りしそうになったよ!?　どうしちゃったの!?　嬉うれしさのあまり錯さく乱らんしちゃったの!?」

「ボク、桜さくらくんにキライになられちゃったのかと、おもったんだからね!?」

「あ……」

　彼女はあの時、僕が『元の世界に帰って欲しい』と言ったコトを──

「ごめん、ドクロちゃん」

「ぜったいに、ゆるさないんだからっ！」

　そして、天使の少女は、

「……ドクロ、ちゃん？」

　僕からさっと、




　再び、離はなれてしまうのです。




「ドクロちゃん……」

　未いまだ、温ぬくもりの冷めない布団を挟んで、僕と天使の少女が、

「ごめん……。あの時は、僕、ああするのが、一番だと思ったんだ」

　木こ洩もれ日と光の粒が降る、『パンドラの言葉』の下で。

「でも、キミがいなくなっちゃってから、凄すごく寂しくなっちゃって、最初は大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだけど、やっぱり、耐えられなくなって……」

　コチラを見上げている天使の少女に、僕はずっと伝えようとしていた想おもいを、




「思ったんだ。なんだかよく解わからないんだけど、このままじゃだめなんだって。僕はキミに逢あわなくちゃいけないんだって」




　高鳴る鼓動の中で、彼女へと届けるのです。

「もう一度キミと逢って、ちゃんと話をしなくちゃだめだと、思って、僕はやっと、ここまで、来れたんだ」

　すると、彼女はくるりとコチラに背を向けて。

「だめなん……だから……」

　最初は、小さく、




「もう、そんなコト言ったって、ダメなんだから！」




「ドクロ……ちゃん」

「ボクも言う！　桜さくらくんに、ひどいコト言う！」

「え……？」

　そして、彼女は僕と距きよ離りをとったまま、〈きっ〉とこちらを睨にらみ付け、

「桜くんになんか、」

　叫びます。

「ボクはもう二度と、逢あいたくない！」

「……うん」

　僕は、彼女の瞳ひとみから視線を逸そらさず、頷うなずきます。

「もう桜くんとは、ボクは一言も口きかないんだから！」

「うん……」

「顔だって見たくないっ！　ボクにもう、近寄らないで！」

「うん……」

「桜くん」

「なに？　ドクロちゃん」

　彼女は涙を拭ぬぐって、




「ごめんなさい。ぜんぶ、うそ」




「うん」

「桜くん……ッ！」

　地面を蹴けり、布団ふとんを蹴って、僕へとジャンプするドクロちゃんは、

「えっ？」

　そのまま〈へにゃり〉と僕の胸へと力なく、しなだれ落ち!?

「ちょ、ちょっとどうしたの!?　ドクロちゃん！」

　ヨロメキ、膝ひざをついて彼女を支えた僕は、瞳を閉じてしまっている彼女の肩を、再び揺らします。

「平気？　なにがあったのドクロちゃん！」

　すると、彼女は、僕の腕の中で身み悶もだえし、

「なんだか、カラダが熱いの……」

「まさか、風か邪ぜでも引いたの!?」

「わかんない、ちょっと、興こう奮ふん、したのかも」

「心配、させないでよ、ドクロちゃん……」

　ゆるむ緊きん張ちよう。膝ひざをついた僕の胸で、天使の少女の大きな瞳ひとみが、いっぱい、温かく濡ぬれて、

「桜さくらくん」

「どうしたの？」

　つられて、僕も目元を拭ぬぐいます。




「ボク、桜くんのお家に、帰りたい」




「……うん。帰ろうドクロちゃん、僕の家に」

　頷うなずいて、さらに僕は腕に力を込めます。

「僕と、ドクロちゃんの部屋に」
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　唐突ではありますが、目下のトコロ、

「な、なんなのこれはッ!?」

　中学二年生の少年・草くさ壁かべ桜と、

「申し訳ありません！　ついに〝監視〟に見つかってしまったのです。これはわたくしのミスです……っ！」

　併走する軍服天使ザクロちゃん、

「いや、見つかっちゃったのはザクロちゃんのせいじゃなくて、僕がもたもたしてたからだよ!?　でも、一つだけいい!?」

　そして僕と、僕の背中に乗る制服姿のドクロちゃんは、

「桜くん、上を見て！　来てる来てるー！」

〈ぶい──ゆん！　ぶい──ゆん！〉と、けたたましいエマージェンシーコールが響ひびき、赤い警告色に囲まれる中、

「ひぃぃいっ!?　なんなのあれはーッ!?」

　いやらしく銀色に濡ぬれ光る〝蠅はえの大群〟に、追いかけ回されている真ッ最中なので、もう少少お待ちいただけますか。

「エレベーターホールはもうすぐそこだよね!?」

　このままでは逃げ切るコトはできません。僕は必死にここまで思い出せるだけの地理を頭の中に描きます。

「はい、次の角を曲がった先になりますが──」

「だったら一いつ瞬しゆんでいいんだ！　ザクロちゃん、あの蠅を足止めできる!?」

「はい、それでしたら……！」

「じゃあ、行くよ!?　準備は、いい？」

　僕はドクロちゃんを走りながら背負いなおし、さらに両脚に力を込め、ピッチを上げ、

「大だい丈じよう夫ぶです！」

「今っ！」

　角を左にカーブした瞬間、僕の背後で〈じゅばっ！〉と『エッケルザクス』が廊下いっぱいに展開される濡れた音が響ひびき、

「あそこに潜もぐり込んで……！」

　悩ましくも大音量な羽音が遮しや断だんされた廊下。その瞬間、僕は天使の少女を背にしたまま、廊下の隅、大きな華盆が飾られているテーブルの下へとスライディングで身を隠します。

「よっしゃぁ！」

　続いて滑り込んでくる軍服の天使。大きなテーブルの下、僕とザクロちゃんはぐるりと体勢を変え、急いでドクロちゃんを真ん中に挟み込むように陰の中に身を寄せて、整いきらない息をムリヤリ潜ひそめます。

　そしてほぼ同時。

　余よ韻いんが引くように〈ぱらり〉と落下、〈ぺちゃり〉と廊下に崩れる『エッケルザクス』の防壁。それを飛び越え、あっという間に上空を通過していく大群の羽音──。

　僕達たち三人は、ゆっくりと、盛大に止めていた息を、吐はき出します。

　天使の少女が布団ふとんで眠っていた《蒸じよう気き離り宮きゆう》から、『机の引き出し』に通じる〝エレべーターホール〟直前、あの〝丸い窓〟があった大廊下の片隅。

　僕は、もたれ掛かるように壁に背中をつけ、苦しそうに息をするドクロちゃんに注意しながら、もう一度だけ確認するように木製テーブルの陰からチラリと外を覗のぞくのです。

「（大丈夫、行ったみたい）」

　小声で、僕は二人の元へ戻ります。

「（でも、あれはいったいなんなの？　さっきのはどう見ても、〝蠅の大群〟だよね……？）」

「（はい、確かに見た目はただの銀蠅の群れです。しかし、あれらはただの昆虫などでは無く、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』に所属する天使のなかでも〝全ヴアリ方アブル位・イエ猟兵ーガー〟の異名を持つゼブルさんが単独作戦中に使用する『情報監視用ファンネル』なのです）」

「（ゼブルちゃんの……!?）」

「（はい。今ここで見つかれば、ゼブルさんは任務遂すい行こうのために、どんな手段を使ってもおねえさまを奪い返そうとしてくるハズです）」

「（ど、どうすれば……！）」

　僕とザクロちゃんは窮きゆう屈くつなテーブルの下、さらに両側から天使の少女を抱きしめるようにしてくっつき、息を潜ひそめます。

「（しばらくは、ここで様子をみた方が良いと思うのですが……）」

　──お箸はし型がた魔ま法ほうのアイテム『秘ひ剣けん菜さい箸ばし　ヴァラスキュルブ』と、それを幾百と収める浮き鞘フアンネルを持つ甲かつ冑ちゆうの天使、ゼブルちゃんこそ、今回の一件、『パンドラの言葉・次世代継承プロジェクト』を遂行する天使の一人であり、現在の『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の意志を代行する者。ザクロちゃんの言った通り、本来ならば『パンドラの言葉』の核とならなければならない『ジャスティリア家』の令れい嬢じよう、ドクロちゃんと一いつ緒しよにいる今は、なんとしてでもあの〝五分の四裸ら天使〟に出くわすわけにはいかないのです。

　さらに、僕には今、もう一つの心配の種があるのです。

「（ドクロちゃん、身体からだの具合はどう？）」

「うん……。ちょっとだるいけど……」

　潤うるんだままの瞳ひとみで天使の少女は僕を見返します。背負っていて気が付いたのですが、彼女のカラダは、まるで『天使の憂ゆう鬱うつ』にでもなった時のように熱く、意識もだいぶ朦もう朧ろうとしているのです。

「桜さくらくんの家に帰ったら、ボク、アロエヨーグルトと、焼きプリンが食べたい……」

「うん、もう少しだから、あとちょっとの我が慢まんだよ？」

　大変です。アロエヨーグルトと焼きプリンのチョイス。この二品と言えば風か邪ぜを引いたときに食べたいものランキングの上位食品。彼女の体調は、かなり崩れて来ていると判断してよいでしょう。

「あとね、ボク、できれば夜は〝おじや〟とかじゃなくて、もっと元気の出る〝手作り餃子ギヨウザ〟とか──」

　その時です。

「（お静かに、おねえさま）」

　突如、聞こえてきたそれは、まるで裁判官の打ち付ける槌つちのように運命的にさえ響ひびく、硬く高い足音。

「（こ、これは。この音は……！）」

　同時に僕も、思わず身体を硬直させてしまいます。

　そして黒い鏡のような廊下。

　音のする方に視線を向ければ、そこへと逆さまに映っているのは、

「てめェらぶんぶんぶんぶんうっせェぞ！　どうしたんだよ、あァッ!?」

　仮面の様な兜ヘルム、金色の輪を持つ甲かつ冑ちゆう天使。

　同時に〈ががんっ！〉と、彼女の銀色の鉄靴ソルレツトが床を叩たたきます。

「（ほんとうに、ゼブルちゃんだ……！）」

　彼女は配下であるトコロの銀ぎん蠅ばえ、戻って来た数匹を前に、どうやら報告を聞いているようなのですが、その場所はまさに、僕達たちが隠れているテーブルのすぐ目の前で。

「（ちょ、見つかっちゃう！　このままじゃ見つかっちゃうよ……!?）」

　ましてや、目の前に下半身だけ見えている甲冑の天使は、下着を身につけている時よりも肌が露ろ出しゆつしている部分が多いくらいな出いで立ちなので、それが床面に映るコトにより、なんだかとてもきわどいアングル。これは、いけません！

「ンだと!?　《蒸じよう気き離り宮きゆう》のドクロが見あたらねェ!?　しかも、それらしい奴やつらを見つけたのに見失っただとォォッ!?」

　床に逆さまに映った彼女は黒い菜さい箸ばし、魔ま法ほうのアイテム『ヴァラスキュルブ』で、銀蠅の一匹を摑つかみ上げます。同時にいつの間に戻ってきたのか、天てん井じように控えている銀蠅の大群は同どう僚りようの危機を見て〈ぶぶぶぶぶ！〉と震ふるえます。

「てめェらは引き続き周囲をチェック。なにかあったらすぐにオレに知らせろ！」

〈びっ！〉と、摑んでいた銀蠅を放り投げるようにして彼女は《蒸じよう気き離り宮きゆう》方面へ。残りの大群は拡散するように周囲へと一斉に散っていきます。

「（やっぱり、あそこにドクロちゃんを寝かせておいたのって、ゼブルちゃんなんだ……）」

　テーブルの下に再び静寂が戻り、〈ほっ〉と息をついてしまいます。僕はもう、いつ見つかっちゃうかとヒヤヒヤしっぱなしで、あとちょっとで緊きん張ちようのあまりに気を動転させ、『ここなんですぅ！　僕達が隠れてるのは、ここなんですぅ！』と、ゼブルちゃんの前に飛び出してしまうトコロだったのですが、しかし、その誘ゆう惑わくに打ち勝つとは、さすがは僕。ここ一番に強い男なのです。

「（でも、まてよ……？）」

　ここで一つの疑問。

　いったいなぜ、あのゼブルちゃんは《蒸じよう気き離り宮きゆう》などという『銀球庵メギンギヨルド』の辺境にドクロちゃんを寝かせていたのでしょうか。いえ、そもそもなぜ、『パンドラの言葉』、しかもレプリカが『銀球庵めぎんぎよるど』の片隅に？　あのボディペイント天使のダチュラちゃんが僕達を襲おそった理由も、未いまだに謎なぞのままになっていました。確からしい事といえば、〝ゼブルちゃんがあそこにあった『パンドラの言葉』のレプリカにドクロちゃんを入れようとしていたらしいコト〟ぐらいなのですが、よくよく考えてみれば、それこそが一番の謎だとも言えます。

　現状を整理しようにも、様々なモノがちぐはぐ過ぎていました。

　おそらくは、

　ここにはそのちぐはぐをピースの一部とした、僕には『まだ見えていないなにか』があるハズなのです。残りの情報ピースが揃そろわないと解わからないなにかが──

　と、思考の中に浸つかっていた僕の手の中、ドクロちゃんの指が〈ぴくり〉と一いつ瞬しゆん動いて、コチラの手を握ります。

「（ドクロちゃん……）」

　僕は、まとわりつく疑問を頭から振り払います。今はそんなコトよりも、まずは一刻も早く彼女と一いつ緒しよに安全な場所に、僕の部屋へと連れて帰るコトが先決です。

　そして、その想おもいはいもうと天使、ザクロちゃんも同じだったのでしょう。

「（……桜さくらさん）」

「（どうしたの？　ザクロちゃん）」

　見れば、純白の軍服天使の瞳ひとみは、決意の色を浮かべていて。

「（わたくしが、あの蠅はえとゼブルさんを引き付ける囮おとりになります）」

「（え……？）」

「（その隙すきに、おねえさまと桜さんはあの『エレベーター』まで走ってください）」

「（だ、だめだよそんなの！　じゃあザクロちゃんはどうなるの!?　帰るんだったら三人で行かなきゃダメだよ!!）」

「（しかし、このままではいずれ見つかってしまいます！　だとしたら、桜さんとおねえさまだけでも──）」

　その時、

「桜、くん……」

　プリズムのような光が、暗い、テーブルの下で幾つも反射しているコトに、僕ぼく等らは気が付き。

「ボク……」

　それは、天使の少女の、金色のわっかから、揺らめきだしていて、

　次の瞬間、

「（なぁッ!?）」




　びゅがぁぁぁぁあああッ！




　と、少女の頭上、金色の輪っかより膨ふくれ上がった光は、一瞬で大きなテーブルを吹っ飛ばし、その圧力により床を、壁を障子を、四方八方を〈みしみしみしみしぃっ！〉と軋きしませるのです。

「うぁあああ……ッ！」

　天てん井じように跳ね返り、床に砕けるテーブルと華盆。それら共々、ドクロちゃんを中心にして廊下の左右に吹き飛ばされていた僕とザクロちゃんは、ほぼ同時に身を起こし、

「ドクロちゃん!?」

「おねえさま……！」

　同時に、発見するのです。

　まるで陽光を液体にしたような、やわらかな七色プリズム光。

　廊下の中央、たゆたう様に垂直に宙に浮かんでいたのは、天使の少女。
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　彼女の頭上に浮かぶ天使の輪っかからは、あらゆる方向に幻のような煌きらめきを乱反射させ、広い廊下を虹にじ色いろに染め上げていて──

「なんなの、これは……」

　そして、




《らぁ～♪》




　水晶でできた楽器が震ふるえたかのようなその音律は、ドクロちゃんの口よりこぼれた声。彼女の透き通ったアカペラでソロな歌声は、この『銀球庵メギンギヨルド』に響ひびき渡り。




《らぁぁらら～♪　ひみつぅー♪》




「ちょ、ちょっとドクロちゃん、見つかっちゃうよ！」

「これは、まさか──」

「ザクロちゃん？」

　歌を紡つむぎ始める天使の少女を挟んで向こう側。軍服のいもうと天使は、自分の姉を茫ぼう然ぜんと見据えたまま、

「おねえさまのカラダに、〝核〟となる準備が、『世界樹』とのリンクが始まって──」

「え……？」




《ひみつのありか～♪》




　なおも綴つづられる天使の旋律。僕は制服姿の少女を、瞳ひとみを閉じたままのドクロちゃんを見上げたまま、

「で、でも、だって、こんな歌、ドクロちゃんはいつも歌って──」

　その瞬しゆん間かん、〈がちがちがちっ〉と繫つながってしまう、僕の思考。

「──まさか、この歌が、未来を……!?」




《少年の秘密のありかは～　本棚の奥にしまってある、オモチャ金庫の中～♪》




「ちょっと、なにを予言しているの!?　違うよ！　それは僕の秘密アイテムの隠し場所だよ!?」




《暗証番号は１イチ０ゼロ２ニイ３サン１イチ　憶おぼえ方は一〇じゆう二に三さ一い～♪　確信犯～♪》




「ちがうよ！　最初から暗証番号がそうなってたの！　僕が決めたわけじゃないんだよ!?　というか、ばらさないでよ僕の大事な金庫の暗証番号を!!　ほら、ドクロちゃん降りてきなさい！　いつの間に知ったの!?　ねぇ、目を閉じてないで……──」

　すぼまり、停止してしまった僕の嘆願。

　なぜならば、




「てめェら……」




〈ぎしり〉と、鉄靴ソルレツトで床を鳴らし、

「なにをやっていやがるッ!!」

　今や烈火の如ごとく揺らめく、成層圏の碧あおを持つ鋭い瞳。

　それは、振り返った僕の背後。四～五メートル離はなれた、ちょうどあの、丸い窓があった場所に立つ、二機の浮き鞘フアンネルを従えた天使の少女。

「ゼブルちゃん……！」

　兜ヘルムより流れる濃いハチミツ色の髪は、今もドクロちゃんから放たれる虹にじ色いろに揺らめき、同時に彼女の僅わずかな甲かつ冑ちゆうまでもが怪しく煌きらめいて。

「み、みつかっちゃっ──」

　喉のどから言葉が漏もれた、次の瞬しゆん間かん。

　僕の頭は床に、全身は横よこ殴なぐりに、壁に激突していて。

「がっ、う……ッ!?」

　痛みは、硬い床に全身が折り重なって、動けなくなってしまった僕に、容よう赦しやなく襲おそいかかって来ました。霞かすむような視界の端にはゼブルちゃんの鉄靴ソルレツト。そう、僕は一瞬で間合いを詰めて来たあの硬く光る靴に、胸を抉えぐられるように蹴けり飛ばされ、動けなくなってしまったのです。

「桜さくらさん……!!」

　ザクロちゃんの絶叫が僕の意識にかろうじて届きます。そして、僕が今も幻灯のような揺らめきと共に宙へと浮かんでいるドクロちゃんを確認できたのは、甲冑の天使、ゼブルちゃんに胸ぐらを摑つかまれ、壁に押し付けられるように高く、持ち上げられていたから。

「今度は戻ってこれると──」

　甲冑天使の背後、空間に横一文字に走る黒い亀き裂れつ。

「──思うなよ」

〈ぐぅわばりっ〉と出現するのは、巨大な人間の歯を持つ口こう腔こう。飲み込んだものを異次元に葬ほうむり去る『もう一つの唇裂アドグラント』なのです。

「な、あ、……がっ！」

〈しゅらんっ〉と浮き鞘フアンネルから抜き放たれる黒い菜さい箸ばし。僕は動けぬまま、彼女の『ヴァラスキュルブ』でさらに高々と持ち上げられてしまい。

　目の前には、極ごく彩さい色しきの異空間を喉のど奥おくにもつ巨大な口と、ピンク色の舌。

「うぅぅうっ！」

　僕は、ここで、こんなトコロで……！




「見逃してやる」




　言葉が理解できる前に、

「……なぁッ、ぐわっ!!」

　僕はお箸から滑り落とされ、床に尻しり餅もち。

　気が付けば、〈ひゅらっ〉と二対の浮き鞘フアンネルがゼブルちゃんの背後から、彼女を守護する楯たてのように、僕の両りよう脇わきへと迫っていて。

「このままドクロを置いて、消えろ」

　静かに振動するのです。

「え……？」

　見上げれば、〈がちゃっ〉と手甲ガントレツトを軋きしませ、

「そうすれば、オマエ等らを見なかったコトにしてやる。『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』にも報告はしない。ドクロを置いて、この『銀球庵メギンギヨルド』から、回れ右して家に帰れ」

　低く抑えられたその言葉に籠こもる、計り知れない圧力。

　けれど僕は、

「それは、できない」

　口元を兜ヘルムで隠した、成層圏の青を持つゼブルちゃんの瞳ひとみに答えるのです。




「ドクロちゃんは僕が連れて帰る。だから、ゼブルちゃんには渡せない」




「だったら、死ね」

「……ッ!!」

　神速でゼブルちゃんの右手に装備される黒く鋭い二本の槍やり。左手で僕の胸ぐらを再び摑つかみ、彼女の『秘ひ剣けん菜さい箸ばし　ヴァラスキュルブ』は僕の喉のど元もとを、

「なァ……!?」

　貫き通すハズだった、その一いち撃げきが、

「桜さくらさんはおねえさまを連れて、先に行ってください！」

『殺人濡ぬれタオル　エッケルザクス』によって、がんじがらめに拘束されているのに、僕は気が付くのです。

「ザクロ、ちゃん……!?」

　直後、力任せに殴なぐり捨てられる僕の身体からだ。ゼブルちゃんは自由になった左手に秘剣菜箸を装備、エッケルザクスを切り裂きます。

「桜さん、急いでください！　ここは、わたくしが食い止めます！」

「で、でも……！」

　しかし、いもうと天使は既すでに臨戦の構え。彼女は本当にここでゼブルちゃんを足止めし、僕とドクロちゃんを逃がそうとしてくれているのです。

「わたくしも後から必ず行きます。早く、今の内に！」

　直後〈しゅぱん〉と、ザクロちゃんは軍服の袖そでから新たな『エッケルザクス』を抜き放ち、甲かつ冑ちゆう天使と対たい峙じします。

「へェ、このオレとやろうってのか。キライじゃ無いぜ、そういうの」

　僕が気力を振り絞り、宙に浮いたままのドクロちゃんへと這はうように近づいたのを確認したのか。オレンジ色の濡ぬれタオルは、〈だっ〉と甲かつ冑ちゆう天使へと駆け出すザクロちゃんと同時、〈どしゅるるるる！〉と、水みず飛沫しぶきを上げながら雷光の如ごとくゼブルちゃんへ迫ります。

「けどなァ」

　同時に唸うなりを上げるのは甲冑天使の前面に展開していた浮き鞘フアンネル。そして、二対の鞘さやが吐はき出したのは、無数の黒い菜さい箸ばし『ヴァラスキュルブ』。

「ザクロ」

　一条の雷帯となって甲冑天使の寸前まで迫っていた『エッケルザクス』は、しかし、

「ッ!?」

〈ずかかかかかッ！〉と数多あまたの菜箸に、床と壁に縫ぬいつけられてしまい、次の瞬しゆん間かん。

「しまっ……！」

　純白の軍服、いもうと天使の目の前には、一気に間合いを詰めた甲冑の天使。

　その膝ひざが、

「オマエ、アイテムに頼たより過ぎだぜ？」

　音もなく、ザクロちゃんの腹部を捉とらえているのです。

「そん、な……っ」

　僕は、身じろぎも出来ぬまま、カラダをくの字に折って〈どさり〉と廊下に崩れ落ちて動かなくなってしまう、軍服天使から、視線を離はなすコトが、できなくて。

「あのザクロちゃんが、一瞬、で──」

「クサカベ、サクラ」

〈がつん、がつん〉と黒い鏡のような床に鉄靴ソルレツトを鳴らす〝五分の四裸ら〟天使。今や僕とゼブルちゃんの間にあるのは、僅わずか二メートルの距きよ離りのみ。

「その頭の上のモノ──」

　歩みを止めぬ彼女の手甲ガントレツトに覆おおわれた指が、僕の頭上を指し示します。

「どうやって手に入れたかは知らねェが、オマエにはもう無理なコトは、解わかってんな？」

　眼前。立ち止まって、ドクロちゃんの足元で立ち上がれぬ僕を、甲冑の天使は見下ろすように睨ねめ付けます。

「ドクロを置いて、帰れ」

　僕の返答。

「そんなわけには、いかない」

　刹せつ那な、

　再び胸ぐらを摑つかまれ、僕は打ち捨てられるように、漆しつ喰くいの壁へと投げつけられます。

「オレに、手ェ出させてんじゃ、ねェぞ……ッ!!」

　雑ぞう巾きんの如く、廊下の角で動けなくなる僕の身体からだ。

　ドクロちゃんは既すでに、ゼブルちゃんの背後に。

　このままじゃ、

　僕は再び、

　あの天使の、少女から──




「一つだけ、聞かせて」




　転がったまま、僕は呻うめきます。

　揺らめく虹にじ色いろに包まれたドクロちゃんに視線を向けていたゼブルちゃんは、僕を横目で。

「……なんだ」

「これが、『ルルティエ』の、やり方なの？」

　甲かつ冑ちゆうの天使は、吐はき捨てるように。

「たりめェだろ」

「ウソだ」

「……あ？」

　コチラを睨にらみ付けてくるゼブルちゃんに、僕は、動けぬまま、言葉だけを紡つむぎます。

「ずっと、ずっと『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』に関かかわってきたんだ。今なら解わかる。こんなコトを、彼女たちが許すハズがない」

　僕は痺しびれる手を床について、身体からだを起こします。

「どうしてダチュラちゃんは、ドクロちゃんを連れて行った後に、僕達たちの命を狙ねらったの？」

　わずかに細められる、ゼブルちゃんの青い瞳ひとみ。

「……あの時、ゼブルちゃんは言ったよね？　ドクロちゃんは『パンドラの言葉』の中に入らなきゃいけなんだって」

　僕は〈じんじん〉と身体に響ひびき始める痛みをぐっと堪こらえ、

「それなのに、なんでお客さん用の《蒸じよう気き離り宮きゆう》に、ドクロちゃんは寝かされていたの？」

　壁に背をつけながら立ち上がり、徐々に、彼女との対等な目線の位置を取り戻します。

「まだあるんだ。あの《蒸じよう気き離り宮きゆう》にあったのは本来『中央区画』にあるハズの『パンドラの言葉』、その〝レプリカ〟だったんだよね」

　そして、僕は甲冑天使の背後に浮かぶドクロちゃんから、視線をその手前、〝五分の四裸ら〟な天使へと定めて。

「ゼブルちゃん」

　一度失ったものを、もう二度と手放さぬように、

「キミはいったい、ドクロちゃんを使ってなにをしようとしてるんだ……ッ!!」

　対たい峙じします。




「『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』……」




　僕とゼブルちゃんの瞳ひとみが声の主、廊下に伏したままだったハズの軍服の天使へと注がれます。

「……ザクロ、ちゃん？」

　うつぶせの状態から腕をついて身を起こした彼女は、覚める様な瞳でゼブルちゃんを捉とらえたまま、

「それは、神の御使いであるにもかかわらず、自ら神の域に踏み入らんとする天使のコトです。わたくしたちは遥はるか過去に起きたある事件以来、それを『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』と呼んでいます」

　まるで火の熾おこるようなザクロちゃんの口調。ゼブルちゃんはそれを受け止めるように〈ふん〉と軍服の天使を見据え、〈がちゃり〉と甲かつ冑ちゆうを鳴らし。

「もう目が覚めたか」

「神が護まもりたもうこの世界の為ためにではなく、己の欲望の為にのみ、その力を振るう天使、『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』を、我々は許すわけにはまいりません」

　立ち上がり、オレンジ色の濡ぬれタオルを構えるザクロちゃん。

「だったら──」

　そして、一度深く閉じられ、再び見開かれた甲冑天使の瞳の色は、周囲の光を吸い込むが如ごとく、一段と深い青へ。

「避よけてザクロちゃん……っ！」

　既すでに満まん身しん創そう痍いな天使、ザクロちゃんの目の前へ、まるで舞うように身を翻ひるがえしたゼブルちゃんは、

「──薙なぎ払うまで」

『秘ひ剣けん菜さい箸ばし　ヴァラスキュルブ』を握った右腕を振るい、長身のいもうと天使を漆しつ喰くいの壁へと叩たたきつけるのです。

「ザクロちゃんッ!!」

　うめき声すら発せず、再び壁伝いに崩れ落ちる軍服の天使。

「『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』……」

　動こうにも脚が震ふるえてどうにもならない僕の口からこぼれる、ザクロちゃんが伝えてくれたもの。

「なるほど、だからなのか」

　僕は、得心するのです。

「どうりで、ゼブルちゃんも、ダチュラちゃんも、普ふ段だんから薄うす着ぎすぎると思ったんだ……！　それはもう既すでに神の領域に──」

「それは全然関係ねェ！」

〈ずがぁ！〉

「うへぇ、もう僕もぼろぼろだよぅ！」

　さらに、ダチュラちゃんのむき出しな腕により完全なスリーパーホールドをキメられた僕は、背後の甲かつ冑ちゆう天使へと、

「でも、だったら──」

　尋ねるのです。

「──ゼブルちゃんは、なんで『ルルティエ』を、裏切ってるの？」

　僕の視界の端に揺れる、濃いハチミツ色の髪。

「……は──」と、僕の喉のどから漏もれる息。

　いつの間にか、僕は彼女の腕から解放されて、いて。

「あァ……」

〈きしっ〉と、鉄靴ソルレツトを鳴らし立ち上がったゼブルちゃんは、未いまだ意識を取り戻さずに倒れたままのザクロちゃん、そして廊下の中央に浮かんだままのドクロちゃんを一いち瞥べつ。

　視線を僕へと戻し、

「クサカベサクラ。いいだろう、教えてやる。オマエは似てるからな」

　好戦的で、それでいて自じ嘲ちよう気味な笑みを、その青い瞳ひとみに浮かべるのです。

「ある少年にまつわる話だ」

　ゼブルちゃんが向けた視線の先には、白い壁にぽっかり開いた丸い窓。そこには、夜の中に浮かぶ青い地球が浮いていて──

「ソイツの名前は、鏑かぶら木ぎ湊みなと。生まれてから十と四年しか生きてねェ、なんてコトない人間だった」

　甲冑天使は、『ヴァラスキュルブ』を右手の指に絡からませたまま、胸の前で腕を組み、少しだけ俯うつむき、瞳の奥に映るモノを追うように、ゆっくりと瞬まばたきを一つ。

「だがある時、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』は、そいつが大人になってから、偶然にも世界を大混乱させちまう発見をするコトに気が付いた」

「まさか『不老不死になる代わりに、女性の年齢を十二歳にしてしまう』という、あの薬をッ!?」

「それはクサカベサクラ！　オマエの『神の領域を犯す罪』だろ！　湊でのは違う！」

「で、でも……!!」

「でもじゃねェッ！　オマエのは特殊過ぎんだよ!!　ソイツが、鏑木湊がつくっちまうハズだったモノは、『ヒトの手による完全な人工生命体』。新たな生命の創出だ」

「じゃあ、その生命体が成長しても外見はずっと十二歳のままな女の子なんだね？」

「いい加減殺すぞォォォォ!!　オマエと湊を一いつ緒しよにするなァァァ!!」

「いにゃぁああああああッ!!　も、もう刺さってるーっ!?」

「聞け！　人間だけでも上う手まくやってイケねえこの世界に、まったく新たな知的生命が生み出されてみろ。どんなコトになると思う!?　『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』はもちろんそれを放っておかねェ。すぐさま鏑かぶら木ぎ湊みなとを抹まつ殺さつする刺し客かくが放たれた」

　ゼブルちゃんは、僕の薄うす皮かわから、『ヴァラスキュルブ』を引き抜き、




「それが、オレの初めての任務だった」




「な……」

　膝ひざをついた僕は痛む患部を押さえて、彼女を見上げます。

　微動するは浮き鞘フアンネル、ゼブルちゃんの青い瞳ひとみ。

「どういうコトだ？」

　──そして、僕は知るのです。

「なんで、オレはアイツを、この手にかけなくちゃならなかったんだ？」

　──状況は違えども、彼女は昔、今のドクロちゃんと同じ立場だった時が、あって、

「ゼブルちゃん……」

「あいつはまだ、なんも悪いコトなんかしちゃいねェじゃねえか。ただ絵を描くコトが好きな、将来そんな発明なんかする片へん鱗りんも見せてねェ、ただのガキだったじゃねェか。なのに、それなのに、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の勝手な決議で、抹殺対象に選ばれて……」

　──彼女と彼には、既すでに、答えがでてしまっていたのだと。

　甲かつ冑ちゆうの天使は声だけではなく、その肩までも、震ふるわせて。

「間違っているのは、オレじゃねェ。『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』だ」

　そしてゼブルちゃんは再び、僕の胸ぐらを摑つかみ、

「だから、オレが新しい『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』になる」

「そのために、ゼブルちゃんはあの『世界樹』を、『パンドラの言葉』に……？」

「ああ、そうだ。今は『世界破滅に関する未来予知』に限って使用しているが、リミッターを解除すれば全すべての時間と事象に根を張る『世界樹』、『万ばん象しよう儀ぎ』となった『パンドラの言葉』に出来ないコトなどない！」

　僕の眼前に迫る、『ヴァラスキュルブ』。

「オレには新たな『パンドラの言葉』が必要だ。『世界樹』を制御し、リンクするためには、『ジャスティリア家』のソイツが必要なんだ!!」

「そんな……」

　その黒く鋭い菜さい箸ばしは、高く、僕の頭上に振り上げられ、

「解わかったな？　納得出来たな!?　だったらさっさと、くたばれェ！」

〈どしゅるるるるる！〉

「なにィッ!?」

　その時、ゼブルちゃんの腕に巻き付いていたのは、

「『エッケルザクス!!』」

「桜さくらさん、今の内です！」

「ザクロちゃんッ!!」

　オレンジ色の濡ぬれタオルを視線で辿たどれば、そこには、あのいもうと天使が復活しているのです！

「てめぇ!!　なんども同じコトを……ッ!!」

　再び左手に浮き鞘フアンネルから装備される『ヴァラスキュルブ』。右手を拘束する『エッケルザクス』を切断しようと腕を振り上げた、その瞬しゆん間かん。

「えい！」

　ザクロちゃんは、一瞬で濡れタオルをゆるませ、たわんだ部分でゼブルちゃんの足を搦からめ取り、

「おわァッ!?」

　そのままゼブルちゃんをひっくり返し、ザクロちゃんはたぐるようにずるずると甲かつ冑ちゆう天使を引き寄せ、

「ちょ、やめろォ！」

　あっという間にそのむき出しの手足をタオルで拘束。続けてザクロちゃんは〝五分の四裸ら〟天使の肌に、特に急所と呼ばれる部分に、指を這はわせるのです！

「く、くすぐんなァ!!　やめろバカ！　ザクロ、てめェ……ッ！　や、こ、このォォッ！」

「ドクロちゃん起きて！　ねえってば！」

　今度こそ僕はぐずぐずしていられません。相変わらずぷかぷか浮きっぱなしの天使の少女のほっぺをぴしぴし叩たたきます！

「あぁ……、桜くん……？」

「良かった！　目が醒さめたんだね!?　ほら、じゃあいい加減に床に降りてきて！　……え？　どうやって降りて良いか、わからない……!?　ど、どうすんの!?　ちょっとドクロちゃん、キミ、なんかパントマイムの達人みたいに、歩こうとしても前に進んでないよ!?」

「桜さん！　おねえさまを連れて、行ってください！」

「ええッ!?　だって、この状態じゃ──」

　と、振り向く僕とザクロちゃんの視線が重なり、

「……ッ」

　僕は、決断するのです。

　だって彼女の瞳ひとみには、本気の決意が込められていて──

「わかった。ドクロちゃん、行こう！」

「ひゃんっ！　桜さくらくんっ!?」

　僕は、ヘリウムガスが充じゆう塡てんされた風船を引っ張るように、天使の少女の手を取って、廊下を彼女たちとは逆の方向、エレベーターホールへと走ります！

「追え！　浮き鞘フアンネル！」

　しかし、ゼブルちゃんにはまだ、攻こう撃げきの手段が残っていて……！

「うわぁぁぁああ!!」

　背後に迫る〈ずがががががッ！〉というあの連続した破は壊かい音おん。無む翼よく戦せん闘とう機きの如ごとく、無数の『ヴァラスキュルブ』が搭載された二対の浮き鞘フアンネルは、床や壁へとニードルガンのように菜さい箸ばしを突き立てるのです。

「桜くん、変なのフアンネルがずっと、おっかけてくるよう!?」

「ちょっとドクロちゃん！　僕の顔に抱きつくと前が見えないよ!?」

　顔に抱きついてくる天使の少女を懸けん命めいにずらし、僕は走って走って逃げまくり、

「ここだ……！」

　辿たどり着いたエレベーターホール。

「よしっ！」

　運良く、今まさにちょうどドアが開いた一基へと、僕は勢いよく転がり込んで、

「動けー！」

　外から響ひびき続ける『ヴァラスキュルブ』が壁を穿うがつ破壊音に対抗するように、僕はドアサイドのボタンを連打。けれどそれはまるで嫌がらせのよう。片開きのドアは、ゆっくり閉まり始め、

「…………っ！」

　長く長く感じた一いつ瞬しゆん。ドアは完全に、閉じ切って、

「間に、合った……」

　エレベーターは、静かに動き出すのです。僕は大きく息を吐はき、

「どうにか浮き鞘フアンネルは振り切ったけど、ザクロちゃん一人で大だい丈じよう夫ぶかな」

　一いつ緒しよに転がり込んだ天使の少女へと顔を向けるのです。

　が、

「……ドクロちゃん？」

「ねえ、桜くん、あれって──」

　幻灯のような虹にじに包まれ、銀色の箱の中でも宙に浮く天使の少女が見上げていたものは、

「な……ッ!?」

　エレベーターの壁に突き立っていた、幾十もの『ヴァラスキュルブ』。

　その、林立するお箸はしの周りには、〈ばりっばりりっ〉と、まとわりつくように紫電が走り、

〈ごごんっ〉と、怪しい挙動が床と壁、この銀色の直方体全体を揺さぶるのです。

　そして僕とドクロちゃんが、とっさに顔を見合わせた、

　次の瞬しゆん間かん。

「ひ、ひゃあぁあああああんっ！！！」

　二人を包むこの空間は、

「ふえええええぇぇええッ!?」

〈ががががッ、がくくんっ！〉と痙けい攣れんしながら、糸が切れような急降下フリーフオールを開始するのです！







　　　断章




　少年は、

　生まれた時に両親から与えられた、少しだけ女の子みたいな名前を少々思い悩む、どこにでもいる普通の中学二年生。

　兄弟はおらず一人っ子な彼は、優しい両親の元でスクスクと健全に成長し、その時、第二次性徴真まッ直ただ中なか。クラスメイトの女子になんだかドキドキしてしまう、平凡な学校生活を送っていました。

　──ここまでなら、どうってことない、語るに足らない、よくある話。

　しかし、彼のそんなありきたりな日常は、ある時、なんの前振りも無く崩ほう壊かいしてしまいます。




　なんと少年の前に、自らを『天使』と称する一人の少女が、突如出現したのです。




　純真な少年はもちろん、大いに戸惑いました。

　無理もありません。

　目の前に現れた、頭の上に金色の輪っかを浮かべた少女は、なに故ゆえか一般常識を一切身につけておらず、そのため、存在するだけで彼の周囲を大混乱に陥おとしいれたのです。

　しかも彼女が言うには、

　少年は将来において大変なモノを発明してしまい、それは神の領域に踏ふみ込んでしまうとんでもない技術なのだから、そんな世界の秩序をめちゃくちゃにしてしまうような人間、つまり少年は、今すぐ天使である自分に抹まつ殺さつされるべきなのだそうです。

　もちろん少年は彼女の意見が理解出来ない上に、その結論に大反対。

　なにしろ、それに従っていたら自分は目の前の奇妙な天使に殺されてしまうのです。

　しかも、彼には、もうわかっていました。

　自分の元にやってきた少女の力をもってすれば、いとも簡単に彼女の願いは実現してしまうコトに。

　そこで少年は考えます。なんとかして少女をなだめよう。自分はそんなコトをしない人間だと理解させようと。彼は必死に言葉を尽くし、やっとの事で、とりあえずは天使の少女を自分の家に住まわせるコトを周囲と、そしてなにより彼女自身に納得させました。

　その中で、彼は天使の少女に自分を解わかってもらおうとしたのです。

　それからというもの天使の少女は、少年と一いつ緒しよの学校にこそ通わなかったけれど、いつも彼と一いつ緒しよでした。

　天使と少年の間に起こったコトをここに全すべて書き記すには、おそらく文庫本で十冊は必要なのではないでしょうか。

　ともかく、

　それは、長いようで、短い凪なぎの期間でした。




　結局、天使の少女は、自分の任務に逆らうコトは出来ませんでした。

　少年の願いは、叶かなわなかったのです。




　自分の任務をまっとうした天使の少女は、『未来の世界』へと帰還しました。




『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の通常任務に復帰した彼女は、それからというもの、あまり他ほかの天使と仲良くできない自分に、気が付きました。




　あの少年の名は、鏑かぶら木ぎ湊みなと。




　そして、少年は自分の目の前に現れた天使の少女のコトを、

　ゼブルちゃんと、

　いつも呼んでいました。
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「さぁくぅらぁくぅぅぅううんっ！」

　今や、僕と天使の少女が月面は『銀球庵メギンギヨルド』より乗り込んだ狭い銀色の箱は、

「めぇぇがぁまわぁぁわるぅぅよぉぉぉおお～」

〈がくかくがくっ！〉と縦横に揺さぶられたかと思えば、次の瞬しゆん間かんにはさっきまで床だった部分は壁に、壁だったトコロは天てん井じようにと、箱自体がビックリハウスのようにぐるぐると大回転。

「きーもーちーわーるぅぅぅいぃぃぃ～」

　もちろん、内部の僕達たちはたまったものではないのです。

「ぅぅうわぁぁああッ!?　ちょ、ドクロちゃんだめだってば！　我が慢まんして！　ここでドクロちゃんが我慢しなかったら、中が大変な事態になっちゃうぅうっ!!」

　おそらく、ゼブルちゃんの浮き鞘フアンネル攻こう撃げきにより損傷してしまったエレベーターは、正常な機能を失って暴走に近い状態に陥おちいっているのです。このままでは最悪、僕とドクロちゃんは超空間に、もしくは月と地球の間に広がる宇宙空間に放り出され、重力に引かれて生身で大気圏へと突入しなくてはいけない可能性すら出てきます。そんなコト、ドクロちゃんならば難なくドコロか、隣となりで燃え尽きていく単眼のミドリ色ロボを横目に「きゃははははは！」と終始にこやかにやり遂げてしまうのでしょうが、天使になって半日も経たってない、肌だってまだほんのり湿ってるような僕としてはそんな荒技、やり遂げられる自信が無い上に、着地点を誤れば、我が家である草くさ壁かべ家けにいつたどり着けるかもわかったモノではないのです。

「どうすれば、この暴走を……ッ！」

　と、僕がどうにか手足を壁と床の隅へと、忍者のように張り付くことが出来た、その時です。

　突如、カラダを包む風。

「へ？」

　見ればなんと、停止したエレベーター内部のドアが、いつのまにか開いていて。

「なっ!?」

「ふゎっ？」

　今や、床部分として、僕の真下にあるのです！

「うぅわあああああっ!?」

　なおかつドアの外に見えるのは真っ暗な空間。そこに落ちたら、どうなってしまうかわからないというのに、

「さぁぁくぅぅらぁくぅぅん……！」

　ふらっふらになっている天使の少女は、僕の首にすがりついてきて、

「ダメダメドクロちゃんぶら下がらないでッ！　というか、あんたさっきまでふわふわ浮いてたじゃん！　あれはどうしたの!?　もう終おしまいになっちゃったの!?　だめだよもっと浮いて浮いて！　だから僕に摑つかまったら落っこっちゃう！　このままじゃ下に落ぉこぉおっちゃうよぉぉぉぉお!!」

　必死に踏ふん張るも、〈ずるり〉と、

「うわぁーッ！」

　力は及ばず、壁を滑って宙を泳ぐ両手両脚、落下は、一いつ瞬しゆん。

「ぁぁぁあぁあ──ッ……ぐぅはッ！」

「きゃんっ！」

　硬い地面に〈どさどさっ！〉と、僕と天使の少女は重なって着地、もとい、墜つい落らくするのです。

「痛っててて……、ド、ドクロちゃんは、大だい丈じよう夫ぶ？」

　僕は、身体からだの上に倒れ伏している天使の少女を、ゆさぶります。

「う、うん、ボクは平気……。桜さくらくんは？」

「なんとか、平気だと、思うけど──」

　ドクロちゃんと共に立ち上がり、二人で周囲を見回せば、

「ここは」

　僕の部屋のハズが、ありませんでした。

　そこは完全な屋外。

　頭上を見上げれば、夜色の空には細い三日月──信じられませんが、さっきまで僕達たちはあそこにいたのです──と、いっぱいの星ほし屑くずが展開されています。

　そして足元はおそらく、セメント敷じきの床。

　天使の少女も熱を持ったカラダをぴったりと僕に寄り添わせ、不安げに周囲をきょろきょろ。

「ねぇ、桜くん、ここはどこ？」

「たぶんエレベーターが故障して、出口がズレちゃって、こんな場所に放り出されたんだと、思うんだけど……」

　いったいどのくらいの誤差が生じてしまったのか想像がつきません。僕達は『超空間』から放り出されたのです。もしかしたら、ここは日本ですら──いいえ、地球であるかすらわからないのです。

「ドクロちゃんはここで待ってて。僕がちょっと、周りの様子を見てくるから」

「まって！　ボクも一いつ緒しよに行く！　もうひとりぼっちにしないで！」

　まだ一歩も動いてすらいないのに、〈がしっ！〉と僕の腕を抱きしめコチラを見上げる、天使の少女。

「……ドクロ、ちゃん」

　そして、彼女にこっくりと頷うなずいた僕が、二人で前方の暗くら闇やみに向かい歩き始めた、その時です。




「そこにいるのは、誰だれ？」




　それは前方より届いた声。同時に、懐かい中ちゆう電灯のような小さな光が揺らめいて。

「なッ!?」

「誰かいるよ桜さくらくんっ！」

　しかも、さっき聞こえた声は、凜りんと、涼やかに響ひびく少女のモノで──

「──って、ちょっと待って!?　今の声は……!!」

〈さっ〉とコチラに向けられる電灯の光。眩まぶしくて、思わず腕を顔の前に広げながら、

「静しず希きちゃん!?」

　僕は思わず、驚おどろきの声を上げるのです。すると、

「桜……くん？」

　僕と天使の少女の足元を照らす懐中電灯の光。夜空をバックにうっすらと浮かび上がるのは、紛れもない、クラスメイトの静希ちゃんで。

「な、なんで、静希ちゃんが、こんなトコロにいるの!?　まさか、またビスクちゃんがあの露ろ天てん風ぶ呂ろの時みたいに……ッ!!」

「なに言ってんだ落ち着け桜！　お前こそどっから湧わいて出てきたんだよ」

「み、宮みや本もと!?」

　さらには、怯おびえる僕とドクロちゃんの周りにぞろぞろ集まってくるのは、

「せっかくみんなでホームセンターに行ったのに（田た辺なべさん）」

「なにか事故にでもあったんじゃないかって、心配してたの（静希ちゃん）」

「結局、桜が来ねぇから、クラスの連中みんなで行ったんだぜ？（宮本）」

「本当に人ひと騒さわがせ（南みなみさん）」

　なおかつ、

「あれ？　ドクロちゃん……!?（田辺さん）」

「ドクロちゃんは未来の世界に帰ったって、確か、桜くん……（南さん）」

「ほらドクロちゃん、ホームセンター土産みやげの『三さん角かく錐すいの発泡スチロール塊』！（佐さ々さ木き）」

「おかえりなさい、ドクロちゃん（静希ちゃん）」

「うわぁ、ありがとー！　うん、ただいまっ！（にっこにこのドクロちゃん）」

「で、案外楽しかったけど？　ホームセンター（僕に向かって田辺さん）」

「でしょ!?　面白いんだよあそこは！　ほらね？　僕の言ったとおりで──って違うよ！　ちょっと待って!?　みんながホームセンターに行って、しかもここにいる全員が『星座の早見盤』を持っているってことは──」

　いったい、なんの偶然でしょう。

「──ここは『聖ゲルニカ学園』の屋上なの!?　そして今は土曜日の夜っていうコト!?」

　ずれた時間と空間。ここは僕の家ではなく、いつも通っている学校の屋上、しかもクラスのみんなが天体観測を行う時間で──。僕は、安あん堵どの息を吐はきます。これくらいの誤差ですんでラッキーだったと考えるべきなのです。そう、僕とドクロちゃんは、もっと酷ひどい誤差の中に放り込まれる可能性だって十分にありえたのです。

「ほら桜さくらくん、もうすぐ科学の諸もろ岡おか先生も来ると思うよ？（田た辺なべさん）」

「おい桜、大だい丈じよう夫ぶか……？」

　と、立ちつくしてしまっていた僕へと、宮みや本もとが懐かい中ちゆう電灯を向けた、その時です。

「ねえ、桜くん？」

　恐る恐る、僕を慮おもんぱかるように声を掛けて来たのは、

「どうしたの？　静しず希きちゃん」

「その、桜くんの頭の上にある、金色の輪っかって……」

「おぉぅっ!?（梅うめ沢ざわ）」

「な、なんなんだよそれは!!（佐さ々さ木き）」

　クラスメイト達たちに巻き起こる混乱のどよめき。無理もありません。昨日まで僕はただの少年だったのです。ここは説明する必要があるでしょう。

「うん、僕はとある事情で〝天使〟になったんだ。って言っても、たった三日間だけなんだけど──」「おい待てよ!!　いったいなんなんだよ〝天使〟って！（岩いわ倉くら）」「本当にその輪っか、作り物じゃないの!?（阿あ部べさん）」「なんで桜お前そんなに落ち着いてんだよ！　もっとよく説明しろよ！　それだけじゃワケがわかんねぇよ!!（佐々木）」「俺おれ達はきっと夢を見てるんだ。きっとそうに違いないッ!!（梅沢）「本当だよ桜くんっ、なんで桜くんは急に〝天使〟になっちゃったの!?　ボクにも色々教えて！（ドクロちゃん）」「ちょ、ちょっと待ってよ！　どうしてみんなは僕の時だけそういうリアクションするの!?　〝天使〟のドクロちゃんが最初にみんなの前に現れた時は、みんなの方こそ不自然なくらい普通に彼女という〝天使〟を受け入れたのに！　僕から言わせれば今さらなんなんだよみんな!!　ちょっと酷すぎるよ!?　だってほらね!!　〝天使〟ってこれくらい驚おどろくべき重大な異変だったでしょ!?　あとドクロちゃん、僕はキミに逢あうために頑張ってようやく〝天使〟になれたんだよ!?　ほんとマジで大変だったんだからねこうなるまでッ!!」

　と、僕の想おもいと咆ほう哮こうが屋上に響ひびき渡った、その瞬しゆん間かん。




〈どさっ！〉と、




　僕とドクロちゃんの背後、暗くら闇やみの中から響いた鈍い音。

「えっ……？」

　振り向いた先。クラスメイト達たちが向けた懐かい中ちゆう電灯に浮かび上がったそれは、

　純白だったハズの軍服の天使。

「ザクロちゃんッ!?」

　僕とドクロちゃんは慌てて駆け寄り、彼女を抱き起こせば、

「こ、こんな……」

　いもうと天使の軍服、その厚い生地は擦すり切れ、雪のような白だった表面はホコリにまみれてくすんでしまい、軍帽すらどこかにいってしまっていて──

「もうしわけ、ありませんでした。桜さくらさん、おねえさま……」

「ねえザクロちゃん、しっかりして!!」

　天使の少女は自分のいもうとに寄り添うように手を取り、彼女を覗のぞき込みます。

「おねえさま、よくぞ、ご無事で──」

「だいじょうぶ!?　ザクロちゃん！　ねぇザクロちゃんてばっ!!」

「いけません、おねえさまと桜さんはわたくしにかまわず、早く、お逃げください……！」

「そんな、だめだよザクロちゃん！　そうだ、今から保健室に──」

　しかし、軍服のいもうと天使は、苦しげに、呻うめくように僕をさえぎり、

「ゼブルさんが、来ます……！」

　そして有無を言わさず、ザクロちゃんは続けるのです。

「おねえさまは〝パンドラの核化〟が進み、本来持っている天使の力を振るえません。今のおねえさまには、あのゼブルさんに対抗するコトができないのです」

「ドクロちゃん、が？」

　ザクロちゃんより顔を上げ、正面の天使の少女へ向ける視線。受け止めたドクロちゃんは。

「たぶん、本当……。ボク、なんだかカラダがおかしいの……」

「わかった。ねえみんな、ちょっと手を貸して欲しいんだ！　急いで二人を保健室に運ぼう！ええと、じゃあ僕がドクロちゃんとザクロちゃんを、おんぶするから──」

　が、しかし、

　周囲に集まっていたクラスのみんなの視線は既すでに、真剣に助力を請う僕にではなく、

「あれは、なに？（指をさす南みなみさん）」

　校舎の屋上においてさらに一段高くなった給水塔、その縁に注がれていて。

「な……」

　そこには、鬼火のような青白い光を放つ、二対の浮き鞘。

「まさか──」

　そして、浮遊するパネル状、天使の支援機に照らされて高みに出現するのは、

〝五分の四裸ら〟な甲かつ冑ちゆう天使。

「ゼブルちゃん……!!」

　彼女の表情は、今や氷のように硬く、青い瞳ひとみは炎のように苛か烈れつな光を宿していて──

「みんな、下がって……!!」

　僕はゼブルちゃんを見上げたまま、彼女へと一歩、進み出ます。

「お願いだよ。これ以上はもうやめて……！　ゼブルちゃん！」

「オマエに……」

　給水塔、三日月の浮かぶ夜空を背負った彼女は、手甲ガントレツトに包まれた腕を振るい、

「クサカベサクラ。……オマエだけには、言われたくねぇ！」

〈ばじじっ！〉と、浮き鞘フアンネルを叩たたくのです。

　すると、

「え……？」

「見て、空が……（上空を見上げる静しず希きちゃん）」

　天を仰げば夜空一面、現れていたのは巨大な黄金色の横断幕をはためかせたかの如ごとき、




「これは、オーロラ……!?」




　天空に帯状に揺らめく、甲かつ冑ちゆう天使の髪を薄うすめたような極光。それは僕ぼく等らを、この屋上を、この街を、幻惑的な金色で照らし出し。

「ゼブルちゃん、キミは、いったい……」

　幻影の如き夜空を背負い、そしてオーロラと呼応するように淡い光を宿す浮き鞘フアンネルを両りよう脇わきに従え、甲冑の天使は僕へと宣告します。

「『パンドラの言葉』が月にため込んだエネルギーだけで、オレは世界を巻き戻す」

「世界を、巻き戻す……!?」

　僕はもう、降り注ぐオーロラの光に溺おぼれるように問い掛けます。

「そんな、だってあの《蒸じよう気き離り宮きゆう》にあった『パンドラの言葉』を作動させるには、ドクロちゃんが必要なんじゃ──」

「もう時間がねェ、タイムアップだ。『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』はこのオレの謀む反ほんに気付き、もう一つの『世界樹』を探し出す頃ころ合あいだ。やらせてもらうぜ、ドクロ無しでなァ」




「お願いなの！　これ以上はもうだめなのゼブの字！」




「「ッ!?」」

　その瞬しゆん間かん、ゼブルちゃんと僕の視線が、同じ場所へと注がれます。そこは屋上への出入り口。

　甲冑天使を見上げていたのは、

「ダチュラ!?」

「ダチュラちゃん!?」

　復活している樹海の如ごとき全身塗装ボデイペイント、鉛色の髪をツインテールにした天使。なおかつ、

「はぅ！　この空はなんなんですぅ!?」

「大変なコトになってるんザンス!!」

　いつのまにやら、家にいるハズのサバトちゃんとザンスまで屋上にやって来るのです。

「な、なにやってんですか二人とも!!　ちょっと今大変な時なんだから邪じや魔ましないでくださいッ！」

「待つザンス!!　ミィ達たちはユゥ達の出現場所を通信機の電波を頼たよりに、ようやく割り出して駆けつけたんザンスよ!?　それなのに桜さくらくんは酷ひどい言いようザンス！」

「サバトとザンスさんは、『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』のコトを吐げろったダチュラちゃんに、ゼブルちゃん説得を確約させるために、あれからもずぅぅっとがんばってたんですよぅっ!!」

「ダチュラちゃんを!?」

　見ればボディペイントの天使は給水塔の上、オーロラを仰ぐが如くゼブルちゃんを見上げていて、

「ゼブの字、これ以上やったら後戻りができないの！　『ルルティエ』は『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』を決して許さないの！」

　僕ぼく等らには見せたことが無いような表情で、彼女へと紡つむぐのです。しかし、

「もう遅ェ！　それに、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』がオレを許さねェんじゃねェ。オレがあいつらを許さねェんだ！」

「桜くん……！」

　その時、二人のやり取りを見ていた僕に寄り添うように手を取ったのは、

「ドクロちゃん!?」

　足元もおぼつかない、顔を上気させたままの天使の少女で。

「ザクロちゃんが、桜くんに言いたいコトがあるんだって……」

「え……？」

　僕はドクロちゃんと共に、コンクリートに横たわったままのいもうと天使へと駆け寄り、膝ひざをつきます。

「どうしたの？　ザクロちゃん」

「桜さん……」

　彼女の手を握った僕に、軍服の天使は声を振り絞ります。

「無理です。時間を巻き戻すなど不可能です。『世界樹』とシンクロし、共感制御を可能とする『ジャスティリア』の因子を用いずして、『パンドラの言葉』、ましてやレプリカによる〝神威発動〟が成功するハズがありません。今そんなコトを試みたら、この世界は時空から消し飛んでしまいます……！」

「ほ、本当に!?」

「桜さくらくん……っ」

　隣となりにいた天使の少女は、ドクロちゃんは、僕の腕にぎゅっとしがみつき、不安げにこちらを見上げ、

「ドクロちゃん──」

　込み上げる想おもい。失うわけにはいかないもの。

　ドクロちゃんとザクロちゃん、二人の天使の姉妹に守られて、様々な天使に導かれて、僕はここにいるのです。

　──僕が守りたいものは、今ここにある、全すべて。

「大だい丈じよう夫ぶ。そんなコト、ゼブルちゃんにはさせない」

　そして、僕は甲かつ冑ちゆう天使と全身塗装ボデイペイント天使へと向き直るように立ち上がります。二人のやり取りは今も続いていました。

「ダチュラ、てめえはここに来て、手のひらを返すのか」

「ちがうのゼブの字！　もちろんダチュの字も一いつ緒しよに罪は被かぶるの。聞いてなの。ダチュの字は、あなたが、ゼブの字が大切だから──」

「だったら、やらせろ！」

　そこへ、

「ゼブルちゃんお願いだよ！　今キミがしようとしてるコトは、世界を滅ぼしかねないんだ!!」

　驚きよう愕がくの事実をもって、僕は割り込みます。

「……承知の上だ」

　甲冑天使は鋭く、僕へと。

「な……、そ、それじゃあ、ゼブルちゃんは、全部解わかった上で──」




「だが、可能性はある!!」




　甲冑の天使は、オーロラを、三日月に向けて叫びます。

「──オレがやり直せる可能性は、まだある」

「ゼブの字……」

　もう一人の『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』、ダチュラちゃんが零こぼした、その時。

「ねぇ見て？　月が──」

　屋上に凜りんと響ひびいて、皆の注目を浴びる声。

「静しず希きちゃん、どうしたの？」

　僕ぼく等らを取り巻くように見守っていたクラスメイト達たち。その中で彼女は空を、三日月を指さしていて、

「最初はオーロラが掛かっていて、見間違えかと思ったんだけど……」

　僕等も一斉に彼女の視線の先へと首を上げ。

「月の位置が、戻ってるの。東の空に」

「え……？　あ、ほ、本当だ！　さっきまでは、ゼブルちゃんの頭上にあったのに、今は、給水塔の端にある!?」

「桜さくらくん！」

　くりっくりのヴォイスは、ザクロちゃんに寄り添ったままの天使の少女のもの。

「たぶん、月が東の地平線にまで戻っちゃったら、もう間に合わないって、ザクロちゃんが……！」

〈ごぉうっ！〉と嵐あらしのような突風が学校の木々を揺らし、ドクロちゃんとザクロちゃんを。クラスのみんなと僕、サバトちゃんとザンス、そして『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』である全身塗装ボデイペイントの天使と甲かつ冑ちゆう天使の髪を巻き上げます。

「ゼブルちゃん」

　見上げた先へと、言葉を投げかけます。

「──一つ、聞いてもいい？」

　無言。睨にらみ付けるように、ゼブルちゃんの瞳ひとみが僕を捉とらえます。

「〝世界の巻き戻し〟を止めるには、どうすればいいの？」

「ここでオレに、それを聞くのか」

「もちろん」

　不敵につり上がる、甲冑天使の瞳。

「キライじゃないぜ、そういうの」

　彼女は一歩、僕に身を乗り出し、

「けど、オレがなんて言うか、予想できてんだろ？」

　そして、ゼブルちゃんは鋭く、

「そんなに教えて欲しけりゃ、勝ってみろ。実力で聞きだしてみろよ。この、オレから」

　瞬しゆん間かん、僕の胸の中で、鳴り渡るような了覚。

　──それは溢あふれるように、僕の喉のどからこぼれた名前。

「湊みなとくん、って、言ったっけ」

「なん……？」

　鋭く、甲冑天使の青い瞳は、僕を射い貫ぬくように細められます。

「わかるよ、湊くんが天使に逢あって、びっくりしたコト」

「黙だまれッ!!」

「僕もッ──!!」

　彼女の〝禁きん忌き〟に、僕は触れるのです。

「──僕も、自慢じゃないけど、すごい目にあってる」

　言葉と共に身体からだ中じゆうを駆け巡るような記き憶おく、そして現在にいたる想おもい。僕は彼女から視線を逸そらさず、続けます。それは、一人の天使が僕達の前に現れた時から、始まった一つの物語。

「毎日が大混乱だったんだ」

　僕は、そして彼は、舞い降りた彼女に翻ほん弄ろうされ続けて……。




「でも嫌いになんか、なれなかった」




　──どう計算したって、解わかっています。

「刺し客かくに命を狙ねらわれたり、自分の偽ニセ物モノに存在を乗っ取られそうになったコトだってある」

　僕は、おそらく、あの甲かつ冑ちゆう天使、〝全ヴアリ方アブル位・イエ猟兵ーガー〟の異名をもつゼブルちゃんに、勝つことはできないでしょう。

「でも、その度たびに、僕はドクロちゃんに、天使に助けられてきた……」

　彼女には、ザクロちゃんでさえ敵かなわなかったのです。

　けれど、

「今度は僕がドクロちゃんを助ける番なんだ」

　僕の頭上で、金色の輪っかが、熱く──

「だから僕は、キミを止めるよ」

　燃え上がるように輝かがやき始め、屋上のコンクリートに、僕の影を黒く落とします。

「それしか方法がないなら」

　吹き続ける突風。

「力づくしか方法がないなら、やってやる。僕は絶対に、みんなを守るんだ!!」

「……桜さくらくんっ」

　僕の名を呼ぶ天使の少女へ、

「ドクロちゃん、必ず、僕がなんとかしてみせる」

「桜！」

　その時、さらに僕の名前を呼ぶ声。

「な、なに宮みや本もと？　それに、みんなも……！」

「なんだかよくわかんないけど、とりあえず、色々とお前にまかせたぞ！（宮本）」

「がんばって桜くん！（静しず希きちゃん）」

「桜！　この地球の運命的なものを、お前に託す！（佐さ々さ木き）」

「ま、まかせておいて!?」

　突如展開されたこの事態を、クラスメイトのみんなも、彼らなりに吞のみ込んだのでしょう。今や一致団結、全員で僕のコトを応援してくれているのです。

　僕はその声援を背にして、コチラを見下ろすゼブルちゃんへと──




「来い！　『摘出ユビサック　スキドブラドニル』！」




　声と共に、高くかかげた右手の親指と人差し指の先端が、いぼいぼつきの青い指ぬきで覆おおわれる感触。僕は、高みにいるゼブルちゃんへと集中します。

「それがクサカベサクラ。天使となったオマエが持つ『魔ま法ほうのアイテム』か」

　そして〈しゅらん〉と、

「上等ォ……」

　甲かつ冑ちゆうの天使は『秘ひ剣けん菜さい箸ばし、ヴァラスキュルブ』を抜き放つのです。

「なっ!?　リーチが、違いすぎる!?」

　僕は思わず自分の〝ユビサック〟と、彼女の持つ優に五十センチはあろうかという〝菜箸〟を見比べてしまいます。

　これでは、あまりにも──

「来るッ!?」

　動揺の真まッ直ただ中なか、〈どかかかかッ！〉と、

「な……ッ！」

　僕が先ほどまで突っ立っていた場所に深々と林立する『ヴァラスキュルブ』。

　そして、

「のわぁあっ!?」

　背後より疾しつ風ぷうの如ごとく頭上を通過していくのはゼブルちゃんの手甲ガントレツトに包まれた右腕で。

「今のを避よけるか」

　前方へダイブするように飛び退のいた僕に向かって、いつのまにか高みより下界に降りていた甲冑の天使は、〈かちかち〉と、右手に握る『ヴァラスキュルブ』を鳴らします。

「オマエ、天使の弱点を解わかっているようだな」

「そりゃあ、天使とはずっと一いつ緒しよに暮らしてたからね……」

　彼女から視線を逸そらさず、僕は身を起こしながら答えます。どうやら、ゼブルちゃんも僕ぼく等らの頭上に浮かぶ天使の金輪が弱点なのだと、認識しているようで──

　いや、それよりも、今僕が受けた一連の攻こう撃げき。自分でも信じられません。

　すべて、避けられた……？

　この、僕が!?

　どうして？　今の僕が、天使だから？

「違う……」

　身体からだがひとりでに動いたかのような、この感覚──

「これは、あの〝試し煉れん〟の成果だ……」

　あたかもミナギルが如ごとく、その時、僕の全身に『錬れん磨ま天てん柩きゆう　アルターボリア』で課せられた試煉の数々が甦よみがえります。そう、天使になる前の僕だったら、きっと先ほどの攻こう撃げきで既すでに降参していたハズ。けれど、今の僕には彼女に負けてしまうような気が、しないのです。

　そして、その想おもいの柱となっているモノは、この胸中にある、ドクロちゃんを、みんなを守るんだという決意。それはおそらく天使たる心。僕はビスクちゃんから受けた、露ろ天てん風ぶ呂ろでの最後の試煉を思い出すのです。

「できるよ……。これなら、みんなを護まもれる。ゼブルちゃんを止めることができる……！」

　そう、あの患者衣ペイシエントガウンの天使が僕を鍛きたえ上げてくれたからこそ、僕はまだ立っていられるのです。

「ありがとう、ビスクちゃん」

　師匠とも言えるコバルトブルーの天使に礼を言い、僕は再び甲かつ冑ちゆうの天使、相対距きよ離り三メートル先に臨戦のオーラで佇たたずむゼブルちゃんへと対たい峙じします。

　そう、今では解わかります。先ほど僕に射出された菜さい箸ばしの多くはフェイント。この見極めこそ、僕があの闘とう技ぎ場じよう、【壱符いちのふ】で学んだコト。

「だったら──」

　次は【貳府にのふ】。

　今度は、僕が仕掛ける番。

　僕は足元に突きささっていた『ヴァラスキュルブ』を己がアイテム『摘出ユビサック　スキドブラドニル』で〈がしっ〉と摘つまみ上げ、

「どうだ！　箸が使えるのは、ゼブルちゃんだけじゃない！」

　正しい持ち方で右手、甲冑天使と同じように構えるのです。

「んだァ？　オレのマネか？　舐なめんなッ！」

「でりゃぁっ！」

　コンクリートを蹴けり、僕はゼブルちゃんへと迫ります。

　狙ねらうは、彼女の頭上。金色の輪っか！

「遅いぜッ！」

　居合い抜きが如ごとく、甲冑天使は僕が伸ばす『ヴァラスキュルブ』を下段から弾はじこうと、

　した瞬しゆん間かん、

「うえぇい！」

　僕はとっさに、自分の箸をゼブルちゃんめがけて勢いよく投げつけるのです。

「なァッ!?」

　飛来する二条を打ち払うべく、腰だめの菜さい箸ばしはワンテンポ早く引き抜かれ、一いつ瞬しゆん崩れる彼女のバランス。僕はそれをかいくぐり、ゼブルちゃんの頭上、右手の『スキドブラドニル』をメイイッパイに伸ばし、

「ふ、ふざけ……っ！」

　かする指先。

「ぐぅあッ!?」

　刹せつ那なの旋回、体たいを投げ打って放たれたゼブルちゃんの回し蹴げり、鉄靴ソルレツトが僕の脇わき腹ばらにめり込み、二人の距きよ離りはゼロから再び数メートルへ。

「桜さくらくんっ！」

「だいっ、じょうぶ……！」

　吹っ飛んで屋上の端、フェンス基礎部に叩たたきつけられた僕はすぐさま口をぬぐって立ち上がり、ドクロちゃんへと返します。痛いけど、痛くないのです!!

「あと、もうちょっとで……」

「最初はただのマグレかとも思ったが、その『摘出ユビサック　スキドブラドニル』、伊達だてじゃァねェんだな」

　僕と対たい峙じする、彼女が腕を振るえば、

「テメェは射殺す。これから先は、近寄らせねェ」

　甲かつ冑ちゆうの天使を護まもるよう両脇に配置される浮き鞘フアンネル。

「まさか……！」

「踊れよ、クサカベサクラ」

　刹那、浮き鞘フアンネルから吐はき出される『ヴァラスキュルブ』、その本気の集中砲火……ッ!!

「うわぁああっ!!」

　これがたった二機だけの攻こう撃げきだとはとてもじゃありませんが信じられません。激しく飛び回る浮き鞘フアンネルはあらゆる方向から僕へと『ヴァラスキュルブ』を吐き出し続け、コンクリートに跳ね返る菜箸はオレンジ色の火花で僕の足元を照らします。

「くそぉっ！」

　前方、コチラを左右から挟み込もうと迫る浮き鞘フアンネル。僕は両脚に最後の力を込めます。

「逃げても無む駄だだァ！」

　襲おそいかかって来るのは、まさしく菜箸の弾幕。一撃でも食らえば次の瞬間、殺到する『ヴァラスキュルブ』によってハリセンボン的な串くし刺ざしは必至！

　けれど、

「これを待ってたッ!!」

　それこそ死線、僕が進む活路に他ほかならないのです！

「なァッ!?」

　僕は浮き鞘フアンネルへと、菜さい箸ばしの弾幕の中へと、猛然と走り込みます。

　左右からコチラを狙そ撃げきし続ける浮き鞘フアンネル。

　ならば、その射線を交こう錯さくさせれば？

「バカなッ！」

　駆け抜けた背後。振り返れば、二つの浮き鞘フアンネルに、それぞれが放った『ヴァラスキュルブ』が突きささり、〈ばちばち〉と、見るからに故障し始めていて、

「とどめだー！」

　一機に走り寄った僕はムリヤリ浮き鞘フアンネルを空中からもぎ取り、

「や、やめろォーッ!!」

　もう一つの浮き鞘フアンネルへと、思いっきり叩たたきつけるのです！

〈がしゃーん！〉と煙さえ上げ、二つの鞘さやは地面に落ち、やがて動かなくなります。

「これでもう、浮き鞘フアンネルは攻撃に使えない！」

　そう、僕が狙ねらっていたのは浮き鞘フアンネル、武器庫の撃破。そしてこれが【参符さんのふ】で学んだコトなのです。




「クサカベサクラ」




　にわかの勝利に喜ぶ僕の背筋を、〈ぞくり〉と駆け抜ける違和感。

「え……？」

「オマエがここまでやるとはな」

　それは、ゼブルちゃんから、発せられている、言葉で。

「声、が……？」

　そう、今まで甲かつ冑ちゆうの天使は全すべて、あの浮き鞘フアンネルを震ふるわせるコトにより、僕と会話をしていて──

「いったいオマエは、なんなんだ？」

　そして、ゼブルちゃんは、己の頭を鎧よろっていた銀色の兜ヘルムを、脱ぎ捨てるのです。

「なッ!?」

〈がらん〉と屋上のコンクリートに転がる、ゼブルちゃんが纏まとっていた甲冑、その一部。

　初めて見る、甲冑天使の唇。ゼブルちゃんは、自分の肩当てアクセルに右手を置き、

「オレのこの鎧よろいは、防御のためにつけてるんじゃねェ」

「見ればわかるよッ!?　だってそれ、ぜんぜん防御になってないじゃん!!」

　しかし、彼女は僕の言葉に耳など貸さず、続けます。

「これは、オレの力を縛しばるためにあるんだ」

　彼女は、そのまま肩当てアクセルをもぎ取り、コンクリートの床に放ります。〈ずどんッ〉と、その小さなパーツが落下した衝しよう撃げきは、僕の足の裏まで、響ひびいて。

「な……ッ!?」

〈ごずんっ〉〈どかんっ〉と、ゼブルちゃんは膝当てパウレインも鎖帷子オーベールも、果ては腰回りキユイサールと胸当てブレストプレートの金属部までも脱ぎ捨てて。最後に、両腕を覆おおっていた手甲ガントレツト、そして両脚の鉄靴ソルレツトを解放、素手、素足になるのです。

「こ、こんな……！」

　もともと〝五分の四裸ら〟天使だったゼブルちゃんは、今やなんというか、〝八分の七裸〟天使へ！　危険です。彼女はついに、本気モードなのです！

「こんなコトって……!!」

　目を逸そらすな僕！　だめです！　目を彼女から逸らしたら負けですよ!?　きちんと相手を見なきゃだめだー!!　でも、相手を集中してみようとすればするほど、集中できない！　がんばれ僕！　だって、次こそが──

「次こそが、【四符よんのふ】なんだ」

　彼女に触れる。

　今の僕になら、出来るハズ……!!

「楽になったぜ」

　右手、『ヴァラスキュルブ』を白くて小さな指で摑つかんだ彼女は、カラダのコリをほぐすように首を回し、不敵な笑みをその瞳ひとみと、唇に浮かべ。

「いくぜ？」

　足元に刺さっていた一対の箸はしを蹴けり上げ、宙に舞う『ヴァラスキュルブ』を〈ちゃきり〉と、左手で摑んで、構えれば。

「に、二刀流……ッ!!」

「くたばれ」

　眼前より消失するゼブルちゃんのカラダ。

「なッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、

　上下左右はもちろん、東とう・西ざい・南なん・北ぼく・全天全方位ヴアリアブル、繰くり出されるは鋭い箸の先端ッ！

「うわぁああああッ!?」

　もともとリーチが違いすぎる上にスピードも数段アップ、しかも、二刀流となった彼女に対し、僕は圧倒的に手数が足りません!!　もはや肌色のゼブルちゃんの姿、いわんや『ヴァラスキュルブ』の先端など僕の右目に宿る『心眼』、左目に息づく『真理眼』でも、追いきれるものではなく、

「ぐあぁッ!?」

　右手、どんなものでも摑むコトができる魔ま法ほうのアイテム『スキドブラドニル』は、あっというまに彼女の左手、『ヴァラスキュルブ』に挟まれ、びくともしなくなり、

「ふッ!?」

　頭上に響ひびき渡る〈がきっ！〉という硬い音。彼女の右手の『ヴァラスキュルブ』は、僕の頭上、金色の、輪っかに食らいつき。

「オレの勝ちだクサカベサクラ！　テメェはオレの天使の輪を、もう奪えやしねェ！」

「そん、な──」

〈きん──っ〉と澄すんだ音色を立てて、ゼブルちゃんは僕の天使の輪を、『ヴァラスキュルブ』でつまみ上げ、

「──コトは、ないんじゃないかな」

　同時に僕は、




　なんにも包まれていない左の手で、日本刀の切れ味を誇る天使の輪を、ゼブルちゃんの頭上より奪いさるのです。




「な、あぁ……ッ!?」

　今や、ただの〝八分の七裸ら〟少女も、その異変に気が付いたのでしょう。

「まさか、オマエ……!!」

　そう、




「僕はもともと、素手でだって天使のわっかを摑つかむことができる……!!」




　血は、いっぱい噴き出るけれども……!!〈びっしゃああああああッ!!〉

「な、なんだとォォッ!?」

　刹せつ那な、〈ごぎゅりゅりゅりゅりゅりゅーッ！〉と、両者のお腹なかは共鳴するが如ごとく悲鳴を上げ、お互い、その場にもつれるように崩れ落ちるのです。

「あ、相打ち……？」

　奇くしくも彼女の唇は僕の耳元。呻うめくように現状を語るゼブルちゃんへと、

「仲直りだ……！」

　僕は、声を振り絞ります。

「は、はァッ!?」

「ゼブルちゃんが僕と、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』と仲直りしなければ、僕は絶対にこれをキミに返さない！　僕が、どうなろうとも返すもんかぁ!!」

「で、できるわけねェだろ今さら！　オレはオマエも『ルルティエ』も絶対に許さねェ!!」

「じゃあ絶対に返さない!!」

〈〈ずごぎゅるるるるるるるう～～～っ！〉〉

「「うごあああああああああッ！」」

　僕とゼブルちゃんのお腹なかの悲鳴と苦痛の叫びが、ミゴトにハモります。
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「ちょ、て、てめえ、オレは一応、女の子なんだぞ!?　い、いい加減にしろォォッ!!」

「いい加減にするのはゼブルちゃんだ！　僕は本気だぞ!?　仲直りしないと、返さない！」

「じゃあオレもオマエには返さない！」

「僕はかまわない！」

〈〈ぐごおおおおぎゅるるるるるるううー！〉〉

「「おはぁあああああああ!!」」

　僕が限界のように、ゼブルちゃんの顔にも、今や滝のような脂汗。

「なんて……ヤツだ、クサカベサクラァァァァアッ!!」

　ゼブルちゃんのお箸はしが動けば、

　僕の血だらけの左手も、

　息を合わせたかの如ごとく、ひらめきます。

　そして、

「っはぁああっ!!」

「ふぁあああ……っ!!」

　両者同時に頭上へと返還される天使の輪っか。

「勝負、あったね」

「ふざけん……な……っ」

　ごろりと互いに仰あお向むけ、荒い息をついて、見上げる夜空には、

「あ……っ（両手をぎゅっと握りしめていた静しず希きちゃん）」

「オーロラが、消えていくぞ……！（空を指さす佐さ々さ木き）」

　静寂が、戻り始めていて──

「桜さくらくん……！」

　僕を頭上から覗のぞき込むのは、天使の少女。

「ドクロちゃん……」

　上半身を起こす僕に、天使の少女は飛びつきます。

「もう……もう、どうなっちゃうかと思った!!　よかった……。無事で良かった桜くん……!!」




　　　　★




（なんなんだ）

　コンクリートに仰向けになり、天使の輪っかを失った事によるどうしようもない倦けん怠たい感かん──徐々に回復はしているが──の中、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』を裏切り、『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』と成り果てた天使の少女、ゼブルの心は、激しい痛みの中にあった。

（なにが、起こっているんだ。オレは、オレは──）

　視界が夜空が揺れていた。

　自分はあの少年を取り戻したかっただけだ。

　自分が破は壊かいしてしまった、もう元に戻すことができなくなってしまった十四歳の少年にもう一度逢あいたいだけだった。

　あの、明け透けで、まったく邪気のない、バカみたいな笑顔を、もう一度見たいだけだった。

　そのためには、手段を選ばなかった。ハズなのに。

（オレはどうして、ここで動けなくなっている）

　もうだめなのか。

（どうして──）

　視界の端に二人が映った。

　抱き合い、笑い合う二人がそこにいた。

（どうして──）

　全すべての計画をたたき壊こわした張本人。草くさ壁かべ桜、十四歳の少年と。

　ドクロリル・ジャスティリア。特権を持った、天使の少女。

（どうして、なんだ──）

　全すべてを失った『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』の天使。

（どうして、コイツ等らだけが──）

　その右手に、一条のナイフが、現れる。




　　　　★




「あああっ」

　僕が振り向いた時には、再び、あの幻のように黄金のオーロラが夜空に躍おどっていて、

「ぁあああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　立ち上がったゼブルちゃんが、コチラに向かって振り上げていたのは、

　毒がしたたり落ち、そのまま結晶化したかのような、あのナイフ。

「ドクロちゃんっ!!」

　僕はとっさに、天使の少女を覆おおうように、ドクロちゃんへと身体からだをかぶせます。




　頭上で、風が裂ける音。




　──無限の数刻に、顔を上げれば。

「…………ッ!?」

　僕の首筋、寸前で動きを止めていたナイフには、有刺鉄線が絡からみついていて、ぴくりとも動かず。

　瞳ひとみを見開いたゼブルちゃんの喉のど元もとには、ひび割れたガラスのギロチン。

　そして彼女のむき出しの腕は、幾つもの手て錠じようで固められ、その白い両脚には、無数の吸盤が吸い付いているのです。

「これ、は……」

　周囲を見回せば、

　僕とドクロちゃん、ゼブルちゃんを包囲するように、コバルトブルーの髪にロックボルト、相変わらず視線はコチラからそらしたままな患者衣ペイシエントガウンの天使ビスクちゃん。ナイフを戒いましめる『攻こう性せい有刺鉄線　大おお葉は刈がり之の列つらなり』の持ち主は、もちろん彼女で。

　その向かい側には、ふっさふさな白とピンクのストライプな二本のしっぽを灰色の中華道服、お尻しりの部分から〈くるりん〉と伸ばし、同じくピンク＆ホワイトのしましま模様な毛並みとケモノ耳の上に金色の輪っかを浮かべた天使が立っていて。唇から八や重え歯ばを覗のぞかせる彼女が操っているのは、蜘蛛くもの巣のような亀き裂れつの走ったガラスのギロチンブレード。そして患者衣ペイシエントガウンの天使とケモノ耳天使を繫つないで作る三角形の頂点では、黒くろ瑠る璃りの肌に風切り羽根のように鋭角な耳を持ち、白はく髪はつのショートカットで右の瞳を隠した執事服の長身天使。白金プラチナの瞳を持つ彼女は隙すき無なく〈ざらり〉と、両手に手錠を垂らし。

「もう、終わりにするの、ゼブの字……」

　空間に、樹海の景色を塗るように、ゆっくりと姿を現すのはツインテールの天使。

　ダチュラちゃんは、優しくゼブルちゃんを抱き止めていて。

　最後に、




「待たせたな、草くさ壁かべ桜さくら」




「バベル、ちゃん……!?」

　僕とドクロちゃんの傍かたわらに現れたのは『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長。彼女は僕達たち二人の視線をチラリと受け止め、それから、

「イデア」

　後方に向けて呼びかけます。

　そこへ出現していたのは、

【あー…、うーん……】

　天頂部に金色の輪っかを浮かべ、自らも〈ふわふわ〉と宙を漂う大玉転がしほどの水晶球。外郭は六角形骨組ヘクスフレームで覆おおわれており、その中には、瞳ひとみを閉じてカラダを丸めた少女が透けて見えています。

　そして、球体表面に電光掲示板の如ごとく、輝かがやく文章列が帯のように流れ。

【確かに、プロジェクトは二人に任せっきりだったんだけど、ゼブルとダチュラが『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』にまでなっちゃってたとは、ぶっちゃけおもわなかったんさー】

　間を置いて、一行。

【ごめんな、二人の気持ちをくみ取れなくて】

「イデア副議長……」

　六角形骨組ヘクスフレーム水晶球を見上げるは甲かつ冑ちゆうの天使と、全身塗装ボデイペイントの天使。

「これがおぬしの『落らつ華か』か」

　ゼブルちゃんの手から、バベルちゃんがナイフをもぎ取ります。

「自らの強い意志が結晶する。それこそがこの『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグの落華』なのじゃ」

　触れれば血が噴き出そうに鋭利な瞳。『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長は手の中にあるナイフの切っ先、それを透かすように眺めつつ、

「ゼブル、ダチュラ」

　二人の天使の名を呼びます。

「この一件の沙さ汰たは、追って知らせる。コトは『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』じゃ。覚悟はしておけ」

　バベル議長を見上げる二人は、瞳を閉じ、深く、俯うつむきます。

「ねぇ、ゼブルちゃん」

　それを見た僕は思わず、彼女の名を呼び、ドクロちゃんをそっとその場にとどまらせて、立ち上がります。

「なんだ……」

　濃いハチミツ色の髪を持つ天使は、見上げるように成層圏の瞳ひとみを目の前の僕に向けます。

「ゼブルちゃんが、言ったんだ」

「あ……？」

「まだ、やり直せるって」

　甲かつ冑ちゆうの天使は、そのまま上空へと視線を飛ばし。

「うるせェよ……」




　夜空は、元の静寂を取り戻していて──




　そして、

「へっ？　うわぁっ!!」

　そこで突然〈がくり〉と、力なく崩れてしまう僕の両りよう膝ひざ。中学二年生の身体からだは、もつれるように、今や甲冑も無い〝八分の七裸ら〟天使を下した敷じきにするように、倒れてしまうのです。

「なっ!?　ちょ、オマエ……ッ!!」

　無理もないのかもしれません。こうなってしまった今だから自覚があるのです。僕はあれだけの戦いをやり遂げてしまったのです。きっと身体は、ここに来て安心してしまったのでしょう。

「ご、ごめんゼブルちゃん！　急に脚から力が抜けちゃって……！　待って、いますぐ──」

「くひゃはァっ！」

「へ……？」

　急にカラダをよじる〝八分の七裸〟天使。見れば、僕が手をついていた、場所は、

「あ」

「クサカベ、サクラァ……ッ!!」

「ちょ、ちょっと待ってゼブルちゃん!?　ワザとじゃないんだ！　だ、だって僕、そこを平らな地面だと思っちゃって──」

「殺すッ!!」

「だめぇぇッ!?　ええ!?　なんで？　なんでゼブルちゃんそんなに体力残ってるの!?　僕をお箸はしでつまみ上げちゃだめだよ!!　さっき僕達たちは仲直りしたハズだよね!?　だから『もう一つの唇裂アドグラント』を解放しちゃだめだってば!!　というかなんでみんなは今のゼブルちゃんを止めないの!?　僕は今、異次元に葬ほうむり去られようとしているんだよ!?　みんなさっきは止めてくれたじゃん!!　お願いします！　誰だれか早く、このゼブルちゃんを捕まえてください！　そうじゃないと、僕は、僕はぁぁぁッ！　ちょ、まッ！　うぅうあああァ──……ッッ!!」







[image: ]

「ねえねえ桜さくらくーんっ！」

　土曜日の、半日授業な帰り道。ひと休みしようと立ち寄った『アバランチ公園』にて。ベンチに座っていた僕が、走り寄ってくる天使の少女へと振り向けば、

「ん？　どうしたのドクロちゃ──ちょ、ちょっと、うわぁああああっ!!」

「これ、なにかなぁ？」

「なにかなじゃないよ！　それは幼稚園の先生が、園児達たちを公園などに連れて行く時に、みんなを乗せて移動するための手押しワゴンだよ!?　っていうか園児のみんな乗ったままじゃん！　だめだよ持って来ちゃ！　これを押していたハズの先生はどうしたの!?　え？　今からこれで、『子連れ狼おおかみごっこ』をする？　多いよ子供が!!　返してらっしゃい！　夕方とかじゃだめだよ！　早く、今すぐッ!!」

　天使の少女は「わー、もっとはやくー」と、ワゴンを押されて大喜びの園児達と共に公園の外へと消え去り、やがて〈たったったー〉と一人で駆け戻って来るのです。

「えへへー」

　彼女は照れくさそうに頭をかいて、僕の隣となりに座ります。瞬しゆん間かん、〈きらり〉と頭の上の金の輪っかが、光って。

「まったくもー……」

　やれやれとベンチに座り直す僕の脳裏に、一週間前、あの夜の、屋上での光景がよぎります。

　……僕が天使だったのは、火曜日の夜中まで。

　思わず目を閉じた僕の脳内に、今回の一連の騒そう動どうが一瞬で駆け巡り──

「そういえばドクロちゃん、憶おぼえてる？」

　僕は不意に思い出し、天使の少女に問い掛けてみます。

「なにを？」

「えっとさ、ドクロちゃんが、ゼブルちゃんとダチュラちゃんと一いつ緒しよに行っちゃった時、キミが言ったコト」

「……？」

　人差し指を唇に、コクビを傾かしげる天使の少女へと、僕は尋ねます。

「『桜さくらくんのコト、ずっと──』って。あれ、続きはなんだったの？」

「あ……」

　すると、彼女は真っ赤になって、うつむいてしまい。

「言わなきゃ、だめ……？」

　ベンチから足をぷらぷら。うかがうように僕を見上げます。

「教えて欲しいな」

「えっと、ボクはね、桜くんのコト、ずっと──」

　天使の少女は、もじもじとお尻しりを動かしつつ、打ち明けてくれるのです。

「──ずっとボクは、桜くんのお母さんが水道をひねると、そこからはカルピスが出て来るんだって思ってたの。でも、ボクが水道の蛇口をひねって『カルピスおねがいします』っていくら言っても、いつも水しか出て来ないから、ずっとおかしーなーって思ってたの。そしたらあれ、コップの底にカルピスの原液を入れてたんだってね。もーほんとびっくり」

「待って!?　なんか今のドクロちゃんのセリフって『桜くんのコト、ずっと──』と文章がそもそもつながってなくないッ!?　というか、キミはそれをあの、今こん生じようの別れになってしまうかもしれないっていう時に僕に伝えようとしてたの!?　言わなくて正解だったよ！　それを聞いてたら僕、混乱してキミに逢あいに行かなかったかもしれない！」

「だってもう、あの時はよくわからなくなっちゃって……」

　その時、太陽をさえぎって僕とドクロちゃんに差す影。見れば、

「はぁぅぅぅ……」

「あ、サバトちゃんっ」

「ひどいんですぅ～、ドクロちゃん先に行っちゃうなんてぇ……」

　そこには、五〇〇ミリペットボトルを三本抱えたくるくる羊ツノ、クリーム色の髪の毛に金色の瞳ひとみ、その下に黒紫色のクマをたたえた擦すり切れ制服姿な天使の少女がベソをかいていて。

「ごめーんサバトちゃん！」

「そう言えば、すっかり忘れてた……」

　そうなのです。『アバランチ公園』にやって来たからには、公園の主であるサバトちゃんに挨あい拶さつするのがここを使うモノの礼れい儀ぎ。その際、「喉のどがかわいたよー」とドクロちゃんがだだを捏こね始めるものですから、「まったくもー」と僕は二人の天使に小銭を渡したのです。そして、喜び勇んだ彼女達たちはすぐに、少し離はなれた場所にある自動販売機まで飲み物を買いに走っていったのですが──

「いや、サバトちゃん、ホントすっかり忘れてたよ！　ごめんね？　うわー、でも、なんでこんなにもキレイサッパリ忘れてたんだろう……」

「はぅ！　桜さくらくんはそんなに『忘れてた忘れてた』って言わないでくださいなんですぅ！　その度たびに、サバトの心はずたずたなんですよぅ……？」

　よよよとへこたれるサバトちゃんはそのまま、僕とドクロちゃんにジュースを差し出します。

「ありがとーっ」

　彼女からりんごジュースを受け取るドクロちゃん。どうやらサバトちゃん自身はミルクティーらしく、羊ツノ天使が「はい、どうぞですぅ」と、僕へポカリを差しだせば、

「うむ、すまんなサバト」

　それを受け取る、横合いから伸ばされた数じゆ珠ずがからまる一本の腕。

「え……？」

　見れば、いつのまにかベンチに座り、〈ぷしゅっ〉とポカリの蓋ふたを開けて口を付ける女性が一人。彼女は、僕達三人の視線の中、

「ん？　これ、わらわの分ではないのか？」

「バ、バベルさん……ッ!?」

　そこにいたのは、夜がそこにだけにじみ出してきてしまったかのような漆しつ黒こくの和喪服に、どこまでもストレートな御み髪ぐしをわけるようにして後頭部から前方に伸びる猛牛のツノを持つ、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長、バベルちゃんで。

「草くさ壁かべ桜。そなたは用が無いと、わらわには連絡一つないのじゃな。ツレナイよのぅ」

　サバトちゃんの母たる彼女は、触れたら血が噴き出してしまいそうな切れ長の瞳を細めつつ、とろりと、首に絡からみつくような声音で僕を責めるのです。

「あ、それは、だ、だって……」

　そして、僕があたふたと、絶句していると。

「今日はそなたに少し、話がある。この奥、娘サバトの家に寄っていくが良い」




　　　　★




『アバランチ公園』の片隅。林に囲まれたダンボール製『サバトちゃんハウス』の横っちょ。

　そこへ、勝手に持って来てあった青いベンチに、僕とバベルちゃんは座っていました。

「『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』は、『神の領域』に踏ふみ入ろうとする人間……に限らぬな。生物や事象を〝排除〟する方向から〝鎮ちん守しゆ〟する方向へと、その政策をシフトするコトとなった」

　バベルちゃんは、林の中で縄なわ跳とびして遊んでいるドクロちゃんとサバトちゃんから〈つつ〉と、視線の先に僕を捉とらえ、瞳ひとみを細めます。

「ザクロから、聞いておるな？」

「は、はい……」

　そうなのです。

　僕の隣となりに座る和喪服の天使はあの時、暴走する僕とゼブルちゃんの二人をあえて静観することにより、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』が、というよりも、天使が恒常的に抱えてきた問題である『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』を改めて浮き彫りにさせたのです。そしてこの機に乗じ『ルルティエ』議会に『喜悦の天テイル・ナ使連盟・ローグ』が起こりにくい新たな組織の運営方法を提案、流れに乗って賛成多数で可決するコトにより、政策を一気に変えてしまったのです。

　つまりは『神の領域』に近づくモノを、そうはさせないように天使が見守り続ける方針へと。

「草くさ壁かべ桜さくら。ミゴト、そなたはわらわの期待に応こたえ、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』を覆くつがえしてくれた。礼を言う」

「そ、そんな！　僕は、ただ……」

　全すべては、ドクロちゃんに逢あいたい一心の行動だったのです。今からよくよく考えなくたって、あれは決して誰だれかに褒ほめられた行いでは無いのです。思い出すだけで、額に汗が滲にじみます。

「そ、それよりも──」

　僕は、ずっと気になっていたコトを、この際だからと、尋ねます。

「ゼブルちゃんと、ダチュラちゃんは？」

　その問いに、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長は、一拍置き、

「天使といえども、〝信しん賞しよう必ひつ罰ばつ〟は定めでな」

　懐ふところから一条の扇せん子すを抜き、〈ぱちり〉と鳴らすのです。

「そう、ですか……」

　しかたのない、コトなのでしょう。結果的にはなにも起こらなかったとはいえ、一歩間違えれば、世界は消滅してしまいかねなかったのですから──

「……ひとつ、そなたに報告しておくコトがある」

　ふと顔を上げ、バベルちゃんへと首を向ければ、

「あの後、ゼブルは鏑かぶら木ぎ湊みなとに逢あうことができた」

「……え？」

　おもわず〈ぽかん〉としてしまえば、

「鏑木湊とは、ゼブルが命を奪った少年のコトじゃ」

「あ、い、いや、でも、待ってください！　命、ですよね……!?」

「うむ。湊の命とも言うべき両腕を、画家になる夢を、ゼブルは壊こわしてしまった」

　和喪服の議長は続けます。

「ゼブルはおそらく、躊躇ためらってしまったのじゃろうな。湊少年は命を取り留めはしたのじゃが、両腕を著しく損傷してな、後遺症が残った。それにより未来は変わり、ゼブルの願いもあって特例として、少年の抹まつ殺さつは取りやめとなったのじゃが──」

「ゼブルちゃんは、それを、元に戻そうと……？」

「うむ」

　頷うなずくバベルちゃんの視線の先。なにげなくソレを追うと、どうやったらそんなコトになってしまうのか、縄なわ跳とびの縄をカラダに絡からませてしまったサバトちゃんが、ドクロちゃんに縄を解いてもらおうとしていて、より大変な自じ縛ばく状態に移行したらしく、ついにはほどけない縄にだんだん飽きてしまった天使の少女に放置されてしまったトコロでした。

「しかし、湊はそれからも、ゼブルのために絵を描いておったのじゃよ」

　僕は、バベルちゃんの横顔へと視線を戻します。

「リハビリは相当大変らしい。しかし湊は、ゼブルに罪の意識を持ってもらいたくない一心で、それに耐え抜いている。再び絵が描けるようになろうとしている」

　猛牛のツノを持つ天使は、ゆっくりと瞳ひとみを閉じて数すう瞬しゆん。

「ゼブルとダチュラの二人が『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』に復帰するつもりがあるのなら、わらわは拒まぬ。またいつか、逢える日も来よう」

　静かに、僕へと伝えてくれるのです。

「はい……！」

　僕は、サバトちゃんが買ってきてくれたもう一本のポカリを飲み干します。

　その時でした。〈がさがさがさっ〉と、

「ここにいらしたのですか、桜さくらさん……！」

　林と茂みをかき分けて出現したのは純白の軍服に身を包んだ天使で。

「ザクロ、ちゃん？」

　彼女は早足で僕とバベルちゃんが座るベンチの前までやって来ると、

「バベル議長もいらっしゃったのですね。それは、ちょうど良かったかもしれません」

　一拍、乱れた呼吸を整えるのです。

「なにがあったのザクロちゃん、そんなに急いで……」

「はい。あ、あの、それが──」

　いもうと天使は気を静めるためか、胸に手を当てて、

「──お、お、お、お母……様が」

「え？」

「わたくしと、おねえさまの、母が」

　僕の家の方角を指さし、

「来ています、桜さくらさんのお部屋に！」

　ようやく、そう告げるのです

「は、はい？」

　しかし、首を傾かしげる僕の隣となり、バベルちゃんは、

「ムクロが？」

　口を付けていた自分のポカリから、慌てて唇を離はなしているのです。

「ムクロって、ドクロちゃんのお母さんのお名前、ですか……？」

　和喪服の天使は僕の問いに頷うなずきつつ、

「新たな〝鎮ちん守しゆ政策〟により『パンドラの言葉』は活動を停止。これまでのデータから、『ルルティエ』の天使が自ら〝鎮守対象〟におもむくコトになった。それに伴い、『ジャスティリア家』現頭首にして〝パンドラの核〟であった、ムクロディル・ジャスティリアは『世界樹』より解放。つまり──」

「わたくしとおねえさまの母。あのお母様が、久しぶりに娘と語らうため、『こちらの世界』にやってきたのです！」

「じゃ、じゃあ、ええと、早く帰った方がいいよね？　ドクロちゃーん！　どこー!?」

　慌てて立ち上がり、僕は林を抜けて天使の少女の名を呼びます。

　すると、

「桜くーん！　ちょっと、早く来て！」

　遊具施設の方角。ジャングルジムの上からコチラを振り返るドクロちゃんを発見！

「すっごいのが見えるー！　桜くん早くこっちに来てー!!」

「え、なに？　なにが見えるのー？」

　駆け寄って、僕はジャングルジムのてっぺんにいる天使の少女めがけ、よじ登ります。

「ほら、あそこ！　あそこを見て!?」

　上空、駅の方向を指さす先に視線を飛ばせば、

「ほら！　あのビルの上に大きい座薬が！　あんなにすごい座薬が!!」

「ちがうよドクロちゃんあれはただの白い飛行船だよ！　空飛ぶ巨大な座薬じゃないよ!!」

「桜くんは急いでこの周囲に四つん這ばいになった巨人がいないか確認して!!」

「だから違うってばドクロちゃんッ！　あれは巨人用のビッグな座薬じゃなくて──」

　と、ジャングルジムの半ばから、天使の少女へと振り返れば、

「あ……」

　イタズラな風に、いいえ、短すぎるドクロちゃんのスカートが一番いけないのです。〈ひらりと〉裾すそが舞えば、その下にあるしましま模様のモノなんて、ばっちり視界の中央で、

「きゃっ！　桜さくらくんっ!?」

「ええッ!?　ちょ、ちょっ、待っ──」

「ボクの、見ちゃだめなんだからぁぁぁっ!!」

〈じゅごむっ！〉

「ぁああッ！　桜くんが！　ま、待ってて!?　今、ボクが……!!」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「……僕、もっともっと修行して、常に天使でいられたら、こんなコトにはならないのかな」

「ごめんね？　ごめんね桜くんっ！　それで、どうしたの？　ボクの名前をさっき、いっしょうけんめい呼んでなかった？」

　ジャングルジムの麓ふもとの地面に寝かされていた僕は、〈はっ〉と起きあがり、

「そうだった。ねえドクロちゃん、キミのお母さんが、『こっちの世界』に、娘に逢あうためにやって来たんだってよ!?」

「ほ、ほんとにーっ？」

　途端に〈ぴょこん〉とジャンプ、天使の少女は俄が然ぜん瞳ひとみをキラキラさせて大喜び。嬉うれしさ余って再びジャングルジムのてっぺんで、コチラに向かってくる巨大な座薬に大きく手を振り始めるのです。

　そして僕は、いつのまにかザクロちゃんと共にここへやって来ていたバベルちゃんへ、

「ええと、その、ドクロちゃんとザクロちゃんのお母さんの、ムクロさんて、どんなヒトなんですか？　ドクロちゃんが、あんなに喜んでるくらいだから……」

　すると、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長、バベルちゃんは、

「うーむ、簡単に言うとじゃなぁ……。まず、ドクロがいるじゃろう？　そこにムクロがいると、こう、ドクロが二人いるようなモノでのう」

「え、ええッ!?　あの、じゃ、その、つまり──」

　僕の視線は、ジャングルジム上の天使の少女、そして〈こくこく〉と頷うなずく純白の軍服の天使と、和喪服天使の三点をいったり来たりで、

「さて、わらわは『銀球庵メギンギヨルド』に帰るとしよう。ムクロにはよろしくな」

「そ、そんな！　バベルさんも一いつ緒しよに来てくださいよ！　『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長じゃないですか！」

「そう、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長じゃから、忙しいのじゃよわらわは!!」

「桜さくらさん、先に言っておきます。わたくし達たちのお母様は、すごく繊せん細さいで、傷つきやすいので、ソコのトコロを踏ふまえて、ひとつよろしくお願いいたします！」

「そ、それはどういうコト!?　一応大人のヒトなんでしょ!?　ドクロちゃんとザクロちゃんのお母さんなんだから！」

「ほら、早く行こう？　桜くん！」

　僕の隣となりに飛び降りてきて、腕を取るのは天使の少女。

「ま、待ってよドクロちゃん！　心の準備をさせて？　だってなんだかこのトコロ立て続けに新しい天使に出で逢あってて、僕としては精神がそろそろもたないんだよ!?　せめて、せめて最初に写真だけでも見せてもらえない!?　ねえってば！　ドクロちゃんてばぁぁぁ……!!」




　──これは、どこにでもいる平凡な十四歳の少年と、彼の前に降り立った天使の少女の物語。
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　　　　　あとがき




　このファミレス、今日はなんでこんなに混んでるの？　……日曜日だから？　おかゆまさきです。いや、祝日という可能性も捨てきれません。

　さて、本作、『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん⑩』は、三章構成からなる〝オール書き下ろし〟な『ドクロちゃん』となっております。

　というわけで、なんだかんだで、十巻です。

　たしかデビューしたての頃ころ、編集部で担当さんに「十巻くらい出たらいいですね」って言われた時、僕は「それは無理です！　『ドクロちゃん』のノリで十巻なんて不可能ですよう!?」って、言ってたハズなのに。なんとかなってしまっている現実に、僕は今、変な気持ちでいっぱいです。

　実を言いますと、僕はこの『撲殺天使ドクロちゃん』。

　当初は三巻くらいで終わってしまう、というか、終わらせる腹づもりだったのです（今からすればびっくりです）。

　なぜならば、……うぅーん、今だから話せるのですけれども、こう、当時は僕も今より若かったですから、ロックンロール的な気分で、『既存の物語なんか、ぶっこわしちゃうんだから！』的な意気込みで、ドクロちゃんを書いていたのですね？　ナマイキに。

　で、そういう気持ちを持っているにもかかわらず、本来は爆弾のように刹せつ那な的てきであるべき『ドクロちゃん』を、長く続けさせようとすると、本作を、いわば仮想敵ですらあった『既存の物語』へと変化させなければいけないというコトになり、それではなんだか、社会におもねっているというか、牙きばを抜かれたというか、あんなに『社会の歯車になんかなんねー！』って、歌っていたロックンローラーが、今はＣＭのタイアップ曲ですか！　日ひ和よってますね！　みたいな！　こう、葛かつ藤とうがあったのですよ今から考えればアナタ何様ですかってカンジなのですが!!　僕にもいろいろあったんですね!?　恥ずかしいよもう！

　しかし、なのです。

　二巻、三巻と、物語を重ねる中で届き始めた、読者からのファンレターが、だんだんと僕に違う方向を、発見させはじめたのです。

『これからもドクロちゃんを書いていってください』『楽しみにしています！』という、オール直筆。

　僕の本を読んでくれたみんなの言葉が、ダイレクトに心の中に降り積もる内に、自分は、ひょっとしたら『ドクロちゃん』をもっと書かなくちゃいけないのではないだろうかと、思うようになってきたのです。

　ひょっとしたら、自分のワガママなココロミだけで、『ドクロちゃん』を終わらせるのはちょっと間違ってるんじゃないだろうか。

　ドクロちゃんや桜さくらくんは、既すでに僕だけのモノではなくなっているんだ。

　というコトを、僕は知ったのです。

　いつしか僕には新たな目標が、できていました。

　一巻や二巻を書いた時と同じように、読んだ人の頭の中が、ぶくぶくと泡立っちゃうような物を、これからも書き続けるコト。そう簡単には日ヒ和ヨらないように。自分の牙きばを、おいそれとは抜かないように。

　その志を大前提にして、さらにこれからも、爆弾のように刹せつ那な的てきで致死的な要因をたくさん含んだ物語を書き続けよう。

　そして、十巻目。

　ここまで、自分で決めたそれが出来ていたかどうかは、『ドクロちゃん』を読んでくれたみなさんに、あなたの判断をゆだねるとして。

　改めて、僕をこのような場所に導いてくださった読者のみなさんに、御礼を申し上げたいと思います。

　……と、なんだか、作家まで辞めちゃうような勢いのあとがきですねコレ！

　そうなのです。順番がちょっと違っちゃいましたが、『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん』は、この十巻をもちまして、ヒトクギリ。

　ここまで、こうしてやってこれたのは、本当に『ドクロちゃん』を読んでくださっている、あなたのおかげです。

　なんと、

『ドクロちゃん』は今や、ＤＶＤの第二期セカンドが出ていたりします。

　監督やスタッフさんのみなさんが、夜も寝ないでがんばって作っているので、機会があれば是ぜ非ひ観みてみてください。そして、ＤＶＤを購入していただけたりなんかすると、また次があるんじゃないかなーとか、思います。

　なにしろ、僕の中ではドクロちゃんの物語はまだ続いてます。

　この巻には新たな天使が幾人も出てきます。彼女たちを、もっと活かつ躍やくさせてあげたいし、なによりドクロちゃんを物語の中でもっともっと遊ばせてあげたい。

　次に逢あう時、もしかしたらドクロちゃんたちは中学生じゃないかもしれませんが、続刊にも期待していただけたらと思います！




　というわけで、そんな感謝の気持ちにまみれつつ、さらに、スペシャルサンクスです！

　担当編集の三み木きさん、和わ田ださん。今回は初めての長編で、ご迷惑かけまくりでした。一時はもうダメかーとか、思ったコトもありましたが、お二人の支えがあったからこそ、完成させるコトが出来ました。今後とも、よろしくなのですっ。

　電でん撃げき文庫編集部、そして「マ王」編集部のみなさん、並びに「ガオ！」編集部のみなさん、校閲さん、出版部、宣伝部、営業部のみなさん。そしてドクロちゃんに関かかわっていただいたたくさんの方々に、ここでもう一度改めてお礼を述べたいと思います。本当にありがとうございました。これからも見守ってくださると、嬉うれしいです。

　イラストのとりしもさん。今回は書き下ろしだったので、どばっとお仕事がいってしまいました。そして新キャラのデザインもありつつ、僕はもう「どうしよう、この新キャラの話とか、もっと書きたいんだけど！」という思いで大変になっています。

　著者近影イラストの暁あかつきさん！　出産予定日の一月前だというのに、素す敵てきなおまけ風シールイラスト、ありがとうございます！　なんだか月日が経つのはホント早いです！

　ラジオ『電でん撃げき大賞』の森もり田たさんと柏かしわ木ぎさん。いつもの月イチの収録を、僕は本当に、楽しみにしていますよ……？　だから、みんなも聞いてね！

　それからそれから、アニメ『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん』の、ドクロちゃん役である千ち葉ば紗さえ子こさん。僕は何度、千葉さんのドクロちゃんに助けられたコトでしょう。もし、あのドクロちゃんがいなかったら、僕の仕事はもっと辛つらかったハズなのです。目を見て言えないので、ここで御礼を。

　そして、ここまで、読んでくださったあなたにも、深い感謝を。

　未来のコトは断言できませんが、僕が次に書く小説は、おそらく『ドクロちゃん』ではない作品です。けれど、そちらの方も『ドクロちゃん』と同じくらい、楽しみにしていただければ、嬉しいです。なので、どこかで、おかゆまさきという名前を見かけたら、手にとってふむふむと眺めてみていただけたら、その時は、えーと、よろしくお願いいたします（そういえば、電撃文庫と同じメディアワークスから出ている月刊コミック雑誌、『電撃大王』の方で、さっそくなにか、動きがあるようです）。




　それでは、次がいつになってしまうのか、まだわからないのですが出来るだけ早いうちにお逢あいできるよう、僕はがんばります。





七月某日　そろそろやばいファミレスにて




おかゆまさき









おかゆまさき

実家の氏神様と土地神様の祠の横に、今は使ってない井戸が二つあるのですが、これが最近、凄く気になります。この下に地下帝国とか広がってやしないか。いつの日かここから地底人が侵攻して来て、それを退治し、世界に平和を取り戻すのは僕なんじゃないか……。今から、とても楽しみです。
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いらすと●暁　真奈




とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
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